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　耳を塞ふさいで生きてきた。

　世の中には聞きたくもない音が溢あふれている。騒音。罵ば詈り雑ぞう言ごん。恫どう喝かつ。風船の破裂音。嵐の夜の雨音。黒板をとがった物でこする音。ガラスが砕くだけて割れる音。

　だけど、俺おれが一番苦手なのは……悲鳴だ。聞こえてくる悲鳴をたどれば、いつもそこには不幸が待っている。

　だから俺は耳を塞いで生きてきた。聞きたくなければ聞かなければいい。聞かなければ見なくてすむ。

　それでも悲鳴は鳴り止やまない。七秒後の未来からしつこく俺を追いかけてくる。




　この力ははしかのようなもので、祖そ父ふが言うには「大人になれば消える」らしい。だから俺は早く大人になりたかった。

　あの人と出会う、その日までは。
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　転校の理由にはいくつかある。親の仕事の都合なんかがポピュラーだが、地元にいられなくなって逃げるように住み慣れた街から追い出されるパターンもあると思う。

　どちらかといえば俺おれの都合は後者よりだ。俺の場合……というか、俺を含む面めん堂どう家けの人間は軽くオカルトじみていて、普通の人間にはない力を持って生まれてくる。本人の望む望まず関係なしに。発現のしかたには個人差はあったが、それは主おもに五感に関する余よ計けいな拡張機能だった。

　春の匂においが鼻び孔こうをかすめる。桜の花は満開で、今け朝さまで降っていた雨に散ることもなく、花びらを誇ほこらしげに広げて咲き誇っていた。青空を背景にしてピンク色がより鮮明に感じられた。

　映画のワンシーンにでもしたくなる風景だ。

　初めて歩く街並みが俺の歩調に合わせて左右を通り過ぎていく。今日から三年間、この道を歩く。丘の上にある稲いな波ば高校までは通学路というよりも散さん歩ぽ道みちのようなのどかさで、俺の目も鼻もこのまったりとした穏おだやかな街並みを歓迎していた。

　それでも耳を塞ふさいで生きていこう。

　お守りのようにいつも肌身離さず持っているデジタルＤオーディオＡプレイヤーＰの音量をあげた。

　面堂家の異能は波長の合う人間に対してその力を発はつ揮きしやすい。

　俺一人がこの街に引っ越してきたのも、波長の合う人間を自分から増やしすぎてしまったせいだ。

「もう、あんな失敗はしない」

　自然と、自じ戒かいの言葉が口からこぼれた。単なる独り言で危ない奴に思われるかもしれないが、むしろその方が俺には好都合だ。

　桜並木の遊歩道には同じ制服の連中が稲波高校に向けて歩いている。早くも友達の輪を作っているリア充どもを尻しり目めに、俺は足を速めた。

　関かかわらないでおこう。静かにしていよう。ここにいないと思われよう。空気のようになろう。他人との接点は最小限にしたかった。そうすれば誰だれも傷つけないし、俺も傷つくことはない。

　考え事をしながら歩いていると……びしゃり！　と、今朝の雨雲が残した落とし物を踏んでしまった。新調したばかりのスニーカーが水たまりの泥どろ水みずでさっそく汚れて水みず浸びたしだ。

　ついてない。いや、注意していれば踏まなかったし、ぼんやりしていた自分が悪いんだ。子供のように無む邪じや気きに自分から突っ込んでいくような輩やからはたまにいるが、俺はそんな心境にはなれない。

　スッ……と、音が消えたように感じた。まとわりつくような嫌な空気を振り払おうと、首を左右させる。

　ささやかな抵抗のつもりでＤＡＰの音量をさらに上げようとした瞬間、混じり合った音が土砂崩れのように俺の中に流れ込んできた。

《ブルルルルルン……ゴオオオオオオオオオ……ザパッ！　ドシャ……いやああああああああああああああああああああああああああッ！　ボタボタ……うう……うう……制服……水浸しです……》




　その声は密みつ閉ぺい型がたのイヤフォンとお気に入りの音楽という防壁を貫通して、俺の脳内に響き渡った。自分の中でカチカチカチカチとタイマーが動き始める。

　七秒。それが俺に与えられた制限時間だ。

　放っておけ！　関わるな！　聞くな！　見るな！

　頭で否定しても視線は悲鳴の主を探していた。

　歩行者信号が目についた。横断歩道のそばに大きな水たまりができている。自動車用の信号機は黄色で……まもなく赤に変わるであろう黄色のランプをみてもスピードを落とさないダンプカーが、すぐそこにまで迫っていた。

　放っておいてもいいんだ。自制しろ。面倒はごめんだろ？　目の前の不幸は普通の人間にはどうすることもできないんだ。

　俺なら……普通じゃない俺になら助けられる。

　横断歩道を渡ろうとしている女の子を俺は捕ほ捉そくした。視線が女の子に釘くぎ付づけになった。

　凜りんとした表情の中に、どことなく柔やわらかいふんわりした雰ふん囲い気きを併あわせ持った美少女だ。ダンプカーが来る方向とは反対側の道を見ている。その視線の先に大きな桜の木があった。彼女は桜の花の美しさに心を奪われているようだ。

　長い髪が春風にそよぐ。その頭の上に、風に運ばれた桜の花びらが一枚のっかった。

　歩行者信号が青に変わる。とおりゃんせのメロディーに気づいて、女の子は桜の木に視線を向けたまま一歩目を踏みだそうとしている。

　ダンプカーは止まらない。クソッ！　なんてドライバーだ。

　女の子が一歩、もう一歩踏み出した。俺は横断歩道に飛び込むと彼女の手をとり引き寄せる。

「ふえぇ？」

　気の抜けた声をあげて女の子は素す直なおに引っ張られた。まるで社交ダンスのようにくるりと一回転すると、彼女は俺の腕うでの中にすっぽり収まる。俺はかばうように横断歩道に背を向けた。

　次の瞬間、ダンプカーが横断歩道を通過した。水たまりに乗り上げザパンッ！　と、大波のような水しぶきをあげる。スニーカーに引き続き、真新しい制服もやってしまった。背中が水浸しだ。

　腕に抱かれた女の子はきょとんとしている。こっちも自分がどんな顔で彼女を見ているか想像がついた。助けた俺自身も、きっと壮そう絶ぜつな勢いできょとんとしているのだろう。

　なにせ身体からだは反射的に勝手に動いたのだが、心の準備まではできなかったのだから。言い訳はいつも後回しだ。

「え、あ、あの……」

「こ、これは、その……」

　困こん惑わくする女の子と視線が合った。俺も言葉に詰まる。見ず知らずの女の子にいきなり抱きついた俺は、変へん態たい罪ざいで刑事告こく訴そされても仕方がない状態だ。そんな罪があるかは知らないが、きっと名前は違えどあるだろう。

　俺の背筋がじんわり冷たくなった。びしょ濡ぬれなわけだが、当然、冷や汗的な意味も含んでいた。

　彼女のか細い腰に回してしまった腕をそっと離す。彼女は目を白黒させていた。

　とりあえず俺は左耳だけイヤフォンを外す。両方外すのが人として本来正しいとは思うのだが、右耳にイヤフォンや耳みみ栓せんがない状態で誰かと対面するのが俺は怖かった。

　彼女は逃げない。悲鳴も上げない。あまりの恐怖に逃げる気すら失ったか？　とか、どこぞの悪役のような言葉が思い浮かんだ。

　棒立ちの俺に対して、彼女の方からいきなり手をひしっ！　と、握にぎってくる。

　これは正直、想定外だ。いったいどうしてこうなったんだろう。手を握るという行為は本来とてもフレンドリーなもののはずだ。男同士で手を握っているのは気持ち悪いが、女の子と手を握り合うなんて、少なく見積もっても友達以上の友好的な関係性があってしかるべきだろう。だが俺と彼女はたった今、出会ったばかりなので友達以上の関係性を構築する時間など無かったことは明白だ。それどころか、俺はいつ変態扱いされてもおかしくない奇行に走ったのだ。いきなり抱きついたのだから、その反撃を受けてもおかしくはない。

　実は彼女は合気道の達人で、俺はこれからアームロックをかけられて腕の骨を一本持って行かれるのかもしれない。

　七秒後の自分の声を聞けないのは俺の力の致命的な欠けつ陥かんだと思う。

「あ、ありがとうございます！」

　最初、俺は何を言われたのかわからなかった。「告訴します」か「今すぐ見せしめに切せつ腹ぷくしてください」とでも言われるかと思っていたのだが。

　いつの間にか女の子は笑顔になっていた。歩行者信号がカチカチと点てん滅めつして赤に変わる。春のそよ風が吹いて、彼女の頭の上にのっかっていた花びらをまたどこかへと運んでいった。

「助けてくれたんですよね？」

「え、えっと……」

「同じ、稲波高校の生徒さんですよね？」

「お、おう」

　口は自分が思った以上に動かなかった。彼女は大きな瞳ひとみを細めて無邪気ににっこり微笑ほほえむ。自然体で、春の日ひ差ざしのように温かくて、柔らかで……なぜだかその笑顔を見ていると、先ほどまでの口から心臓が飛び出てきそうな焦あせりが和やわらいでいく。

　彼女のゆるやかにウェーブがかかった長い髪が風にそよいで甘い匂いが周囲に漂ただよった。十五歳か十六歳にしても、やや幼いというか無邪気というか無防備というべきか、そのわりに胸のあたりはふくらみもしっかり……って、俺はどこをみてるんだ。

「大丈夫ですか？　背中、濡れちゃってますけど」

「あ、ああ。平気だ」

　心配してくれている。そして、俺は相変わらず彼女に手を握られたままだ。自分の方からふりほどけなかった。なんとなく、ふりほどきたくなかった。柔らかくてすべすべとした感触に……なんだかドキドキしてくる。

　正直……可か愛わいい。ぱっと見た横顔だけで美少女だと思ったが、こうして正面に立たれると、どこに視線を向けて良いのかわからない。天を仰あおぎたくなった。別にいやらしいことを考えて鼻血が出そうなわけではない。

「あ！　自己紹介がまだでしたね。わたしは一年Ｄ組のさか……」

　言いかけて彼女は言葉を飲み込んだ。視線を右側に向けている。つられて俺もそちらを向くと、そこには小柄で小学生かと見み紛まがうばかりの、つり目気味な女の子が立っていた。黒髪のツインテールで色白な少女だ。全体的にとんがったような雰囲気で、手足もほっそりとしていた。発展途上という言葉が思い浮かぶ。青くて硬かたいつぼみのような黒髪少女は、柔らかい花のような彼女と同じ制服姿なので稲波高校の生徒らしい。

　その視線は敵意いっぱいで俺に突き刺さっている。

　ツインテール少女は俺の手首に視線を落とすと、いきなり腕を振り上げた。













　ザクッ！　と、まるで刺さるようなチョップが俺の手首に炸さく裂れつする。遠えん慮りよのない一撃だ。鈍どん痛つうが走った。俺がもっとも得意とする抗議方法――遺い憾かんの意いを炸裂させたくなるくらいに痛い。俺は少しだけ涙目になり、手をつないでくれていたふんわり系の彼女は驚いて手を離した。

「い、いきなりなにしやが……」

　俺の抗議の途中でツインテール少女はぼそりと呟つぶやいた。

「酒さか多たさんに触れるな。スーパーの買い物カートに轢ひかれ死しね」

　初対面でいきなり死ねと言われた。いったいどういうことなんだ？　スーパーのカート？　轢かれる？　何でここでそんなものが出てきたのかもわからないのだが、普通、見ず知らずの相手の手首にチョップを炸裂させて死ねとか言わないだろう。常識的に考えて。

「おはよう縁ゆかりちゃん♪　あのね、そんなこと言わないで。危機一髪のところをこの人に助けてもらったんだよ。ありがとうございます」

　ふんわり系の彼女は、少し困ったように眉まゆを八の字にさせながら黒髪ツインテール少女に告つげた。

　収穫が二つ。ふんわり系の女の子は酒多さんで、この黒髪の子は縁ちゃん。双方美少女だが印象は水と油ほどに対照的だ。

　縁ちゃんの方はどうにもとんがった感じで近寄りがたい雰囲気と、殺気のようなものを振りまいていた。主に、俺に対して。こういったむき出しの敵意が得意な人間は多くはないと思うが、俺は特に苦手だった。

「じろじろ見るな。コンタクトがまぶたの裏に張り付き死ね」

　この短時間に二回ほど死の宣せん告こくを受けた。この場所に居づらい。というか、居なくていいんだ。関わり合いになってどうする。

　俺は濡れた制服の上着を脱いでたたむと腕に抱えた。

「じゃあ、俺はこれで」

　逃げるように走る。といっても、向こうも稲波高校の生徒なので同じ方向になるのだが……ともかく、俺は走った。後ろの方で「待って！　名前！　名前教えてください～～！」と、やんわりした声が呼び止めてくる。

　振り切るように俺は走った。胸が早はや鐘がねを打っている。全力疾走しているから……だけではない。まだ、俺の手の中には握られた手の感触が残っている。ついでに手首の鈍痛も後を引いているのだが、ともかく無む性しように気き恥はずかしい。

　登校初日に波長が合う人間と出くわすなんて偶ぐう然ぜんなんだろうか？　波長があったとしても、悲鳴を聞くようなタイミングでなければ、ただすれ違って終わりだったはずなのに。

　しかも、相手は美少女だ。俺の知らないところでなんらかの陰いん謀ぼうが蠢うごめいているのではないかと勘かんぐりたくなるほどに、できすぎている。もちろんそんな出会いをプロデュースする親切な裏の組織などあるわけはないので、全部偶然の産物だと思う方が自然だ。というか、落ち着け俺。

　酒多さん。可愛かったな。同じ学校で同学年ならこの先もう一度会う機会もあるかもしれないのだが……いや、次に会う時にはきっと俺のことなんて忘れてるはずだ。

　その方がいいんだ。忘れてもらった方がいいに決まっている。

　自分に言い聞かせているうちに、丘の上にある稲波高校の校こう舎しやが見えてきた。

　校門を抜けると俺はゼーゼーと息を切らす。このまま校内の芝生しばふの上に大の字になりたい衝動にかられた。流石さすがにやる勇気はないが。

　呼吸を整え顔を上げると、俺の鼻の頭にどこからか風にのって流されてきた桜の花びらがぴとんとのっかった。




「それじゃあみんな静かにして。えー、このタイミングで転校生を迎むかえるのは先生も初めてなんですが、世の中は思ったよりも想定外のことだらけなんです。それじゃあ自己紹介をお願いします」

　若い男性の担任教師の一言で、朝のホームルームが始まった。引っ越しでごたついて入学が一週間遅れたのだが、たった一六八時間の違いであれど転校生扱いで俺は教きよう壇だんの前に立たされた。

　自己紹介をしなければならない。

「面堂朗あきらです。よろしく」

　できるだけ簡かん潔けつに済すませよう。

　人前に出るのは苦手だが、幸運にもクラスの連中はさほど転校生には興味がないらしく、反応は薄かった。それも当然だ。転校生というのはある程度クラスが成熟してきたところにやってきて、新風を吹かしてこそ価値が出る。

　俺も俺で彼らに興味はないし友達を作るつもりもない。クラスメートの顔などほとんど見ずに、全員カボチャかジャガイモのつもりで自己紹介を終えた。

　教室の一番後ろの窓際の席につくよう先生に指示された。極きよく力りよく周囲には視線を向けず足下を見ながら席に向かった。一足遅れて入学したおかげで、こうして余り物の特等席にありつけたわけだ。担任教師は手早くホームルームを終えて退出した。一時間目の始業まで十分ほどある。

　教室内はしごく落ち着いている。クラスメートたちはそれぞれ仲間内で集まり雑ざつ談だんするなり、集まる仲間がいなくて机につっぷし寝たふりをするなりしていた。誰も俺に興味はないようだ。少し、ほっとした。

　小さく息を吐きつつ濡れた上着を椅い子すの背もたれにかけて席に着くと、右みぎ隣どなりから猛もう烈れつな視線と威圧感とプレッシャーを感じた。

「すねと足の小指を同時に強打して悶もだえ死しね」

　あぁ……。この口調。この声。つい最近どこかで聞いた気がする。

　隣の席にいたのは黒髪ツインテールの女の子だった。俺は目を疑った。そして猛烈に恥ずかしくなる。逃げるように走ったのに……同じクラスだったなんて、必死すぎた自分があまりに滑こつ稽けいだ。

　右隣から炙あぶるような敵意が向けられる。正直、落ち着かない。

　ともかく俺は身に覚えなどないのに、憎ぞう悪おの溶よう鉱こう炉ろの最前列特等席（Ｓ席）についてしまったらしい。二学期の席替えまで、四、五、六、七月が半分くらいと、三ヶ月以上ある。

　ジリジリジワジワ。ひりつくようだ。

　とりあえず、このままにしてはおけなかった。理由もわからず恨うらまれ続けては俺も落ち着いて勉学にいそしめない。まあ、こういった言い訳をする時くらいにしか勉学にいそしむ気になれないわけだが。

　俺は極力紳士的に和平への道を模も索さくした。敬けい語ごで。

「あの、なんで怒ってらっしゃるんですか？」

「怒ってない。ただ、死んで欲しいだけ」

　ツインテール少女――縁ちゃんは、とうてい俺がちゃん付けで呼べるような雰囲気ではなかった。俺は記憶を彼女との出会いのシーンまで巻き戻す。いきなり手首にチョップを食らった。それとスーパーのカートに轢かれて死ねとも言われた気がした。ともかくその二つの印象が強すぎて、なんでこんなに彼女が怒っているのか見当もつかない。

　この女の子はいったいなんなんだろうか。ちゃんと実在しているんだろうか？　もしかしたら俺だけに見える死神かなにかか？

「……………………チッ」

　顔を見ていたら舌打ちされた。死ねと言われるのよりきつい。

　そんな俺のもとに天使が降こう臨りんした。頭の中が真っ白になる。縁ちゃんとの再遭遇だけでも驚くべき偶然なのに、その驚きよう愕がくの衝撃はさらに二倍……いや、三倍にも四倍にも跳はね上あがった。

「だめですよ縁ちゃん。朗くん困こまってるじゃないですか？」

　先ほどの春の日差しのような柔らか美少女――酒多さんだ。彼女は俺の右みぎ斜ななめ前の席だった。うれしさよりも恥ずかしさの方が先に立つ。名前を知られていたのは……ああ、そういえば今しがた、俺はクラス全体に向けて自己紹介をしたばかりだったっけ。

「さっきは助けてくれてありがとうございます」

　俺の席までやってきて酒多さんはぺこりとお辞じ儀ぎをした。

「あ、ああ。どういたしまして」

　なるたけ動どう揺ようを気け取どられないように、俺は努つとめて素そっ気けなく返す。

「ところで朗くん。あの、朗くんって呼んでもいいですか？」

　最初、酒多さんが何を言ったのかよくわからなかった。が、すぐに把は握あくする。そういえば、隣の縁ちゃんも下の名前だ。酒多さんは名字ではなく名前で呼ぶのが好きらしい。

「別に構わないが」

「じゃあ、改めまして。朗くんよろしくね？」

　にっこり微笑む酒多さんに、俺はホッとさせられた。

「同じクラスだったなんて、まいったな」

「わたしは嬉うれしかったですよ！　もしかしたら、ちゃんとお礼を言えないかもって心配だったんです」

　本当に嬉しそうに目を細める酒多さんに、俺は思わず見とれてしまった。が、すぐに現実に引き戻される。右腕が痛い。視線が刺さるように痛い……とかではなく、俺の右腕をシャツ越しに黒髪ツインテール少女がつねってきた。爪つめを立てている。正直、がっちり食い込んで我が慢まんできないくらいに痛いです。ほっそりとした身体のどこにこんなパワーがあるんだろうか……。

「な、なにをするんだいったい？」

「……………………」

　縁ちゃんはそっぽを向くと俺を堂々と無視する。なんなんだ？　いったいなんなんだ!?

「あーもう、縁ちゃんってば恥ずかしがり屋さんなんだから。男の子がちょっぴり苦手なんですよね。リラックスですよ。よしよし良い子良い子。縁ちゃんはやれば出来る子なんですから。男の子は怖くないですよ。同じ人間なんですから」

　酒多さんが縁ちゃん（凶暴）の頭をなでなでする。見る間に縁ちゃんの頰ほおが赤らんだ。

「やめてください。こどもあちゅかい……子供扱いしないでください」

　嚙かんだ。俺が嚙んだと思った瞬間、鋭い視線が縁ちゃんから飛んでくる。

「いい気になるなよ」

「いや、あの……すいません」

　思わず、謝ってしまった。

「縁ちゃんそんなにむすっとしてると、幸運が逃げちゃいますよ？　それに笑顔の方が可愛いです。ほらスマイルスマイル♪」

「酒多さんみたくいつもへらへらしてられないです。私は可愛くなくていいんです。むしろ可愛いとか言われるとイラつきます」

　どぎつい。それに可愛い女の子が「可愛いなんて言われたくない」というのは、ちょっと嫌味な気もした。

　酒多さんは縁ちゃんの棘とげまみれな言葉に傷つくどころか、その顔を抱くようにして胸のあたりに押しつけた。

「悪い子はお仕し置おきだよぉ♪」

　お仕置きがちょっとうらやまし……いや、なんでもない。

「や、やめやがってくださいこの、お……おっぱいお化け」

　おっぱいと口にするのが恥ずかしいのか、酒多さんに抱きつかれるのが恥ずかしいのか、はたまたその両方なのか？　縁ちゃんは耳まで赤くなる。酒多さんを振り払うように顔をぐりぐりもごもごと左右させるのだが、抱っこしている酒多さんはぎゅうっと抱いて離さない。余計に密着させてお仕置きを遂すい行こうした。

　俺が二人のやりとりをじっと見ていると、酒多さんが気づいて俺の方に顔を向けた。

「ところで朗くんに質問です。なんであの時、トラックが来るってわかったんですか？」

　俺が恐れていた質問が飛んできた。やっぱり不自然すぎるよな。こうなるのが怖くて逃げたのに、どうしてよりにもよって同じクラスなんだ。

　昔の出来事が脳のう裏りをよぎる。話してよかったためしはない。

　面堂家は平たく言えば超能力者の家系だ。

　先祖は平安時代くらいまでさかのぼることができるとかで、天てん変ぺん地ち異いを引き起こしたり、妖怪やら化け物やらを倒したりしていたらしい。が、この情報のソースは俺の祖そ父ふだった。小学校にあがりたての頃のピュアな俺は、ご先祖様の活躍する話に胸躍ることもあったが、今思えばあれは祖父が孫を喜ばせるためにでっち上げた創作なんだろう。

　俺には妖怪やら化け物と戦う力はない。それに、そんな異形など生まれてこの方見たこともなかった。ただ、一つだけはっきりしていることがある。

　それでも面堂家の力は本物なのだ。化け物はいなくても、この異能は俺にもきちんと備そなわっている。




　俺の右耳には七秒後の世界の音を聞く力があった。




　人の声が異能発動の鍵だ。その声を中心に未来の音が俺の右耳に流れ込んでくる。だから普段からイヤフォンや耳栓をして外界の音を遮しや断だんし、右耳をできるだけ鈍どん化かさせていた。

　それでも、波長の合う人間の悲鳴だけは打ち消せない。俺の右耳はその人の悲鳴と一緒に、その周辺で発生した未来の音を拾ひろってしまうのだ。

　ふと、昔のことを思い出した。鈍化させずに、この力を自分から積極的に使っていたころの話だ。

　友達が質問する前にその答えを返して気き味み悪わるがられた。

　能力のことを正直に話したら……不気味な奴。変な奴。気持ち悪い奴。そんな噂うわさが広まって、誰も俺とは話さなくなった。よくあるイジメの光景だ。当時の俺みたいな人間は仲間外れにするのにうってつけだったんだろう。それを俺はわかっていなかった。

　俺の方から近づこうとするほど、みんな逃げていく。そこで諦あきらめればよかったのに俺は理解してほしくて必死になった。反動で俺の右耳はより鋭えい敏びんに、敏びん感かんになっていき……今では外出する時に耳栓やＤＡＰ無しではいられなくなってしまった。

　他人を遠ざけ、独りになるために俺は家族と別れて稲波市にやってきたわけだ。

　だから、酒多さんには悪いのだがとても正直には言えない。もう、俺は能力のことで失敗はしたくないのだ。

　黙だまり込こんでしまった俺の顔を、酒多さんはじっとのぞき込んでいた。気づけばいつのまにか酒多さんは縁を解放して、俺の返答を待っている。

「どうしたんですか朗くん？」

「あ、いや、なんでもない」

「朗くんって、もしかして超能力者さんなのかな？　未来を予知できたりして。だからトラックが来るってわかったんですよね！」

　酒多さんは微笑んだ。冗談めかしてさりげなく俺の緊張を解きほぐそうとしているらしい。気遣いしてもらって悪いのだが、図星だ。笑えない。

　俺は真顔で告げた。

「超能力者なんているわけないでしょうに。偶然だよ」

　突然、縁ちゃんが酒多さんを押しのけて俺の前に仁に王おう立だちした。座っている俺を冷たい視線で見下す。

「偶然トラックがつっこんでこなかったら、女の子に突然抱きついた変態として変態罪確定だったな。良心の呵か責しやくがあるなら今すぐ自主的にグァムの射撃場で実弾の的になって死ね。酒多さんはこんなやつの相手をしたらだめです」

　そんな死に方は嫌です。心の中でまで俺は敬語になっていた。

「でも、助けてくれたいい人だから縁ちゃんは朗くんに意地悪しちゃいけないですよ。見ず知らずの人を助けるのってとっても勇気がいると思うんです。なかなか咄とつ嗟さにできません。朗くんはそれができるすごい人なんです。ひ、人として尊敬します！」

　恥ずかしそうに顔を真っ赤に染めながら、酒多さんはぎゅっと目をつぶって声を張った。

　褒ほめすぎですから。それに、そんな言い方をされたら俺の方まで恥ずかしい。なによりなんだか申し訳ない気持ちになってくる。咄嗟に助けたのではなくて、俺の場合は普通の人より七秒だけ猶ゆう予よがあった。ただそれだけだ。

　縁ちゃんは俺に向けていた不満の視線を酒多さんに注そそいだ。

「意地悪じゃありません。こいつには純粋に死んで欲しいだけです」

「朗くん誤解しないでくださいね！　縁ちゃんは恥ずかしがり屋さんなだけで、時々心にもないことを口走っちゃうんです」

　どうやら酒多さんには縁ちゃんの行動がかわいげのある意地悪に見えるらしい。心が広すぎるのもどうかと思う。それにしても俺はなぜこんなにも黒髪ツインテール凶暴少女に嫌われているのか。いい加減、心の中で「縁ちゃん」などと丁てい寧ねいに呼ぶのではなく、縁と呼び捨てにしてやろうかと思う。

「……………………チッ」

　ジャストタイミングで敵意の視線と舌打ちをいただきました。小動物のような小さな口から出ても、やっぱり舌打ちは舌打ちだ。可愛らしい感じは皆かい無むである。

　それにしてもこのタイミングで舌打ちするなんて、まるで縁が俺の心を見み透すかしてるかのようだ。

「二人して見つめ合ってどうしたんですか？　ま、まさかこれが一ひと目め惚ぼれ？」

「違います酒多さん。一目惚れなんて空想の産物でやがります」

　縁の言葉に俺は心の中で小さく頷うなずいてしまった。確かに酒多さんは可愛いし手の感触を思い出すとドキドキしてくるのだが、それは一目惚れとかではなく単に俺が女の子に慣れていないだけなわけで……俺はいったい何に対して言い訳しているんだ？

　ともかくわかったことが一つ。酒多さんは鈍感とマイペースを足して二で割ったような人だ。俺は心の中で嘆たん息そくした。

　俺が酒多さんの顔をなんとなく見ていると、酒多さんは何かに気づいたように目を丸くさせて、胸の前でぱんっと柏かしわ手でを打った。その拍子に胸がぷるんと上下する。いやでも目に入る存在感だ。俺が視線をそらそうとしたところで、酒多さんは元気いっぱいに宣言した。

「そうだ！　朗くんは今日、転入してきたばっかりでまだ何もわからないと思うんですけど、放課後、いっしょに部活動を見学しませんか？」

　いきなりの提案だった。

「わたし、運動は苦手だから男女が一緒に活動できる文化系の部活がいいんですけど!?」

　抜ばつ群ぐんの存在感を誇る胸の前で両手の拳こぶしをきゅっと握って、酒多さんは脇わきを締しめて気合いを込めつつ、俺にずいずいと迫ってきた。

「俺は部活には興味が……」

　無いと言いかけたその時、俺のイヤフォンでふさがった右耳が音を拾った。




《ドタンガタンバタンッ！　きゃっ!?　ベチンッ！　きゃうん！　うう、またやっちゃいました》




　子犬の鳴き声のような悲鳴は酒多さんのものだった。その酒多さんは俺にずずいと迫ってくる。

「興味があるんですね朗くん？　中学校の時に文化系の部活に入ってたんですか？　わたしは中学では部活とかあんまりできなかったから、高校になったらがんばろうって思っていたんですけど、なにが自分にできるかわからなくて、それでそれでえっと……朗くんが何か部活をやっていたのなら、教えてもらいたいです！」

　酒多さんが身を乗り出した瞬間、彼女は何もないところでバランスを崩くずして転ぶという妙技を発動させた。椅子に座ったままの俺に向かって覆おおい被かぶさるように倒れ込む。

　が、不意打ちならまだしも、俺には何かが起こると心構えができていた。すかさず椅子から腰を浮かせて酒多さんが転倒しきる前にその身体を支える。

　正面から抱き合うような格かつ好こうだ。俺はすぐにパッ！　と腕を放した。

　酒多さんはというと……目を輝かせて俺を見つめてくる。

「また、助けてもらいました。ありがとうございます」

　ちょこんとお辞儀をする酒多さん。そのたびに高校一年生の平均値を大幅に上回る胸がたゆんとゆれた。俺は自分の顔面が熱くなるのを感じる。恥ずかしい時に顔から火が出るなんて言い方をするが、まさか実体験するとは思わなかった。

　そんな俺めがけて氷水のような冷たい視線が飛んでくる。縁が酒多さんの腕を摑つかむと、ぐいぐいと引っ張って俺から距離をとらせた。小さな身体で自分よりも大きな獲え物ものを運ぶ働き蟻ありのようだ。

「偶然が二度も続くなんて怪あやしいですよ酒多さん。それに、お……おっぱいが重いのはわかるけど、それでバランス崩すなんて私への当てつけでやがりますか？　頭に行くはずの栄養がお……おっぱいにばっかり集まってるんじゃないですか？」

「ち、違うんです。そんなつもりないです。縁ちゃん、恥ずかしいなら言わなきゃいいのに」

　まったくもって同感だ。

「せめて何もないところでいきなり転ころばないでください。助け起こすの面倒なんです」

「でも今のはセーフですよ。朗くんがキャッチしてくれたし」

「…………チッ」

「なんで俺を睨にらむんだ」

　チャイムが鳴った。まだちゃんと酒多さんに返答していないのだが、一限目の先生が教室にやってきたため、話の続きは次の休み時間に持ち越しとなるのだった。




　授業中はイヤフォンではなく耳栓に付け替える。小型タイプで目立たないこともあって先生に何か言われるようなこともなく授業は順調に進んでいった。開放されている左耳には授業の内容がきちんと聞こえているのに、頭に入った気がしなかった。

　結局、次の休み時間に、酒多さんたちと部活見学を一緒にすることが確定した。午前中の授業が終わり昼休みに入ると、俺は酒多さんに誘われて昼食を一緒に食べた。

　もちろん縁も含めて三人でだ。縁が終しゆう始し不機嫌なのは言うまでもない。どうやら俺が酒多さんに何かするとでも思っているらしい。誤解もいいところだ。

　そうこうしているうちに、あっという間に本日の授業が終わり放課後を迎えた。

　校内各所の掲けい示じ板ばんに部員募集の張り紙がされており、運動部などは練習もほっぽり出して、昇降口前で下校する新入生の勧誘にいそしんでいた。

　とりあえず校舎一階の一年Ｄ組の教室から、昇降口まで歩く。右耳にだけイヤフォンをして流す音楽の音量は小さくした。ＤＡＰのボリュームを上げれば右耳の異能はそれに比例して鈍化する。

　酒多さんは波長の合う人間なので音量を上げても鈍化の効力が薄そうだ。いっそイヤフォンをつけないという選択肢もあるにはあったが、それはそれで居い心地ごこちが悪い。常日頃から右耳になにかつっこんで生活してきた習慣は、自分で思っていた以上に根強かった。

　俺の隣に酒多さんが並んで歩く。一歩下がった位置を縁がキープしていた。背後から監視されているような気分だ。

　仮か設せつ掲示板が昇降口前に建っていた。一日二回はどの生徒も通るこの場所に、毎年設置されているのだろう。掲示板は天てん井じようにも届くくらいの高さがあった。

　さて、部活見学の言い出しっぺはというと、看かん板ばんをぼんやり見上げて視線をあちこちに向けている。酒多さんは瞳をキラキラさせて目移りしていた。

　酒多さんがどこの部活を見学するか決めるのには、何かとっかかりが必要そうだ。

「ところで、酒多さんと縁さんは入りたい部活はあるんですか？」

　縁に対してちゃん付けは怖いが呼び捨てるのはもっと怖いため、さん付けをチョイスした俺は我ながら大人の判断をしたと思う。

「馴なれ馴なれしく呼ぶな」

「じゃあ名字で呼びたいんだが」

　俺は縁の名字を知らない。だからこうして聞くしかないのだが。

「………………」

　無言が返ってきた。縁の目付きは一層鋭さを増している。

「なんで名字を聞いただけでそこまで憎しみをぶつけられなければならんのだ」

「縁ちゃんは名字で呼ばれるのがちょっぴり苦手なんです」

　酒多さんが困ったように眉を八の字にさせる。こういう表情をしても可愛らしい……が、今は酒多さんで癒いやされている場合ではなく縁の名字のことだ。

「なんで苦手なんだ？」

　縁に聞いたのに答えたのは酒多さんだった。

「あんまり可愛くないからなんです」

　可愛くない？　逆に可愛い名字っていうものが思いつかないのだが、考え込む俺に酒多さんは解説を続けた。

「えーとですね、ポイズンの毒どくに、アイランドの島って書いて」

「わ、わあああああああああああああああああああ！」

　酒多さんが説明している途中で縁が声をあげたが、残念ながら手遅れだ。七秒後の音を聞かずとも今の酒多さんの説明でだいたい理解できた。

「あ～～。毒ぶす島じまか。珍しい」

　毒島縁。これがこの小型で凶暴な生物の正式名称らしい。分類するならきっと人類ではなく食肉目だろう。猫耳でもデフォルトでついていれば可愛げもあるのだが、そういったオプションはつかなそうだ。

「まあ、確かに顔に似合わない名字だな」

「………………な、なんだその言い方は」

　縁の表情が一瞬だけ素というか、俺に対する敵意のまなざしが消えて普通の女の子になった。敵意がなければかなり可愛い。酒多さんとはまた別のタイプの美少女だ。

「性格の物ぶつ騒そうさにはぴったりだが」

　普通の女の子らしい表情が元の敵意いっぱい☆　に、戻る。

「S H I N E……死ね」

　こうも死ね死ね言われ続けると、人間耐性ができるものだ。

「名字が嫌ならとりあえず縁さんと呼ぶことにしよう」

「イライラする。ベルトコンベアに流され死ね」

「縁さまの方がいいか？」

「…………チッ」

　俺は初めて勝った気がした。

「いいなぁ。二人とも知り合ったばかりなのに、もう打うち解とけちゃって……ちょっと妬やけちゃいます」

　酒多さんってマイペースすぎて、観るところが普通の人の感覚とちょっと……いや、かなりズレてるな。

　ともあれ、ここで突っ立っていても部活見学は進まない。俺はざっと張り紙に目を通した。

「とりあえず見学に行くんなら書道部なんてどうだ？」

　俺は達筆な張り紙を指さした。

「朗くん、お習字の経験者なんですか？」

「いや、そういうわけじゃないんだが」

　中学の授業で使った習字セットの筆は、今頃実家でカピカピになってカビでも生えているだろう。

　書道部を選んだのに特別な理由はないのだが、強いて利点を挙あげるなら、下手でも下手なりにヘタウマなんて表現でフォローしやすい気がしたからだ。

　それと習字の時に髪の毛が邪魔にならないようにと、酒多さんが長い髪をアップにするかもしれない……なんてことを俺は期待していた。

　酒多さんが髪の毛をポニーテールにして、真剣に半紙に向かう姿はなかなか様になりそうだ。

　これは別に俺が酒多さんに一目惚れしたとかそういうことではなくて、人が星空や夕焼けや草花を美しいと思うのと一緒だ。女の子が髪の毛をアップにした時のうなじのラインの美しさは大自然の造形美だから問題ない。人間なら誰しも紅く燃える夕日や風に舞い踊る桜の花びらや、美少女が時折見せるうなじに心をうばわれて当然だろう。

「…………何を企たくらんでいるんだ、変態」

　縁の声に胸がドキッとした。冷や汗的な意味で。

「別に何も企んではいないし、変態でもないぞ。俺は俺なりに建設的な提案をしたまでだ。まずは行くだけ行ってみよう。ここに突っ立っていても部活見学は始まらないからな」

「そうですね♪　行ってみましょう朗くん！　縁ちゃん！　なんだかわくわくしてきました！」

　酒多さんはやけにテンションが高かった。そういえば中学の時は部活ができなかった的なことを彼女は言っていたのだが、もしかして酒多さんは中学生の頃、病気で長期療養でもしていたんだろうか？　あまり詮せん索さくするのはよくないのだが、彼女にはぎゅっと縮ちぢんでいたバネが解放されたような、ちょっと危ないくらいの勢いがあった。

「今日はいっぱい見学しちゃいますよ！」

　そのわりにやりたい部活動がはっきりしていないのも少し引っかかった。

　たとえば演劇が好きで、中学には演劇部が無かったので高校に入ったら絶対演劇部に入る！　という事情なら、まず最初に演劇部を見学しに行くだろう。

　そういう執しゆう念ねんのようなテンションを酒多さんからは感じるのだが、不思議なことに酒多さんはどの部活に見学に行くか決められないでいたのだ。

「本当に書道部でいいのか？」

「はい！　お習字の経験はほとんどないです。お習字セットの筆もお手入れしてなくてカピカピですけど、何事もチャレンジですよね？　ほらほら縁ちゃんも早く早く！」

　酒多さんの方から俺の手をとって早足で歩き始めた。

「…………むぅ」

　その後ろに縁がついてくる。うなるような声で俺をきっちり威い嚇かくしています。怖くてなんとなく振り返ることができません。ともかく前を向いて先に進むしかなさそうだ。

　それにしても……酒多さんの手の感触は柔らかくて、温あたたかくて、ぷにぷにっと弾力とハリもあって気持ち良い。

　そんな幸せを感じてしまった俺の脇腹のあたりに縁が無言で拳をごすんごすんと、酒多さんに気づかれない角度からぶつけてくる。さながらサッカーにおいて審判の死角で行われるファールのような巧こう妙みようさで、肋ろつ骨こつの間を縫ぬうように狙ねらって放たれる拳は結構普通に痛かった。こいつ、人体の効率の良い痛めつけ方を知ってやがる。細くてちっちゃい小動物的な外見はフェイクで、実は暗殺者の家系に生まれて、常人には理解できないような特とく殊しゆな訓練を受けてきた超人かなにかなんだろう。暗殺一家毒島家とか……痛いッ！　くそ！　本当に巧妙だ。手がちっちゃいから急所にガスガス入るし……とはいえ女の子相手に反撃するわけにもいかん。ああ、それもわかっててやってるんだろうな、この凶暴生物は。




　校舎二階の奥にある書道室が書道部の活動場所だった。少し奥まったところだが、途中途中で目立つ筆字の矢印が描かれた看板や張り紙がしてあって、迷うことなく俺たちは書道室にたどり着いた。

　畳たたみの敷かれた和室は静かで、自然と背筋がピンッとなった。今日の見学者は俺たち三人だけのようだ。

　いつの間にか俺の視線は長い髪をアップにした二年生の女子生徒に注がれていた。正座して瞑めい想そうでもするように瞳を伏ふせている。

　眼鏡めがねをかけた人の良さそうな男子生徒が小声で説明してくれた。

「彼女はコンクールでも常連なんです。今、かなり集中しているようなのでお静かに願います」

　あまり和わ気き藹あい々あいといった雰囲気でもなく、部員それぞれが自分の世界をつくって集中力を高めている。正直、取っつきにくいのだが酒多さんが気に入ったならそれでいいかもしれない。

　酒多さんはコンクール常連の女子生徒に注目していた。

「わぁぁかっこいいですね。わたしもあんな風になれるかな？」

　それは俺に確認しているんだろうか。返答しかねていると代わりに縁が答えた。

「酒多さんが書道なんて二〇〇パーセントの確率で逆ぎやく弘こう法ぽうです。でも、かっこいいかもしれない」

　逆弘法というのはきっと「どんな道具を使ってもダメ」という意味だろう。しかし、ダメだと言っておきながら「かっこいいかもしれない」なんてほめ方を縁がするのは意外だった。

　酒多さんはきょろきょろと少し落ち着きがない。

「もうちょっと近くで見学してもいいですか？　あ、あの、集中の妨さまたげになっちゃったらいけないと思うので、無理にとは言いません。言いませんです」

　おどおどする酒多さんに眼鏡の男子生徒が「構いませんよ。どうぞあがってください。ただし、お静かにお願いしますね」とにっこり微笑んだ。なんだか酒多さんがやたらと周囲を気にしているように見える。

「ありがとうございます。失礼します」

　ぺこりとお辞儀をしてから酒多さんが靴くつを脱いで畳に上がった。俺と縁もそれに続く。靴を脱ぐときも極力音を立てないように気をつけた。

　縁が抑おさえめのトーンで酒多さんに声をかける。

「待ってください。あんまりはしゃぐと危ないですよ酒多さん。足下注意です」

　きちんと片付けられている書道室には、つまずいたり足を引っかけそうなものはないのだが……。

　俺たちが書道室に入ると、部員の男子――クラス章からたぶん一年生の新入部員が立ち上がり窓を開けた。

　書道室に春の心地よいそよ風が、桜の花の香りをまとって舞い込んだ。室内に充じゆう満まんしていた緊張がほんの少しだけ和らいだ気がした。

　次の瞬間、右耳がうずく。ＤＡＰの音量を下げていたおかげか、普段よりも詳細な音がまざって聞こえてくる。とっさに俺はＤＡＰの音量をミュートにした。




《バサバサッ！　ズルンッ！　ベチンッ！　あうううぅぅ》




　半泣き気味のうめき声を確認して、俺は酒多さんに視線を向けた。同時に春のそよ風が一瞬だけ突風を巻き起こす。

　窓付近の机の上にまとめられていた半紙が、突風にあおられてバサバサと部室内に舞い上がった。部員たちが何事かとそちらを向く。酒多さんは棒立ちだ。そんな酒多さんめがけて風に煽あおられた半紙が襲いかかった。

「ふ、ふぇ？」

　酒多さんの顔面に飛んできた半紙がはりつき視界を塞いだ。おろおろする酒多さんは、そのまま畳に散らばった半紙の山に足を一歩踏み入れてしまった。

　ズルンッ！　と滑すべる。まるでバナナの皮でも踏んだように。目の前で酒多さんは前のめりに倒れ込み、スカートがふわっと花開いて俺の位置から中の水色と白の縞しま々しまなものが丸見えになる。あっけにとられて助けることもできず、俺はただただ、その綺麗なボーダーに見入ってしまった。ほんの一瞬のはずだがずいぶんと長く感じられた。

　ベチンッ！　と、酒多さんは転んでヘッドスライディングでもするように、畳の上に四散した半紙の上に転んで倒れ伏す。

「あうううぅぅ……今のはあの、あのね！　見えてないですよね縁ちゃん？」

「だから言ったのに。豪ごう快かいに見えていやがりましたよ。特にこいつがまじまじと嫌らしい視線でねちっこく見ていやがったので腹を切って死ね」

　酒多さんは大おお慌あわてでお尻のあたりに手を伸ばして、スカートを押さえつけるようにした。今のは……えん罪だ。不可抗力というやつだ。













「お、俺はそんな、見ようと思って見ていたんじゃなくてだな。だいたい、まじまじとは見てないぞ」

　縁はぼそりと呟いた。

「……やっぱり見てるんじゃないか」

「うッ……はい。すいません」

　なぜか俺が謝罪するハメになった。縁はこちらを警戒するように凝視しつつ、倒れた酒多さんに手を貸して立たせる。

　この喧けん騒そうの中でも、書道室の中央でコンクール常連少女は集中していた。なんとなく、彼女の邪魔をしてしまったようで気が引ける。

　眼鏡の男子部員が窓を閉めて散らばった半紙を拾い集めた。

「大丈夫ですか？」

「だ、大丈夫です！　転び慣れてますから。それよりごめんなさい！　半紙踏んでぐしゃぐしゃにしちゃって」

　すぐに酒多さんも半紙をかき集めるのを手伝いだす。

　換かん気きのために窓を開けたものの、結果的に半紙を飛び散らかす原因を作ってしまった新入部員もそれにすぐさま参加した。

　それにしても「転び慣れてる」ってのは自慢にならないだろう。常識的に考えて。

　しかしささいなことで転ぶのはどうやら本当のことらしい。俺はミュートにしていたＤＡＰの電源を切った。

　三人が散らかった半紙をまとめ終え一息つく。新入部員は申し訳なさそうだ。

　そんな中、ずっと正座姿で瞑想していたコンクール常連のエースな女子部員が、ついに筆を手にした。今の騒ぎなどなかったように書道室が静かになる。ピンと空気が張り詰めた。

　瞬間、俺の右耳が音を拾う。




《ガシャン！　ポタポタポタ……ベチョ……バリバリ……ごめんなさい！　ごめんなさい！》




　酒多さんの謝罪する声だった。もしかしたら、コンクール少女が次のコンクールに出られなくなるかもしれない……、とそんな最悪な予感が脳裏をよぎる。俺はそっと静かに酒多さんに近づくと、その手をとった。

「え？　あの……朗くん？」

　酒多さんはぼんやりと俺に視線を向けながらも、俺が軽く手を引くと歩き出す。俺は眼鏡の男子生徒に小声で告げた。

「急用を思い出したのでまた今度来ます」

「は、はぁ……あの、見ていってもいいんですよ？」

「いえ、いいんです結構です」

　俺には引き留められて困る理由があった。酒多さんを書道室から引っ張り出す。酒多さんは後ろ髪を引かれるようにコンクール少女を見つめていたが、廊下に出るとさすがに観念して小さく息を吐いた。

「今、コンクールの女の子が筆をとったのにもったいないです」

「また後日にしよう。彼女は集中してるみたいだし、やっぱり部外者が視界内でちらちらしてたら、作品に影響も出るんじゃないか？　書道部の雰囲気はだいたいわかったし、他にも見学できる部活はあるわけだし……」

　俺はしどろもどろ気味に説明した。すごく言い訳じみていると自分でも思う。が、酒多さんはにっこり微笑んだ。

「朗くんって思いやりの人なんですね。そんな気遣いができるなんて……わたしってば自分のことで頭がいっぱいでした。ちゃんと見学しなきゃって焦ってました」

　こんな風にピュアに返されたら、俺はどうしていいのかわからなくなる。

　縁がワンテンポ遅れて書道室から廊下に顔を出した。書道室からはまだ緊迫した空気がにじみ出ている。が、半紙が破れる音も硯すずりがひっくり返る音も聞こえなかった。

　無事にコンクール少女が書き上げたらしい。ちらりと俺が書道室をのぞき込む。

　開放厳禁。

　コンクール少女の半紙にそんな四文字が見えた気がした。ああ、無茶苦茶達筆だ。窓の横の張り紙にするにはもったいないくらいに。その一枚を仕上げてから、すぐにコンクール少女は次の半紙に向かった。

　書道室に視線を向けっぱなしな俺を見み据すえて縁が呟いた。

「…………チッ。お前が仕切るな。部活見学は酒多さんが言い出したんだ。どの部活を見学するかは酒多さんが決めるべきだ。そうですよね酒多さん？」

「わたしは朗くんにぐいぐい引っ張ってもらうのもいいと思うけど……そうだ！　ここは公平にみんなで話し合って決めましょう♪」

「……………………むぅ」

　縁は不機嫌そうにほっぺたを膨ふくらませつつも、しぶしぶ首を縦に振った。俺と対たい峙じする時とはあからさまに縁の対応が違う。ふくれても酒多さんが相手だと可愛げがあった。

　酒多さんがみんなで決めると言った以上、それには従したがわざるを得ない……という雰囲気だ。とりあえず俺は昇降口方面へと歩き始めた。そこに行けば部活の張り紙チェックをまとめてできる。自然と足が向いた。

「昇降口の掲示板前に戻って、そこで部活の張り紙を確認しようと思うんだが？」

「はい！　お供ともします！」

「いや、酒多さんのお供が俺と縁さんなんだが。何かそっちに案はあるか？」

　とりあえず縁に振っておいた。意見を聞かないまま何かすると切れる可能性があるので、お伺うかがいを立てておく俺は大人だ。

「酒多さんが決めた部活ならどこでも賛成です。あと、お前は呼吸をするな地球の酸素は貴重なんだ」

　無茶言うなよ。

「えーと、うーんと……」

　校舎二階の廊下を三人並んで歩くと、どこからかホルンの音が聞こえてきた。

「吹すい奏そう楽がく部ぶ！　楽器ができるとかっこいいですよね！」

　わりと単純な性格なのか？　酒多さんって。ホルンの音は校舎の上の方から響いていた。どうやら四階の音楽室がその発信源なようだ。一階昇降口前まで戻る手間が省はぶけた。

　次の目的地が決まると同時に酒多さんは階段に向かい駆けていく。まるで投げられたボールを追いかける子犬のような無邪気さだ。




《ガッ！　ゴチンッ!!　あううううううううう。痛いです》




　俺の右耳が音を拾った。酒多さんは後ろにいる俺と縁の方をちらちら何度も振り返りながら、見事なまでに前方不注意で歩いている。縁がお腹から声を出した。

「酒多さん！　前！　前をちゃんと確認しやがってください！」

　縁の忠告も聞かず、酒多さんはふらふらと吸い寄せられるように廊下に張り出したコンクリートの柱の角にぶつかって、ぺたんと尻しり餅もちをついた。

「あううううううううう。痛いです」

　わざとやっているんじゃないかと疑いたくなるほどに、酒多さんはうかつなドジッ子だ。

　縁が酒多さんに駆け寄って助け起こした。

「ありがとうございます縁ちゃん」

「気をつけてください酒多さん。あんまり転んだりぶつかってばかりいると、あいつみたいな変態につけ込まれますよ？」

「朗くんは変態さんじゃないですよ。きっとたぶん……ですよね朗くん？」

「お、おう」

　思わずＹＥＳと答えていたがそもそもそういう質問をするな、させるな、俺が焦るだろうに。

「ほら！　朗くんは変態さんじゃないですよ！」

　もう転んだことも忘れたように酒多さんは笑顔でトントントンッ！　と、階段を駆け上がる。目指すは校舎四階だ。

　彼女が目の届く範囲内にいないと妙に不安になるので、俺の足もいつの間にか早足になっていた。

　四階までの階段が続く。俺ははらはらしながら酒多さんの背中を追った。見上げると酒多さんはスカートをひらりと翻ひるがえして踊り場でターンする。躍動する白い太ももが俺には眩まぶしすぎた。邪念を振り払うように俺は首を左右させて酒多さんに続いた。

　四階の廊下でようやく追いついて俺が酒多さんの隣につくと、酒多さんを挟むようにして反対側に縁が並んだ。酒多さんは階段ダッシュをしたのにけろりとしていて、一方縁はだいぶ息を切らしている。酒多さんを一生懸命追いかけてきた感が出まくっていた。少し呼吸が荒い縁を酒多さんが気遣う。

「大丈夫ですか縁ちゃん」

「し、心配……無用でやがります。酒多さんはもっと自分の心配をしてくださ……ひぃ」

　最後まで一息で言えなくて尻切れトンボになっていた。どうやらこの凶暴生物は瞬発力はあるのだが、持久力はさほどでもないらしい。縁は何度か深呼吸をして呼吸を整えた。酒多さんは縁が落ち着くのをゆっくり待っている。

　俺に対しては常に敵対的で辛しん辣らつな縁だが、こうして酒多さん監かん視し包ほう囲い網もうを敷しくには心強い味方かもしれない。ライバル同士が共通の敵を前に一時的に手を組む……とは、ちと違うか。

　いやまて、心強いってどういうことだ？　俺は独りになりたかったのに……なんで他人の世話をこんなに焼いているんだ？

「出発していいですか縁ちゃん？」

「酒多さんに心配されるほどおちぶれてないです」

　ムッとする縁に酒多さんは笑顔で返す。縁がどれだけ嚙みついても酒多さんにはじゃれているようにしか見えないのかもしれない。

「それでは朗くん縁ちゃん行きましょう！」

　ホルンやその他の楽器の音は、廊下を進むほどに大きくはっきりと聞こえるようになっていった。




　学校の吹奏楽部と言えば野球の応援というイメージを漠ばく然ぜんと抱いていた。炎天下の中、楽器を吹き続けるなんてある意味下手な運動部よりも過か酷こくそうだ。

　四階奥の音楽室は観かん音のん開びらきの扉を開放していた。音はここから流れてきたらしい。演奏ではなく、それは楽器をいじって出た単一な音だった。それらは好き勝手に鳴っている。だが、不思議と不快にはならなかった。音はそれぞれバラバラでも、どこか楽しげに聞こえたからだ。

　音楽室に一歩踏み込んだ瞬間、俺は音を鼓こ膜まくではなく全身で受け止めた。楽器は空気を振動させる。その振動を肌で感じたのだ。

「朗くん見てください！　どれもぴっかぴかですよ！」

　トランペット、ホルン、トロンボーン。ブラスバンドのブラスは真しん鍮ちゆうという意味なんだろうか。真鍮は貧者の金なんていうらしいが、手入れされてどれもぴかぴかで眩しかった。その真鍮でできた楽器たちから出た音が、重なり合って美しい音楽を奏でるのだから、貧者なんて単語は余計だと思う。

　音楽室に入ってすぐに、ショートボブの女子の先輩（ノンフレーム眼鏡の知的美人）から今日の活動について軽く説明をされた。

　新入生歓迎期間だそうだ。今週いっぱいまで音楽室にある楽器を開放しているらしい。それぞれの楽器の担当を二年生が受け持ち、興味を持った新入生に音の出し方を教えていた。

　先ほどの書道部では練習の邪魔をしないかと心配したが、こういう見学なら気が楽だ。

「ホルンですよ！　ほら縁ちゃんも早く早く！　すごく丸いです！」

「別に焦らなくてもホルンは逃げないです。なんで楽器ごときでそんなにテンションが上がるんですか」

　ハイテンションな酒多さん相手にあきれ顔の縁。だが俺はそんな縁に心の中で嘆息した。吹奏楽部に見学に来た人間が「楽器ごとき」というのはいかがなものかと思う。

　縁はツインテールをしならせるようにぐるっと音楽室を見回して、ふと視線を止めた。華やかな金管楽器群から力強いティンパニーなどの打楽器を通り過ぎて、縁の視線は木管楽器コーナーに落ち着いたようだ。

　木管楽器コーナーでは髪の長いすらっとした女子部員がフルートを手にしていた。なんとなくだが、フルートは酒多さんに似合いそうだ。俺が思ったことを縁が口にした。

「酒多さんならフルートがぴったりです。吹けなくても持ってるだけでいいかも。むしろ吹いたら台無しですから、絶対に吹きやがらないでください」

　いきなり力説されて流石の酒多さんも多少は困惑したようだ。

「え、ええ？　大丈夫だよ縁ちゃん。フルートは縁ちゃんに譲ってあげるから。フルートはそんなに丸くないし」

「べ、別に私がフルートを吹きたいから酒多さんに吹くなって言ってるんじゃないです」

「照れなくてもいいのに。縁ちゃんならフルートの隣のちょっと小さなピッコロも似合うかもしれないですね」

　確かにサイズ的にもぴったりだ。

「こ、こどもあちゅ……子供扱いしないでください」

　嚙んだ。なんだろうか、縁の定番ネタなのかもしれない。

　酒多さんと縁の注目を受けて、長い髪の先輩はフルートをスッと構えた。身のこなしからして美しいのだが、輪を掛けて美しい旋せん律りつが流れた。そんなフルート奏者の口元を酒多さんはじっと見つめてから、ハッと自分の口に手のひらを当てて慌て始める。

「あわわわわ、縁ちゃん大変なことに気づいたんです。フルートってきっと高い楽器ですよね？　一人一本なんて贅ぜい沢たくできないから、きっとみんなで使うと思うんです。けど、そうなると間接キスになっちゃいますよね？　やっぱり部活で一本のフルートを男女で使うわけにはいかないから、男の子が恥ずかしがってフルートを吹くことを辞退せざるをえなくなります。女の子同士でしか使わないから美人のお姉さんの楽器っていうイメージになったんじゃないですか？　男の人でフルートを吹く人って、雄オスの三毛猫くらい希少なんです。もしかしたらもう、絶滅してるかもしれません！」

　全国の男性フルート奏者のみなさまの存在を、この世からなかったことにしないでください酒多さん。

「お、女の子同士でも間接キスなんて……だ、ダメですいけないです酒多さん」

　縁はおどおどしていた。何を想像しているんだか……顔が真っ赤だ。縁でも耳の先まで赤くなるのかと、俺はなぜか感心してしまった。

　この分だとせっかく見学させてもらっているのに、雑談で終わりそうだ。俺は木管楽器のオーボエの前に立った。理由は二つ。一つはこの木管楽器を人当たりの良さそうな男子の先輩が担当をしていたから。

　もう一つはオーボエにはリードがあるためだ。

「あの、こんにちは。見学させてもらってます。いきなりですがオーボエにはリードがついてるんですよね？」

「やあ、初めまして。オーボエに興味をもってもらえて嬉しいよ。リードのことを知ってるなんてなかなか詳しいんだね」

「えーと、何かの漫画で読んだ知識です」

　金管楽器もキラキラして綺麗だったが、オーボエにはしっとりとした落ち着いた美しさがあった。

　譜面台の隣に小さな棚があって、ガラスのコップがちょこんと載っていた。コップには水が注がれてそこにオーボエのリードがつけてある。

「リードは水につけて調整をするんだよ。これなら間接キスの心配はいらないね」

　どうやら先ほどの酒多さんの妄想劇場は聞かれていたようで、オーボエ先輩（仮名）は目を細める。俺は苦笑いで返した。酒多さんがいつの間にかフルートから鞍くら替がえして、オーボエに見入っている。

「やっぱり、ボエーって大きな音が出るからオーボエなんですか？」

　酒多さんは真剣だった。こういうのを天然ボケというのだろう。オーボエ先輩（仮名）は「う～～ん、そういう話は聞いたことがないけれど、そうだったらおもしろいよね」と、嫌味っけゼロで人当たりの良さを爆発させた。この人、大人だ。

　酒多さんは吹奏楽部を気に入るんだろうか。もし気に入ったのなら、俺の役目はここまでだ。

　これ以上酒多さんと親しくなっても正直困る。

　スッ……と、俺の世界から音が一瞬消えた。




《ガシャン！　ビシャッ！　ごめんなさいごめんなさい！》




　俺はそっとガラスのコップを持ち上げた。

「朗くんはリードに興味があるんですか？」

　いきなりコップを手に取った俺の顔を、酒多さんだけでなくオーボエ先輩（仮名だけど、もうこの呼び名で決定）まで不思議そうに見つめてきた。

「いや、あのその……ソウデス」

　異能のことは絶対に秘密にしなければならない。引っ越してきた意味がなくなってしまう。

「男の子同士で間接キスなんていけないと思います朗くん！」

　俺に詰め寄った酒多さんは勢い余って、先ほどまでコップが載っていた棚に足を引っかけ、こてんと尻餅をついた。棚は小さいのでぐらりとゆれる。コップが載っていたらおそらくは……いや、過ぎた未来のことを考えるのはよそう。憂ゆう鬱うつになるだけだ。

「どうしてそうなるんだッ!?　酒多さんはとりあえず間接キスから離れてくれ。あ、ちなみにオーボエのリードの値段とかっていくらくらいなんですか？　俺、楽器の値段はよく知らなくて」

「リードが三千円くらいで、オーボエの本体が三十万円くらいかな。本体は学校の持ち物だから買う必要はないんだけど、お手入れはしっかりとね。借りる前よりも綺麗にして返すつもりで。そうだ、せっかくだから手にとってみるかい？」

　酒多さんの場合、借りる前と比べていくつかパーツが足りない状態で返すことになりそうだ。壊れて音が出ないクラリネットの歌が俺の頭の中で自動再生された。

　楽器は危険だ。俺の危き惧ぐなどつゆ知らず、酒多さんは真剣なまなざしでオーボエを見つめている。

「みんなが愛情こめて丁寧に大切に扱ってきて、それが部活の歴史となって受け継がれているんですね。壊すなんて絶対にしちゃいけないことです。こうやって慎重に……」

　オーボエ先輩に促うながされて酒多さんがオーボエに触れようとした。




《ベキベキッ！　バキバキッ！　は、はわわわわわわごめんなさいごめんなさい！》




　悲鳴といっしょに致命的な音が聞こえた。俺もオーボエ先輩にごめんなさいという謝罪の気持ちでいっぱいだ。ここは双方の未来のためにも止めるしかない。

「酒多さん。オーボエは今度にしよう」

　無茶な俺のお願いに、酒多さんのオーボエに伸びた手がぴたりと止まった。酒多さんから文句を言われる筋合いはたっぷりある俺だが、酒多さんではなく隣の小動物凶暴肉食系が牙きばを剝むく。

「さっきからお前はなんだ？　ちゃんと見学を最後までやる気がないのか？　いい加減な気持ちで酒多さんに付き合うつもりなら今すぐ帰れ」

　いい加減な気持ちではないのだが「酒多さんがオーボエに触れるとオーボエは折れる」とは、口が裂けても言えなかった。

「そんなことないですよ縁ちゃん！　朗くんは見ず知らずの女の子を助けちゃうような優しくてまじめな好青年なんです」

　酒多さんのすごいところは、他人を褒めるときに声を大にして言えるところだ。言われた方が無性に恥ずかしくなるのは難点だが。

「そんなことないです下心丸出しのむき出しでやがります。部活見学がスムーズに行かないのはこいつのせいです」

「俺のせいなのか？」

　縁はむくれながら首を縦に振って俺に怒りの視線を突き立てた。

「だいたいなんで今止めたんだ」

　それが説明できれば苦労はないわけだが。

　俺が返答に困っていると、酒多さんがハッと自分の口元を両の手の平で隠すようにして肩をびくつかせた。

「もしかして朗くんは見抜いてたんですか？　わたしが…………音おん痴ちだって」

「え……いや、そうなのか？」

「実は音楽の授業は苦手なんです。聴くのは大好きですけど、楽がく譜ふをみてもちんぷんかんぷんだし楽器も難しくてリコーダーもピアニカもお手上げで……家族とカラオケに行ってもマイクはおろかタンバリンすら持たせてもらえないんです！　リズム感がちょっと人とは違うみたいで」

　楽器がダメならなんであんなにはしゃいでいたんだこの人は？　そういえばホルンを「すごく丸い」とか言ってたような。どうも普通の人とは着眼点が違うらしい。

　こんなコントじみたことをしていたせいで、いつの間にか俺たちに他の部活見学者や先輩部員たちの視線が集まっていた。

　俺は酒多さんの手をとって逃げるように音楽室を出る。

「お、おじゃましました！」

　最後にお辞儀をすると、酒多さんも俺につられてぺこりとお辞儀をした。縁は不機嫌そうに「…………チッ」と舌打ちして、何事もなかったようにゆったりとした足取りで最後に音楽室から出る。

　こいつの図太さもある意味尊敬に値あたいするな。あまり良いとは思えないが。

　とりあえず俺は酒多さんの手を引いて、音楽室の前から階段の踊り場に向かった。ワンテンポ遅れて縁が踊り場にやってくる。

「次に酒多さんの邪魔をしたら容よう赦しやしない」

「今まで容赦されていたというのが意外なんだが……」

　右耳のあたりを俺は自然とかばうように押さえていた。耳みみ鳴なりがする。自分の心臓の鼓こ動どうが耳鳴りのようにうるさく感じられた。

　久しぶりに異能を酷こく使ししたせいか、俺は気づかないうちにかなり消しよう耗もうしていたらしい。

　人付き合いというのはやはり精神をすり減らすものだ。こうなるのが怖くて独りになりたかった。だからこの街に来たのに……これじゃあまるで進歩していないじゃないか。

「朗くん額ひたいが汗だくですけど、大丈夫ですか？　保健室行きますか？」

　酒多さんはハンカチを取り出すとそっと優しく俺の額の汗を拭ふき取ってくれた。それだけで少し楽になった気がする。嬉しい反面複雑な心境だった。

　こうなったのも酒多さんの影響が「大」なわけだが、そもそも一番悪いのはこんな異能を持っている俺自身だ。酒多さんはたまたま運が悪すぎたり少しドジッ子なだけで、なんの落ち度も責任もない。

「本当に気分が悪いのなら遠慮無く言ってください朗くん！」

「こんなやつと保健室に行ったら……た、大変なことになりますだめです酒多さん」

「大変なのは朗くんです。苦しそうです。あの、少し休憩しましょう！　今日は無理に見学とかしなくてもいいですから」

　なんだか酒多さんが妙に必死に見えた。なんでそこまで俺なんかの心配をするんだろうか？　ともかく俺もあまり心配をかけたくはない。

「大丈夫……だが、今日はこれくらいで。また明日もあるし、今週いっぱいはどの部活も新入生歓迎モードだろうから、焦らずにゆっくり見学していかないか？」

　俺の言葉に酒多さんは大きくゆっくりと息を吐いて落ち着きを取り戻した。

「そうですね。それにこうして三人でわいわい部活を見学するだけでも楽しいですし、どこかに決めちゃったら迷う楽しみがなくなっちゃいます！」

「……………………むぅ」

　縁から敵視の魔眼が俺めがけて飛んでくるのだが、酒多さんはキラキラとした輝くような笑顔を見せた。幸せいっぱいの酒多さんを目の当たりにして、縁が放つむき出しの敵意と気迫が雲うん散さん霧む消しようする。

「それじゃあ昇降口までゆっくり行きましょう！」

　酒多さんが俺の手を引いた。俺はそれにつられるように歩き出す。

「ま、待ってください酒多さん！　お前は酒多さんと手をつなぎすぎだ」

　またしても縁が酒多さんから死角になる位置で俺の脇腹を拳でぐりぐりし始めた。

　昇降口に行くまでずっとそれが続く。

　明日もこんな風に、放課後を三人で過ごすことになりそうだ。





[image: ]







　授業中の俺おれは右耳にイヤフォンではなく耳みみ栓せんをしている。それが功こうを奏そうしたのか、たった一人をのぞいて未来の音を聞くことはなくなっていた。この街にやってきて、右耳がうずいたのは今のところ酒さか多たさんがらみだけだ。とりあえず彼女のことだけ気にしていればいい。

　退たい屈くつな授業が続いている。教室の最後尾窓際というポジションは昼寝にはうってつけだ。ぼんやり外を眺ながめていると、何かがこつんと俺の頭に当たった。

　振り返ると右みぎ隣どなりの席で縁ゆかりがそっぽを向いている。もう一度俺は窓に視線を向けようと首を動かしてすぐに戻した。フェイントだ。

　俺の顔面に何かがこつんと当たる。縁の顔を見ると彼女は舌打ちしていた。

「…………チッ」

　縁は消しゴムをご丁てい寧ねいにカッターでさいの目に切って消しゴム弾だんを量産し、それを俺めがけて発射していた。どこぞの独裁国家のミサイル実験か。

「お前、案外暇ひま人じんだな」

「話しかけるな。お前の排はい泄せつした[image: ]で大気が汚れる」

　授業中だし他の生徒の迷惑になるので、俺はそれ以上言げん及きゆうしなかった。本当に縁はよくわからないやつだ。何がしたいのかまったく読めない。俺に意識が向いていない時だけは可か愛わいいと思う。酒多さんのようなメリハリのある感じではないのだが、こういうフラットな体型が好きという嗜し好こうもあるだろう。俺には興味のない話だが。

　こんなやりとりを俺たちがしている間も、酒多さんはまじめに黒板の内容をノートに写していた。何もないところで転ころぶくせがある酒多さんでも、流石さすがに授業中には転ぶまい。

　右耳がうずいた。




《トンッ！　コロコロコロコロ……バタム！　きゃうん！　はうぅ……》




　酒多さんがノートの書き間違いに気づいて消しゴムを手にした瞬間、その手から消しゴムがころんと落ちた。その消しゴムは三角形のおにぎり型をしていて、とってもファンシーなデザインだ。

　拾ひろおうと席をずらして酒多さんは下を向き前のめりになる。消しゴムは教室の前側にころころ跳はねるように転がった。慌あわてて手を伸ばす酒多さんだが、つんのめってヘッドスライディング気味に転倒した。

　後ろの席の俺と縁に豪ごう快かいにスカートの中身を披ひ露ろうする。

　今日はライトグリーンだ。そう、俺が確認した隣で、縁は消しゴム弾を節分の豆まきのようにまとめて握にぎり込こむと俺に向けて投げ放った。ショットガンだ。痛いということはないのだが、髪の毛にいくつも消しゴム粒つぶが入り込んでとってもうざったい。

「うおッ。おいやめろ」

　授業の妨さまたげにならないよう俺は努つとめて小声で縁に抗こう議ぎした。

「死ね。捕まった女騎士に『クッ！　このような辱はずかしめを受けるくらいなら……私を殺せ！』と言われてから女騎士の代わりにお前が死ね」

　縁も小声で返してくる。

「なんだその意味のわからん発言は」

「うるさい黙れ」

　縁の顔は真まっ赤かだった。それが俺に対する怒りなのか、酒多さんのぱん……スカートの中身を見てしまったことへの恥ずかしさなのかは、俺にはわからない。俺と縁の小こ競ぜり合いは先生もクラスの誰も気づかなかった。みんな酒多さんが転んだことに驚いている。

　酒多さんは俺が助けるまでもなく立ち上がると、恥ずかしそうに顔を赤らめた。二つ前の席の女子生徒が消しゴムに気づいて酒多さんに拾って渡す。

「ありがとうございます♪」

　相手がおもわず「どういたしまして」と返したくなるような笑顔だった。酒多さんの素直さの五分の一程度でいいから、俺の隣の席の暴れん坊がもってくれると助かるのだが。人は自分にはないものを持った人間に惹ひかれるのかもしれない。




　一日が早く過ぎていった。退屈な授業ですらいつの間にか終わって、さっき登校したばかりな気もするのにもう昼休みだ。

　まだクラスになじめない男子はそこそこ数がいて、それぞれ孤立している。たとえば俺の二つ前の席の男子なんかもそうだ。授業と授業の合間に挟はさまっている休み時間中も、いつも机につっぷしていた。俺もそうなる予定だったのだが。

　声をかけるか？　いや、かけてどうする。酒多さんの一件が落ち着いたら、俺もああなる予定なのに。

　昼休みになっても相変わらず、酒多さんは俺の隣にやってくる。縁も酒多さんにくっついて回るので自然と三人になっていた。

　購買まで俺がパンを買いに行くといえば、お弁当を持ってきているのに酒多さんは購買についてきてしまう。酒多さんがくるともれなく縁もついてくる。昨日から引き続き今日もずっとこの調子だ。

　明日は？　明後日あさつては？　いったいどうなるんだろう。

　もしかしたら酒多さんが部活をみつけてそこに所属するまで、こんな日々が続くのかもしれない。

　混雑する中、俺は二人をおいてパンを買い求める生徒の群れに加わった。争奪戦だ。こういう時に「どこに手を伸ばせばどんなパンが手に入るかわかる能力」でもあればいいのだが、あいにくそんな便利な力は持ち合わせていなかった。

　前は人だかりでパンのワゴンがどうなっているのかもわからない。夢中で手を伸ばして摑つかんだパンは焼きそばパンとコロッケサンドだった。

　どっちも嫌いじゃないが二つセットになってすっかり炭水化物祭りだ。交換しようにも人だかりでワゴンは目視できない。焼きそばパンが二個とか同じパンがかぶるのも怖いので、俺はこの運命を受け入れてレジに並んだ。

　購買部に隣接された自販機でバナナ牛乳を買って、俺が戻ると酒多さんが嬉うれしそうに目を細めて待っていた。

「今日も放課後は部活見学いきましょうね！」

「あ、ああ」

「そのためにも、さっそくランチミーティングにしましょう！　せっかく購買まで来たついでですから、外の木こ陰かげのベンチで食べませんか？　縁ちゃんもいっしょに来てくれますよね」

「……………………チッ」

　縁の舌打ちは明らかに俺への当てつけだ。酒多さんは不機嫌そうな縁の頭をぎゅっと自分の胸元に抱き寄せる。

「いけませんよ縁ちゃん。ちゃんと言いたいことがあるなら素直に正直に白はく状じようしてください。友達なんですから」

　白状は大げさですってば酒多さん。

「……………………ぐぬぅ」

　酒多さんの前では猛獣も子猫のようだ。結局酒多さんが先導して、俺と縁がそれについていく格かつ好こうになった。




　校舎の中庭には大樹が一本、気持ちよさそうに枝葉を風に揺らしていた。その大樹の傘が作った木こ漏もれ日の下にベンチがいくつも設置されているのだが、埋うまっているのは半分ほどだ。昼寝にはうってつけな雰ふん囲い気きで、俺たちは四人がけの席に三人並んで座った。俺、酒多さん、縁の順だ。

　酒多さんと縁が膝ひざの上にお弁当の包みを広げる。どちらも小さくて女の子のお弁当という感じだ。特に縁のお弁当は可愛い。ご飯の上にピンクのでんぶでハートが描かれていたり、ウインナーがタコさんだったりと、ちびっ子が喜びそうな装飾がしてあった。

　さらに縁は飲み物の魔ま法ほう瓶びんまで持じ参さんしている。

「縁ちゃんのお弁当、いつも可愛いですね」

「作る人のセンスです。私の……管かん轄かつ外がいでやがります」

「縁ちゃんのお母さんは可愛い人なんですね」

「………………むぅ」













　縁は否定も肯定もしなかった。こんな凶暴な女の子の母親というと、なぜか某グラップラーな漫画の父親が女装した姿が思い浮かんだ。たぶん縁の名字の毒ぶす島じまという印象が、なんとなくそういった厳いかついモノを連想させたんだと思う。

　しかし、いつも可愛い……とは、なんだか以前から二人は仲が良いような言い回しだ。俺は焼きそばパンにかじりついてから、バナナ牛乳で腹の中に押し込むと聞いてみた。

「酒多さんとぶすじ……縁さんは中学の頃からの知り合いなのか？」

「焼きそばパンの焼きそば全部ミミズになって死ね」

　名字ネタは相変わらず禁句なようだ。縁に代わって酒多さんが答えてくれた。

「えっと、クラスは違ったんですけど、同じ中学の出身でした」

「稲いな波ば高校に入ったのがきっかけで仲良くなったのか？」

「そうなんです。最初は名字で呼んだら縁ちゃん怒っちゃって『馴なれ馴なれしく話しかけないでください。それに……縁です。名字で呼んだら以後、無視します』って。だから縁ちゃんって呼ぶようになりました」

　縁が小さく首を何度も何度も左右させる。

「酒多さんやめてください！　それに仲良しじゃないです。ただの……顔見知りです。中学の時は話したこともほとんどなかったじゃないですか」

「わたしは縁ちゃんのこと知ってました！　勉強ができてちっちゃくてかわいい女の子だなぁって。たしか、おうちが喫茶店なんですよね？」

　縁の開けた魔法瓶にはホットコーヒーが入っていた。その香りはインスタントのそれではなく、本物だ。

「今度遊びにいってもいいですか？」

「……………………売り上げに貢こう献けんしてください」

　おそらくオッケーという意味なのだろうが、縁はあきれるくらいへそ曲がりだ。

「楽しみですね朗くん！」

「お、俺もか？」

「もちろんですよ。いっしょに売り上げに貢献しましょう！」

　酒多さんと一緒にいると、なぜだかどんどんスケジュール帳に予定が埋まっていく。できれば真っ白な方がいいはずなのに、俺は少しだけ嬉しくなっていた。

　一方で縁は不機嫌そうだが、酒多さんの提案に弱いのは明白だ。

　賑にぎやかな昼休みはあっという間に過ぎていき、放課後の部活動見学タイムまでけだるい午後の授業に耐える仕事が始まるのだった。




　昼休みにどの部活を見学するかきちんと話し合わなかったので、俺たちは放課後の校内を適当にぶらつくことにした。無計画と言うなかれ。偶然の出会いに期待しただけなのだ。

　そして運命に身を任せた結果「アナログゲーム部」という、得え体たいの知れない部室の前に俺たちはたどり着いた。

「ちょっと様子をみてくる」

　見学歓迎！　という雰囲気でもなく、扉はぴっちり閉められている。だが、部屋の中からはかすかに人の話し声が聞こえていた。何をやる部活かは見当もつかないのだが、室内で活動しているのだからきっと文化系の部活なんだろう。

　ノックして扉を開き俺が中をちらりとのぞき込むと、男子生徒たちがテーブルを囲んでいた。テーブルクロスのかけられたテーブルの上にカードの束たばが綺き麗れいに並べられている。部員たちは俺に気づきもせず、カードを手になにやら意味不明な会話を続けた。

「俺はまず村で二アクションを確保し、鍛か冶じ屋やで三ドローッ！　さらにここで引いた礼れい拝はい堂どうをもう一アクションとして発動。手札から銅貨を四枚破は棄き。ターンエンドだ」

「ふふふッ！　待っていたぞこの瞬間を！　俺のターン……まずは密みつ偵てい。このカードは一アクションを追加し、さらに俺様以外の全員のデッキの一番上のカードを見て捨すて札ふだにするか山に戻すかを選択できる！」

「なん……だと？」

「どうやら貴様のデッキの一番上は金貨のようだな。圧縮したことが裏目に出たか」

「ハハハ……金貨一枚くらい捨て札にされようが、我が圧縮デッキへの影響は微び々びたるものだ」

「おっと……まだ俺のアクションは残っているんだぜ。食らえ！　盗賊！　貴様が圧縮したデッキから盗賊は金貨を奪うッ!!　その金貨は破棄せず俺のデッキに加えるッ!!」

「し、しまったぁぁぁッ!!」

　俺は扉をぴしゃりとしめた。

「なにをやっているのかようわからん部だ。ここは見なかったことにしよう」

　酒多さんと縁の元に戻ると「中には誰だれもいなかった」と俺は報告した。他の見学しやすそうな部活を探す方が建設的だ。

　すぐに縁がにらみつけてきた。

「…………怪あやしい。誰もいないのを確認するだけにしては時間がかかりすぎだ」

「きちんと部屋の隅すみ々ずみまで確認してただけだ」

「まあそれはいいが……それにしたってお前が来てから、酒多さんはぜんぜん……」

　縁が言いかけたところで酒多さんが足を止めた。

「どうしたんですか縁ちゃん？」

「……なんでもないです。さっさと歩きやがってください。犬も歩けば棒に当たります」

「そうですね！　情報は足で稼かせぎましょう！」

　刑事ドラマの台詞セリフの受け売りなのだろう。酒多さんは縁にうなずいてみせると軽く拳こぶしを握にぎって脇わきを締しめてぴょんと飛とび跳はねた。ぷるんゆっさゆっさと大きな胸元がやわらかく上下する。

　無む邪じや気きだからこそ俺は目のやり場に余よ計けいに困った。そんな俺の足を縁がかかとで踏みつけてくる。もちろん酒多さんに気づかれないように巧こう妙みように。俺がドＭならご褒ほう美びかもしれないが、ただただ心の中でため息ばかりがこぼれた。

　酒多さんが少し大おお股また気味にズンズン歩き始めたので、縁は俺の足を踏むのを中断してそれに続く。俺もしぶしぶそのあとを追った。




　薄暗い校舎三階奥の部屋の前で、酒多さんは足を止めた。Ａ４サイズほどの写真のパネルが、壁一面にずらっと並んでいる。どれもモノクロですすけた印象だ。かなり古いものなのか、それとも昔のネガを現像してパネルにしたのか。この街の過去の風景写真が中心だ。ポストが円筒形だったり、コンビニが個人商店だったりしている。

　桜の写真もあった。酒多さんはじっと見つめている。それは交差点の写真だ。何年……いや、何十年前の写真かもわからないのだが、その一枚には今朝も通った道で枝の先までたっぷり花を抱えた桜が、同じように咲き誇っていた。

「朗くん、ここも部活の部室ですよね？」

「写真部か」

　楽器同様、機材を壊すと大変な気もするのだが、酒多さんならモデルができる。そんな気がした。立ってポーズを決めるだけなら、高価な機材に触ふれて壊すこともないだろう。本人が撮られるより撮る方になりたいというなら話は別だが。

　縁が腕組みするといぶかしげに酒多さんを見つめて口を開いた。

「そういえば酒多さん、昨日からなにも破壊してないです。転んではいるけど傷ができるような怪け我がもしてないし……どうしやがったんですか？」

　珍しく酒多さんが拗すねたように口をとがらせた。

「まるでいつも壊したり怪我してるみたいな言い方しないでください。そんなことないですからね。確かに昨日からずっと調子がいいけど、きっと、これがわたしの本来の姿なんです」

　俺は苦笑いだ。器き物ぶつ破は損そんの現場は見ていないのだが、何度か危ないところには遭そう遇ぐうしている。

「へらへらするな。釘くぎを打ってる途中でトンカチがずれて釘を押さえてる手の小指を強打死ね」

　苦笑いもへらへらも縁にはいっしょなようだ。俺は溜ため息いきをつきながらもう一度写真の貼はられた壁に向き直った。パネルの縁ふちにそっと指を滑すべらせる。

　埃ほこりがこんもりたまって滑らせた指の先で小さな山を作った。だいぶ長い間放置されていたようなたまり具合だ。部室の外に掛かけっぱなしのパネルとはいえ、これはあんまりだと思う。この学校の写真部はよっぽど掃そう除じが嫌いらしい。カメラに埃は厳禁な気もするのだが。

　俺は部室の入り口に足を向けた。部室の中から人の気配が感じられない。

　全員が外に撮影にでも行ってしまったのだろうか？　俺が小首をかしげていると、酒多さんが俺の前に回り込んで顔をのぞき込んできた。

「写真部って、やっぱり写真を撮るんですか？　撮った写真を見せっこするなら、部活でなくてもケータイでできるのに」

　確かにそれはごもっともだ。今、一瞬だが酒多さんがちゃんとケータイを使いこなせていることに驚いている自分がいた。さすがにそこまで不器用じゃないか。

「きっとケータイじゃ撮れない写真があるんだろ。そうじゃなかったら、みんなケータイのカメラかコンパクトデジカメにおきかわってるだろうし」

「そうですね。やっぱり必要だからそこに存在する！　ってことなんですね」

　俺の適当な思いつきにも酒多さんは感かん銘めいを受けたかのような納得っぷりだ。変な男にひっかかって騙だまされなければいいんだが。と、心配になってくる。

「誰かさんのお、おっぱいは必要なのか疑問になるほど大きいですけど。だいたい酒多さんは本格的なカメラなんてわからないだろうから、せいぜい撮影のモデルにでもなってしまえばいいんです。それで自じ慢まんのお、おっぱいも有効利用できるんじゃないですか？」

　恥ずかしいなら言わなければいいのに。言われた酒多さんと二人して顔を真っ赤にさせている。

「む、胸のことは放っておいてください！　それにわたしだって写真撮りたいですよ！」

「カメラを持たせたら落として壊すんじゃないですか？」

　撮影に意欲を見せているところ悪いとは思うのだが、酒多さんに持たせたら落として壊す。その意見には俺も首を縦に振らざるを得ない。

　人の気配がしないものの、せっかく訪れたのだからこのまま手ぶらで帰るのもなんだと思う。とりあえず俺はドアをノックした。

　反応は返ってこない。もう一度ノックしてからドアノブに手をかけて回す。

　なんの引っかかりもなく、すんなりノブは回って扉が開いた。

　部屋は暗い。薄暗いを通り越して真っ暗だ。遮しや光こうカーテンによって窓から入る光は遮断されていた。部屋の奥までいってカーテンを開くとぶわっと埃が舞い散った。差し込んだ光が帯状に見えるほどの霧きりか煙けむりのような埃だ。慌てて俺は窓を開いて換かん気きした。

「どうやら活動してないようだな」

　機材らしい機材もなく、壊れた三脚が部屋の片かた隅すみで埃をかぶっているだけだった。

「なんだか寂さみしい場所ですね」

　酒多さんが部屋に入ると憂うれうような表情で呟つぶやいた。縁もそれについてくるのだが、正直、この部屋で他に見るべきところはなさそうだ。

「活動はしていないようだし、次の部活に……」

　俺が言いかけたところで、部屋の中にもう一人、どこかで見たような気もする男子生徒が入ってきた。その手にはデジタル一眼レフを携たずさえている。細身でノンフレームの眼鏡めがねをしていた。写真部の部員なんだろうか？

　俺が「こんにちは」か「おじゃましてます」か、どっちを言うべきか悩んでいると、カメラ男子が口を開いた。

「や、やっと見つけたぞ！　じゃねぇ見つけましたぞ。どうなってんですかいここの写真部は？」

　なんだか奇き妙みような口調の男子だ。とりあえず確認だけはしておこう。と、思ったところで酒多さんが素すっ頓とん狂きような声をあげた。

「もしかして部員の方ですか？　わぁ、すごいカメラですね。とってもおっきくて逞たくましいです」

　酒多さんはカメラを手にした男子……の、持っているカメラに瞳ひとみを輝かせる。

　カメラ男子はそんな酒多さんの顔をみるや顔を耳まで真っ赤にさせた。声を震えさせながら俺をびしっと指さす。初対面で人の顔を指さすのはちょっとどうかと思うわけだが。

「そっちこそ部員で先せん輩ぱいなんじゃないんですかい？　それに、その……そいつら、じゃないそちらの方々はあ、あれですか？　モデルですか？」

　カメラ男子の眼鏡がキランと光った。

「はぁ？　いや……その」

　俺が返答につまると、カメラ男子は勝手に自己解決してくれた。こういうタイプは他人の話を聞かないものだ。

「やっぱりそうなんですな。両手に華ってやつですか。カメラは女にもてる！　噂うわさは本当だったようだ！　よし、しょ、勝負ッ!!　勝負させてくださいッ!!」













「ちょっと待て。勝負って何を勝負するんだ？」

「カメラで勝負するに決まってるでしょうに。どっちが被ひ写しや体たいの魅力を引き出せるか？　そして勝負が終われば……オレたちは晴れてライバルになるわけですよ」

「すまんが、俺はそういうでかいカメラは使ったことないし、だいたい勝負する意味はあるのか？　それにお前は写真部の部員じゃないのか？」

「部員なわけないでしょうが。オレは一年……つうか、おや？　あれ？　もしかしてテメェらも一年なのか？」

　クラス章の色を見ればなんとなくわかりそうなものだが、どうやらこのカメラ男子は俺や酒多さんを写真部の先輩部員とでも思っていたらしい。ようやく同じ一年生だとわかったところで、カメラ男子の口調がたどたどしい敬語風味からタメ口に豹ひよう変へんした。

「じゃあ写真部の部員はどこだ？　どこに消したッ!?」

「消したって……知るか。部室は埃かぶってるし、チラシや張り紙で部員勧誘もしてないようだぞ」

　ため口相手に俺も自然と素の口調だ。相手も無ぶ礼れいなのだから気にするのはやめよう。

「つまりどういうことだ？　簡かん潔けつにまとめろ」

「稲波高校の写真部は休部中なんじゃないか？」

　悪いが現実を突きつけさせてもらった。

「ば、ばかな!?　そんなこと……そんなことあってたまるかッ!!」

　それにしても、いちいちうるさいなこいつ。

　打ちひしがれるカメラ男子に酒多さんが優しく微笑ほほえみかける。

「えーと、お名前は？」

「か、川かわ原はら信のぶ人と。そっちも名乗れ！」

「俺は面めん堂どう朗あきら。こっちはぶすじ……縁さん。で、酒多さんだ。三人とも一年生で、今は入部するのに良さそうな部活がないか探してる。写真部にはたまたま通りかかっただけだ」

「信人くんは写真部に入るつもりだったんですか？」

　酒多さんの質問に俺は一いち抹まつの不安を覚えた。なんだかこの前振り的な確認には嫌な予感しかしない。

「お、おおおおおう」

　面と向かって女の子と話すのが苦手なのか、カメラ男子――川原の目は泳いでいた。

「でも、写真部はずっと部活をやってないみたいだし……困りましたね」

「や、やってなけりゃなんだってんだ？　あぁ？　こっちじろじろ見るんじゃねぇよ」

　俺もたいがいだが、初対面なのにずいぶん口が悪いやつだな。それに女の子にもてたいからカメラ持ってるみたいなことを口走ってたわりに……ああ、女の子に慣れてないからカメラに頼ろうっていう魂こん胆たんなのか。

　最近のカメラのＣＭには人気俳優やアイドルなんかが起用されている。イケメンなイメージだ。それに写真部ならモデルの女の子を堂々と撮影できるだろう。

　いろいろとメリットがありそうな写真部だが、川原の野望はその一歩目を踏み出す前に潰ついえていたようだ。この部室には過去に活動していた形跡しかない。

　もくろみがご破は算さんになりきょろきょろする川原に、酒多さんはにっこり微笑んだ。

「これから一緒に部活見学にいきませんか？　もし、お暇で信人くんがよければですけど」

　やっぱりそうなりますよね酒多さん。縁は不満爆発といった感じで目くじらをたてていた。

「酒多さんなんでそうなりやがりますか？　こいつはコレよりうざいし賛成しかねますです」

　俺はコレ扱あつかいかよ。

「こういうのも縁えんだと思うんです縁ちゃん。朗くんもいいですよね？」

　とびっきりのスマイルで酒多さんは俺に了承させようとした。なんというか、この笑顔にはあらがえない魔力がある。

「え、ああ……なんか面倒なことになりそうな気がしなくもないんだが」

　はっきりしない俺めがけて川原が嚙かみついてきた。

「なんだおいこらはっきりしろ！　どうなんだ！　オレをどうしようってんだ？」

　じっ……と、お願いの視線が酒多さんから俺に注そそがれる。どうやら折れるしかなさそうだ。この集まりの中心は酒多さんなんだし、俺にどうこう言う権限もない。

「俺たちと部活見学しないか？」

　端たん的てきに簡潔に伝えると、川原はそっぽを向いた。

「て、テメェがそういうんなら付き合ってやらんこともない」

「俺が？」

「そうだよテメェだよ」

　そこは俺じゃなくて酒多さんなんじゃなかろうか？

　いや、違う。これは迷彩だ。俺をダシにする作戦だ。

　酒多さんは破滅的なドジッ子だが、それを知らなければどこに出しても恥ずかしくない美少女だし、縁も外見は小動物チック（中身は猛獣）で可愛い……だからこそ、川原はとりつく島を俺に求めたわけだ。

　女の子に誘われたから一緒にいくなんて、恥ずかしくて言えないわな。かといって諦あきらめたくもない。一緒に行動したいって思ったら、俺を言い訳にするのも納得だ。

　川原は意外に冷静で頭の切れるやつかもしれん。

「い、いいか！　別に女に誘われたからじゃねぇからな。写真部が活動してなかったからだからな！」

　前言撤回。頭の切れるやつがこんなわかりやすいことは言わないだろう。常識的に考えて。

「別にお前の選択や考えを非難しちゃいないだろうに。ほら、行くぞ」

　俺は三人を先導するように、空からっぽの寂しい写真部部室を後にした。




　校舎二階の中央エリアにやってきた。ここには職員室や校長室、進路相談室に生徒会役員室などなどが集まっている。パソコンで言えばシステムフォルダーといった感じのエリアで部活動とは無縁な気もするのだが、一つだけ例外があった。

　放送部。それは学校の行事には欠かせない部活というよりも委員会的な側面の強い部である。放送室に隣接された放送部の部室前には、昨年の全国高校アナウンスコンテストの大会風景がパネルに展示されていた。

　俺はふぅと小さく息を吐きつつパネルをざっと見回した。

「放送部っていうのは委員会やらの仲間かと思ってたんだが、アナウンス大会なんてものにも参加してるんだな。カメラで撮影するんならここでもいいだろ。報道カメラマンだ。どうだ川原……君って呼ぶほど親しくもないし、川原さんって呼ぶべきか？」

「テメェさん付けってのはなぁ他人行儀なんだよ。もうオレとテメェはそのと、ととととと……」

　なめらかに口が回るかと思いきや、突然こうして口ごもったりする。川原は忙しいやつだ。

「どうみても他人だと思うんだが」

「ふざけんな！　俺の写真部入部を阻はばんで無理矢理同行させておいて、さらに他人のフリしようってのか？　どんだけドＳだ」

「無理矢理同行させた覚えはないぞ。だいたい阻んでないだろう。そこまで写真部にこだわるんなら、いっそお前が新部長に立候補して写真部の活動を再開させりゃいいんじゃないか？」

「そ、それは考えなくもなかったが、部員ってのは三人くらいは必要だろ最低でも。モデルは確保してるわけだが……あと一人はどうすんだよ？」

「待て待て。俺を人数に含めるな」

「言った以上は最後まで責任もてやコラァ！」

　どうしてそうなるんだ？　こいつもなんだか縁に負けず劣おとらず無茶苦茶なやつだな。ふと視線をそらすと、酒多さんがちょっぴり寂しそうに俺を見つめていた。

「早くも男の子同士の友情って感じですね。ちょっと羨うらやましいかも」

　川原が口をへの字に結ぶ。

「あ、あぁん？　うっせー女は黙ってろ」

　女の子目当ての照れ隠しにしたって、もう少し言い方ってもんがあるんじゃないか川原。

「信人くんはとっても恥ずかしがり屋さんみたい。縁ちゃんもそう思う？」

「キモイので二人まとめてテニスコートの整備につかうローラーで平たくなり殺されやがってください」

　なんで俺までまとめて平べったくされねばならんのだ。

　縁は先ほどからずっと不機嫌で呪のろいの視線を俺にぶつけ続けていた。川原を呼び込んだ張本人の酒多さんはおとがめなしですかそうですか。

　むっくりふくれた縁の手を酒多さんはいきなりひしっ！　と、摑まえた。

「わたしたちも朗くんと信人くんに負けないくらいの、女の子同士の友情を築きずきましょうね」

「…………はぅ」

　恥ずかしい台詞の直撃を受けて、戦艦「毒島」は轟ごう沈ちんする。頰ほおを染めて酒多さんから目をそらすように顔を背そむけた。こういうところは少し可愛げがあると思う。縁の貴重な可愛らしいシーンは、酒多さんがいないとみられないレアな現象だ。

　と、俺が思っていたところで肩をぐいっとつかまれ引っ張られた。

「で、どうするんだテメェは！」

「いや、どうするか決めるのはお前なんだが。とりあえず放送部の報道部門ならカメラを活いかせるんじゃないか？」

「ケッ！　わかってねぇな。オレの写真はゲージュツなんだよ。報道といっしょにすんな！」

　報道は立派な仕事だと思うぞ。ともかく川原的には放送部は無しらしい。結局放送部の見学はせずに、俺たちは次の部活を探すことにした。




　昨日のようにスッと見学できそうな部活は、探してみるとなかなか見つからなかった。校内を当てもなく散歩するような状態だが、酒多さんは笑顔を絶たやさない。

　俺の隣を歩きながら酒多さんは口を開いた。

「最近ずっと絶好調です。トラブルなんかへっちゃらで、いつもなら失敗しちゃうのに……不思議です。朗くんと出会ってから、わたしってば負け無しなんですよ？　無敵です♪」

「どうなったら負けなのか判定基準が少し気になるんだが……」

「へこんだら負けです。昨日も今日もずっと、ずーっと楽しいままです。昨日、あの朝にダンプカーの跳ねた水をかぶってたら……あ、あの！　ごめんなさい朗くんがびしょ濡ぬれになっちゃったのに」

　酒多さんの申し訳なさそうな表情に俺は首を左右に振った。

「あれは俺が好きでそうしただけだからな。酒多さんが気に病むことなんてないんだ」

　俺が。俺の意志が……というのは厳密に言えば違うのかもしれない。俺の異能がさせたのだから。

　酒多さんから熱い視線を感じた。じっと俺を見つめてくる。なんだろうか。ま、まさか、感づかれたのか？　俺の異能に。そんなはずはない。何も話してないし……ただ、所々俺が不自然な行動をしていたのは見られてるよな。

　七秒後の世界の音を聞く……と、断定はされないにせよ、俺が何か隠していると感づいたのかもしれない。

「そ、そそそそそうだ……やっぱり酒多さんは出来る子だったんだよ。今まで不幸だったのが、高校に入学したのがきっかけで運命が変わったっていうかなんていうか」

「朗くんはいい人ですね♪」

「いい人……って、俺はそんなにいい人じゃない」

　ここで否定しておかないと、酒多さんの後ろに控ひかえている縁から刺されるような気がした。川原はというと、俺を見つめる酒多さんを見つめている。ああ、やっぱりこいつは酒多さん狙ねらいなんだ。

　そうこうしているうちに、自然と俺たちの足は昇降口近くに向いていた。

　昇降口の手前で酒多さんが鼻をひくひくさせる。

「あっちから美お味いしい匂においがしてきます！」

　俺にはそんな匂いは……いや、かすかにするが方向まではわからない。なのに、酒多さんははっきりとその匂いにつられて歩き始めている。犬並みか？　段々と酒多さんはスピードをあげていった。

　右耳がうずく。




《キュ―――――――ッ！　ドカバタンッ！　あうぅ》




　とりあえず彼女を止めよう。

「おーい！　酒多さん走らなくても部活は逃げないぞ！」

　みれば昇降口前の廊下は普段以上につやつや、ぴかぴかしていた。

「わたしが一番乗りです！」

　水みず拭ぶき掃除がされたばかりの廊下に酒多さんは足を踏み入れて、つるんと足を滑らせた。俺は咄とつ嗟さに飛び出して、転びそうになった酒多さんの腕を後ろからパッと摑んで引き寄せる。

「はわわわ……あ、ありがとうございます」

「いわんこっちゃない」

　俺の腕の中から酒多さんはなかなか離れていこうとしなかった。ぴとりと俺に体重を預けて密着したままだ。このままだと歩けない。気恥ずかしい。あと、縁が怖い。

　バタン！　と、今度は七秒後ではなく現在の音が響いた。俺が首を後ろに向けると、なにもないところで川原が倒れている。顔だけあげて俺を床から超ローアングルでにらみつけてきた。

「転んだ！　オレは転んだのだが」

「お前はなにをしてるんだ？」

　なぜか川原は俺に助けを求めていた。一人で立てばいいだろうに。

「……そのまま立ち上がらない方が世のため人のためになりやがれます」

「んだよ転んだんだから心配してくれてもいいだろうがッ!?」

　何がしたいんだこいつは？　と、俺が思っていたら、縁が倒れたままの川原の背中をレッドカーペットのように踏みながらこっちに歩いてきた。

　遠えん慮りよがないというか、ほぼ初対面な相手にここまでできる縁に俺は戦せん慄りつすら覚える。が、川原は「いでででででで！」と言うだけで、踏まれたことには特に文句を言わなかった。なんかもう……どうなってるんだこいつらの精神構造は。

「大丈夫ですか信人くん？　あ、不ふ謹きん慎しんにも嬉しいと思っちゃったので謝りますね。自分以外にも何も無いところで転ぶ人がいるなんて……ちょっとほっとしちゃいました」

　縁に踏まれたのを不ふ憫びんにおもったのか、酒多さんはようやく俺の腕から離れて川原に手をさしのべた。

「心配されたくて転んだんじゃねぇ！」

「そうですよね。わかりますその気持ち。わたしもわざと転んでるの？　って言われると、ちょっと悲しい気持ちになっちゃいます。けど、重力がある以上、人間は転ぶんです。世界中のみんなが噓うそだと言っても、わたしは信人くんの事を信じます。わたしはあんまり信じてもらえなかったから」

「ウゼェ！」

　あろうことか、川原の奴は酒多さんが優しくさしのべた手を払はらいのけやがった。俺もさすがに少しイラッとした。その鬱うつ憤ぷんをはらしてくれる救世主が川原の前に立ちふさがる。

「酒多さんにウザイとは何様だ。酒多さんをいじめていいのは……わ、私だけです」

　立ち上がろうとした川原を容赦なく踏みつける……縁。だが、その角度の危険性に彼女は気づいていなかった。

「なにしやがる！　水玉パンツでオレを誘惑しようってのか」

「ハッ…………し、死ね。タンスの角に足の指一本ずつ順番にぶつけ死ね」

　自業自得ですね縁さんや。それにしても水玉か。そうかそうか。

　いや、なにがそうかそうかだ俺。

　ともかくもう一人増えて余計に収拾がつかなくなってきたわけだが……酒多さんは「だめです縁ちゃん暴力はいけません！」と心配しつつも、どこかこの賑にぎやかさを楽しんでいるようなので……俺はもう何も言えなかった。




　結局、縁はパンツを見られた恥ずかしさと、酒多さんのストップもあって川原を踏むのを諦めた。俺予想だが、きっと次に報復の機会があれば縁のことだから地味に痛いことを川原にするだろう。うまくすれば川原は避ひ雷らい針しんになるかもしれない。まあ、うまくしなければ川原ごと俺も縁の地味に痛い当てつけを食らうだけだが。

　ともあれ部活見学は再開だ。口火を切ったのは酒多さんの鼻だった。

　酒多さんが自慢の鼻で探し当てた先にあったのが調理実習室である。

　料理部の看板がドアに下がっていた。新入部員の獲かく得とくに積極的なようで、手製の造花や飾り付けで入り口付近は彩いろどられていた。こういった飾り付けをみるに、きっと料理部は女の子ばかりなのだろう。

　開けっ放しの扉から料理の下ごしらえをする良い匂いが漂ただよっていた。

　酒多さんが俺を見つめて瞳を輝かせる。何も言わずとも「見学していいですか？」と、その瞳が訴えてきていた。

　俺たちが実習室の中をのぞき込んだとたん、女子部員が次々やってきて有無を言わさず引っ張り込まれる。

「あの、ちょっと俺は見てるだけでいいんだが」

　女子部員に青いエプロンと三さん角かく巾きんを押しつけられた。酒多さんもさっそく渡されたピンクのエプロンを装着して、髪の毛をまとめあげて三角巾を装着している。縁は……渡されたエプロンをじっとみて硬直していたのだが、準備を終えた酒多さんに捕まって無理矢理着せられていた。

「ほらほら縁ちゃんも早く着て準備ですよ！」

「や、やめやがってください私は参加したくないです。エプロンなんて大嫌いです」

「エプロンしてなきゃ制服が汚れちゃいますよ？」

「料理なんてしたくないです」

「味見だけしようなんて、縁ちゃんずるしちゃいけませんよ！」

　じゃれ合うように楽しげに酒多さんは縁にエプロンを着せてツインテールを一度ほどき、まとめ直して三角巾も装着させた。酒多さんにされるがまま縁は等身大の着せ替え人形状態だ。

　俺は心配なもう一人……川原に視線を向ける。口の悪い川原のことだから、この部の先輩方に迷惑をかけているかもしれない。いや、間違い無くかけるだろう。

　と、思ったが杞き憂ゆうに終わった。

　川原はエプロンを装着し三角巾をきっちりつけて、料理部の先輩女子の指導をきちんと聞いてしっかり手洗いまで済ませていた。

「こ、これでいいんだな。よしオーケーオーケー。誰かさんと違ってエプロンくらい一人で着られるから安心しろ。料理ができる草食系男子ってモテるんだろ？　な？　そうだよな面堂朗？」

　フルネームで呼ぶな。あとお前の性格はおそらく草食系男子じゃない。料理ができようができまいが、あんまりモテとは関係ないだろう。

　しかしながら、酒多さんはもちろんのこと縁も川原も準備が万ばん端たん整ととのってしまった。

　ここで俺だけ見学というわけにもいかないか。しぶしぶ俺もエプロンを開いて身につける。

　料理なんて面倒なだけなのに……しょうがない。付き合ってやるか。

　俺たちは一つの班にまとめられた。「お友達同士だから一緒に作った方がいいでしょう？」と、料理部の部長さんが配慮してくれたのだ。今日はポテトサラダを作るらしい。レシピのプリントが各班に渡された。プリントには料理部オリジナルのアルパカなキャラクター「草食男子くん」が、基本的なポテトサラダの作り方を丁寧に教えてくれている。最後に「他にも合いそうな具材を入れてみてね♪」と、ワンポイントアドバイスまでついていた。

　こういうところも女の子ばかりの部活という雰囲気だ。全体的に明るくてふんわりとした印象で、競い合うとかレギュラーの奪い合いみたいなぎすぎすしたところもなく、穏おだやかで酒多さんにはぴったりの部活に思えた。

　一通りプリントに目を通してから酒多さんが俺の顔をのぞき込んでくる。

「お料理できる女の子って魅力的ですよね？　朗くんは、やっぱりお料理できる女の子が好きですか？」

「できる方がいい……かな。料理は自分でやるのは面倒だし」

「わたし、がんばりますね！」

「お、おう。そうだな。この部活なら雰囲気もいいし、酒多さんにはぴったりだ」

　俺は野菜をザルにいれて冷水で洗いながら酒多さんに返事をした。意気込む酒多さんとは対照的に、縁は料理部の部室に入ってから不ぶ気き味みなくらいにおとなしい。人食い虎が借りてきた猫のようだ。

「どうしたんですか縁ちゃん？　元気ないみたいです」

「…………別になんでもありやがりません」

「もしかして、お料理苦手なんですか？」

「………………」

　縁は無言で返した。

「大丈夫です縁ちゃん。わたしも料理は今は苦手です。でも、一緒に練習してうまくなりましょう！」

　つまり、俺や川原はその実験台になるわけか。野菜についた水をザルで切って俺は小さく肩を落とした。

　そんな俺の隣で川原が拳をぐっと握っている。

「草食系男子だからモテるんだ。女が料理できるのは普通！　当然！　当たり前ッ!!　男ができるからこそ意外性十分でかっこいい。そうだろう？」

「俺に同意を求めるな」

　川原はともかくモテる要素があるならカメラでも料理でもなんでもいいらしい。きっとギターやベースあたりにも興味を持っているに違いない。

　カヌーに乗るのがモテると聞いたら、カヌー教室に通うんじゃなかろうか。あと陶とう芸げいとかそば打ちとか。

「草食系女子なんて普通すぎるぜ。ハッハッハッハ！」

　川原の挑戦的な発言に、珍しく酒多さんがヒートアップした。

「縁ちゃん！　女の子の意地を見せてあげましょうね！　料理ができる女の子のかわいさを存分に発はつ揮きするんです」

　少なくとも、現時点では料理は苦手なはずでしょうに酒多さんや。

「……えっと……意地なんてみせなくていいです。酒多さんの料理をこいつらに食べさせるなんてもったいないです。こいつらには生のジャガイモとかジャガイモの芽で十分ですから。それに料理なんて……できなくても生きていけます」

　縁は本気で料理を拒絶しているようだ。そういえば酒多さんが「縁の実家は喫茶店を経営している」みたいな話をしていたんだが、それなら手伝いで料理も慣れてるんじゃないかと思う。それともよっぽど家の手伝いをしないやつなんだろうか。

「え？　生のジャガイモって美味しいの？　そういえばわたし、ジャガイモの芽もたべたことないですよ。ニンニクの芽みたいな炒いため物ものにするんですか？」

　酒多さんに一人で作らせるのは危ないようだ。この料理部で専門家の指導のもとに料理を勉強するのは良さそうだと素直に思った。

　とりあえず酒多さんにはジャガイモの知識を正しく理解してもらおう。

「生で食べたらお腹を壊すし、ジャガイモの芽には毒があるだろ。それに縁さん。料理はできるに越したことはないとおもうぞ」

「うるさい黙れ」

　こういう反応が返ってくるのは予想済みなので、俺は縁の毒舌をスルーした。ここ数日で俺の対人用スルースキルの向上はめざましい。

　酒多さんは目を丸くさせていた。

「へぇ～～。ジャガイモって生で食べるとお腹によくなかったんですね！」

　普通に酒多さんは感心している。彼女に包丁を持たせるのがちょっと怖い。やらなきゃできるようにならないし、失敗して学ぶことも多いと思うのだが、まずは手本を見せた方がよさそうだ。

　ふぅ……さてと、どうしたものか。

　ジャガイモ、ニンジン、タマネギ、キュウリ、トマトにレタス、コーンの缶詰にハム。なぜかソーセージやら卵やらカニカマまである。アレンジ素材を使えばかなりボリュームのあるポテトサラダができそうだ。

　俺が考えている間に酒多さんが包丁に手を伸ばした。俺は右耳に集中するまでもなく自然と待ったをかける。

「ちょっと待ってくれ酒多さん。キュウリは俺が切るから」

「もしかして朗くん料理が得意なんですか？」

「得意って言えるほどじゃないんだが」

　ポテトサラダのキュウリなら輪切りの薄切りがいいだろう。俺は手早くキュウリの頭と根っこを包丁でトンッ！　と落とした。あとはリズミカルに包丁の音を響かせる。

「わあ！　すごいです朗くん。スライサーで切ったみたいに薄いです！」













　キュウリは均きん等とうに、かつ透すけるくらいの薄さになった。手入れが行き届いた切れ味の良い包丁だ。これならトマトも潰つぶさずに切れるだろう。

　いつの間にか、料理部の先輩女子部員たちがぞろぞろやってきて俺の手元に視線を集めていた。俺がキュウリを切り終えると自然と拍手と歓声がわく。

「わぁ！　すごいじゃない一年生クン！」

「慣れてるわね。もしかして料理人の息子とかなの？」

「私より上手ね。手早いわ」

「お上手なんですねぇ。新戦力ですねぇ」

　しまった……なんだかすごく恥ずかしい。女子の先輩に囲まれた俺に川原がずんずん詰め寄ってきた。

「テメェだけ良い格好する気か！」

　先輩女子たちを押しのけて川原が吠ほえる。と、蜘く蛛もの子を散らすように先輩たちはそれぞれの作業テーブルに戻っていった。

「口じゃなくて手を動かして欲しいわ」

「こわ～～い」

「男の嫉しつ妬とって醜みにくいわよね」

「眼鏡の後輩クンは戦力外ですねぇ」

　川原は顔を真っ赤にさせていた。俺は溜息混じりに呟く。

「良い格好もなにもしてないだろ」

「うるせぇ！　なんか知らんがオレの株価がストップ安だ！　どうしてくれる」

　知るか。

　ともかく俺がやらなきゃ酒多さんが包丁を持って大変なことになる……かもしれなかったのだから、今のはしょうがないだろう。

　みれば川原だけでなく、縁が俺を見み据すえて文句を言いたそうな顔をしていた。絆ばん創そう膏こうのケースを忍ばせている。ケースには「酒多さん用」とラベルテープが貼られていた。

「酒多さんの活躍の場を奪うな」

「い、いいんです心配ご無用ですよ縁ちゃん。それより、朗くんの特技が見られてわたし、感動しました！　でも、このままだと朗くんの独どく壇だん場じようです。縁ちゃん、女の子チームもがんばりましょう！」

　どこからか酒多さんはカセットコンロをみつけてきた。備え付けのコンロは現在、ジャガイモの塩ゆで作業で埋まっている。何をするつもりなんだろうか。

　ともあれ、ジャガイモがゆであがるまでの時間を使って、俺は他の野菜の下ごしらえを始めた。隣で川原が「おい！　俺にもやらせろ！」と吠えてくる。

「じゃあ、タマネギのスライスをしてくれ」

「なんで涙を流す仕事をせねばならんのだ！」

「トマトを潰さずに切る自信はあるか？」

「ない！　ありません！　ございません！　なくて悪いか！」

「なら俺に全部任せてくれ」

「べ、別に信頼して任せたわけじゃないからな。テメェにやらせてやるのは、その……し、信頼とかではなくてオレの心が広いからなんだからな！」

　こいつはいったい俺にどうしてほしいんだろうか。そうこうしているうちに、酒多さんがカセットコンロの設営をおえていた。

「このコンロに鉄板をのせて、ソーセージを焼いてポテトサラダの付け合わせにすればいいと思いませんか縁ちゃん？　朗くんたちが草食系男子なら、わたしたちは肉食系で行きましょう！」

「付け合わせにしないでソーセージは焼いてそのまま食べた方がよさそうです」

　女子チームは女子チームで動き始めていた。俺は自分の手元に集中する。そんな俺を見守るように川原が後ろで腕組みして偉そうに胸を張っていた。なんというか、とてもやりづらい。

　カチッ！　と、カセットコンロの着火音が聞こえた。それから脂あぶらが跳ねる音と、ソーセージが焼ける食欲をそそる匂いが充満する。酒多さんたちの調理も順調なようだ。そう思ったところで……右耳がうずいた。

　俺はハッとして手を止める。




《ドウウ―――――――ン！》




　すぐに視線をカセットコンロに向ける。

　コンロのボンベ部分に鉄板がはみ出していた。使用上の注意のところに「ボンベの上にはみ出るような大きな鉄板は使わないでください」的な注意事項は書いてあるだろうに。というか、それくらいわかるだろ常識的に考えて。

　このまま鉄板を熱し続けるとコンロに引火……爆発事故につながる予定だ。俺はすぐにカセットコンロの前に走り込むと酒多さんと縁を押しのけた。

「きゃっ！」

「ぬうっ!?」

　二人が同時に小さな悲鳴をあげるのだが、俺は構わずコンロのつまみを回して火を消した。

　心臓がばくばくと破は裂れつしそうに高たか鳴なっている。時限爆弾の爆発をあと一秒のところで止めたような、そんな脱力感に俺は床にへたり込んだ。

　冷や汗がどっと背中に噴き出した。こんな時に限って誰も注意していないなんて。やっぱり俺がつきっきりじゃないと酒多さんはやばい。

　俺の行動はおそらく……いや、確実に奇行だろう。いきなり押しのけられた縁は不機嫌そうに口をとがらせ、床でへたっている俺にローキックを連打した。

「お前はお前の仕事をしていろ。酒多さんに無駄にからむな」

　二人が怪我をしなかったんだからよしとするしかない。俺は蹴けられながら安あん堵どの息を吐いていた。

「あ、朗くん。どうしたんですか顔が真まっ青さおですよ？」

　心配そうに俺の顔を酒多さんがのぞき込む。俺はよたよたと立ち上がった。

「酒多さん。この鉄板はカセットコンロのボンベのところにまではみ出してるんで、あぶないなって思ったわけだが」

「……あッ！　ご、ごめんなさい。うう、そうですよね。わたしやっぱりダメな子なのかな……ごめんなさい……高校に入っても変わらない……変われないんですね」

　俺も言い方に余裕がなかった。ちょっときつくなってしまったかもしれない。酒多さんから彼女特有の素直な明るさがすっかり消えてしまった。へこませるつもりはなかったのだが俺は罪悪感を覚えた。

　それに「変われない」か。なんだか気になる言葉だ。俺は変わりたくてこの街にやってきた。静かに目立たず存在を消そう……という当初の目的からズレつつあるので、俺も変われていないな。

　ともあれ、へこんだ酒多さんをどうにか励ましたいところだ。

「事故は起こってないんだし大丈夫だから」

「朗くん。あ、ありがとうございます」

　酒多さんは涙目になっていた。

「これからは、火と刃物を扱う時は俺に一言声をかけてくれるとありがたいな」

「は、はははははい！　そうしますね♪　朗くんがそばにいてくれたら、百人力です」

「そんなオーバーな」

「オーバーなんかじゃありません！」

　反論を一切認めない勢いで返されてしまった。

　酒多さんも心配だが、今回は縁も危ないところだった。ちらりと視線を向けて様子をうかがうと、縁はグーで俺の頭をポカリと殴ってきた。

「な、なにしやがる!?」

「う、ううううううるさい！　お前がいなくたって……いなくたって……だいたいなんで今の事故未み遂すいに気づいた？　こっちを全然見てなかったじゃないか」

「それは……その、だな」

　俺はどう返そうか悩んでいた。縁に「なんでお前がついていたのに」と確認すべきか？　いや、それでは縁を悪者にしてしまう。

「どうしたんですか縁ちゃん？」

「なんでもありやがりません……」

　酒多さんの介入のおかげで話は流れてくれたのだが、縁の疑惑の視線が濃くなったような気がする。そうこうしているうちに、キッチンタイマーがジャガイモのゆであがりを知らせて調理室に鳴り響くのだった。




　ゆであがったジャガイモを綺麗な布ふ巾きんでくるんで皮を剝むいていく。これが結構大変な作業だ。

「おっと、テメェ一人じゃ荷が重いだろ。ここはオレが手を貸してやる。布巾をよこせ」

　川原が半なかば強ごう奪だつするように俺の手から布巾を奪い去った。

「意外だな。ちゃんと手伝ってくれるのか」

「言っただろうが。草食系はモテるんだ。さっき下がった株価を回復しなきゃならんし」

　まあ、やってくれるというなら任せることにしよう。と、思ったところで俺にゆであがったジャガイモよりも熱い視線が向けられていた。

　酒多さんだ。出番を待ちウォームアップに励はげむ控ひかえ選手のようだった。

「皮むきを手伝ってくれないか？」

「は、はい！　がんばりますね！　ほら、縁ちゃんもいっしょにやりましょう？　なんだかどんどん部活見学っぽくなってきますね♪」

「お断りです。三人で勝手にやればいいんです。料理できる男なんてみんな死ねばいいのに」

　本気で拒絶する縁に酒多さんは困ったように眉まゆを八の字にさせた。料理ができなくもない俺としては問答無用で殺されたくはないのだが。

　縁は一層不機嫌さを増していた。さっきのコンロの件を気にしているんだろうか。俺に助けられたことが縁のプライドを傷つけたのかもしれない。

　縁はふてくされていて、酒多さんは縁を心配しておろおろしっぱなしだ。

　約一名、まったくそんな空気をものともしない猛も者さがいた。

「まあオレくらいになればジャガイモの皮を剝くなんて楽勝だからな」

　一つ目のジャガイモの皮を剝き終えて、得意げに眼鏡を指でクイッとあげてみせる川原。眼鏡はジャガイモのあげた湯ゆ気げですっかり曇くもっていた。

「自慢するようなことか？　誰でもできるだろう」

　と、俺がツッコミをいれたのだが、みれば他の班の女の子たちから悲鳴が上がっている。酒多さんも一個剝くのに大苦戦していた。

「ほら見ろ。女の子にはきついんだよ熱々すぎて」

「だったら見てないで手伝ったらいいんじゃないか？」

「お！　そ、そうか？　そう思うか!?　すいませんあいつが手伝えって言うんでこっちのジャガイモの皮を剝きにきました」

　俺たちの班のジャガイモを放置して、川原はすぐ隣の班に乱入していった。俺の指示だというところを強調するあたり、こすい。

　川原の突飛な行動に拒否反応が出るかと思いきや、意外にも川原はすんなり隣の班に溶け込んでしまった。熱々のジャガイモを次々と丸裸にしていく。しまいには「こっちお願いします～～！」と、他の班の部員に呼ばれ始めていた。株価が回復したようでなによりだ。

　口は悪いし性格も意味不明だが、やろうと思えばちゃんと他人とコミュニケーションがとれるじゃないか。川原のやつ。

　俺はとりあえず川原が残していった、自分たちの班のジャガイモの皮むきをすることにした。俺が先生で生徒は酒多さんだけだ。

「熱ッ！　よっと……ほっ！　こうしてっと……上手にできました。これも朗くんの指導のおかげですね♪」

　コツらしいコツもないのだが、酒多さんはなんとか熱々のジャガイモを一つ、自力で剝くことに成功した。嬉しそうに微笑む顔に俺は不思議と癒いやされる。

　だが、水を差すように縁が笑顔いっぱいの酒多さんに向けて口をとがらせた。

「ぐ、偶然です。酒多さんがうまくできるなんて……さっきだって爆発事故寸前だったし……」

　せっかく流れたと思ったのにこいつは。

「うう……そんなに意地悪しないでください。悲しいです」

「………………」

　言って気まずくなったのか縁は黙り込んだ。とりあえず、ここは口よりも手を動かした方がよさそうだ。熱々のジャガイモと布巾をもう一セット用意した。

「いっしょにやらないか？」

「うるさい黙れ。話しかけるな」

「やっぱり料理が苦手なんだな？」

「…………チッ」

「やらないと苦手なままだぞ。酒多さんはみるみる上達してるのに、差がつくな」

「死ね……死んだ上で未解決事件になって迷宮入りしろ！」

　俺の差し出した布巾とジャガイモを縁は手に取ってくれなかった。




　調理実習が続いた。ジャガイモの皮むきが終わったところで、まだジャガイモが熱をもっているうちにやっておきたいことがある。

「よし！　俺の株価ストップ高！」

　他の班を一周し終えて川原が帰ってきた。次の行程はジャガイモを熱々の内に潰す作業だ。酒多さんが調理器具の入っている棚から良い物を見つけてきた。

「マッシャーがありました。これで簡単ですね♪」

　戻ってきたばかりの川原はニューアイテムに視線をもっていかれている。明らかに……やりたげだ。

「なんでも楽しようとすんじゃねぇよ。けど、使ってやるからそいつをよこせ」

「いいですよ♪　はい、どうぞ」

　酒多さんからマッシャーを受け取ると、川原は猛烈な勢いでジャガイモを潰し始めた。

「マッシュポテトじゃないんだからやりすぎるなよ」

「うるせーッ！　黙ってみてろ」

　口は悪いが川原は楽しそうだ。酒多さんはマッシャーの作業を羨ましそうに見ていたのだが、俺の視線に気づくと「別にやりたいとかおもってません！」と、否定してきた。ああ、やっぱりやりたかったのか。

　その間に俺は炒いり卵たまごの準備にかかった。普通に作ってもいいのだが、せっかくなのでアレンジしてみようと思う。そんな俺の横で川原が吠えた。

「オラオラオラオラオラオラオラオラオラオラオラオラオラオラオラオラオラオラオラオラオラオラオラオラオラオラオラオラオラオラオラオラオラオラオラオラオッ!!」

　川原、それはラッシュのしすぎだ。潰しすぎるなと注意したばかりなのに、まったく他人の話を聞かないやつめ。

　川原に任せたばっかりに、ジャガイモはほとんど原型を残していなかった。

　だいぶ口当たりのなめらかなポテトサラダになりそうだ。

　ジャガイモの粗熱がとれたところで、スライスしておいた野菜を混ぜ込みマヨネーズであえていく。塩で味を引き締めてコショウはかすかに効かせた。隠し味に砂糖を忍ばせる。そして、つくっておいた炒り卵をポテトサラダに混ぜ込んだ。

「朗くんすごいです！　黄色が加わってポテトサラダが一層カラフルになりました！」

「あ、味は大丈夫なのか？　テメェ、俺が作ったポテトサラダを台無しにしたら許さねぇぞ」

　お前がやったのは皮むきとマッシュだけだろうに。酒多さんにはもう少し活躍してもらった方がよかったかな……と、ポテトサラダをほぼ一人で完成させてから俺は反省した。

　それに縁が調理室の隅っこで窓の外をみて完全に孤立してしまったのも……いや、あいつが自分で空気を悪くしてこうなったのだから自業自得だ。

　縁は料理部には向かないかもしれない。酒多さんは料理部のゆったり感がぴたりと合うのだが、縁と離れるのはきっと酒多さんも望まないだろう。

　と、心配していたら縁が戻ってきた。

「作らないけど食べるのは……やる」

「お、おう。そうか。じゃあ試食してくれ」

　なんというか「家出してやる！」と、啖たん呵かを切って飛び出して夕飯前に帰ってきた小学生のようだ。見た目のちっちゃさは比ひ喩ゆ的ではなく、発育の良い小学生と本当に間違われかねない縁なわけだが……。

　いつの間にか、他の班の女の子たちまで集まってきていた。

「試食させて！」

「あたしもあたしも！」

「こっちにもちょうだい！　炒り卵って本当に合うの？」

　なんだか知らんがまたしても料理部の先輩部員の興味を惹ひいたらしい。自分たちで食べる分は残らずに、あっという間にうちの班のポテトサラダは皿の上から姿を消した。

「わ！　美味しいじゃない！」

「炒り卵は彩りだけじゃなくてボリューム感にも貢献してますねぇ」

「味付けのセンスがあるわ。コショウの使い方が上手いし……何か隠し味が利きいてるんじゃない？　白状なさい」

「えーと、面堂くんだっけ。これ、入部届けね」

　俺は左右を先輩の女子にかためられ、正面から入部届けを押しつけられていた。

　なるほど。草食系男子がモテるっていうのはこういうことか。各班に回って熱いジャガイモの皮を剝いて手伝った川原は、怒りで肩を震えさせている。たぶん、俺に対する怒りなんだろう。

　こんな歓迎をされてしまうと俺も……いや、俺は部活はしないんだ。これ以上、波長の合う人間に出会うわけにはいかない。

　ともかく酒多さんが料理に興味があるかどうか？　そこが重要だ。

「酒多さんはどうするんだ？」

　俺が振り返ると、酒多さんは首をぶんぶんと大きく左右させて、三角巾とエプロンを外していた。

「だ、ダメですなしです料理部は！　お邪魔しました！」

　酒多さんの方から俺の手をにぎってぐいっと引っ張った。俺は慌てて三角巾を取る。が、エプロンを外すことはできずに、そのまま酒多さんにつれられて調理実習室の外に出た。

「いきなりどうしたんだ酒多さん？」

「りょ、料理は部活でなくてもできるかなぁって思って」

　俺を見つめる酒多さんは泣き出しそうな顔だった。

「確かにそうだな。楽器とか放送機材は個人じゃ用意できないが、写真や料理は個人でもできる趣味だし」

　それに楽器も放送機材も高価そうだから……と、心の中で付け加えてしまった。

　俺はエプロンを脱ぐと畳んで、料理部の部長さんに返しにいく。

「すいません。見学だけしておいてあれなんですが」

「いいわよ。いつでも気が向いたらきてちょうだい」

　さすが部長さんといった貫かん禄ろく（？）だ。酒多さんは心配そうに俺に視線を向けていた。なにを心配しているんだろうか。縁のことか？

　その縁はというと、調理実習室の入り口付近で川原を問い詰めていた。

「ところでお前ホモなのか。酒多さんよりもこのバカばっかり見てるようだが？」

　ダイレクトにとんでもないことを聞きますね縁さんや。それで「はい」と答えるやつがいるなら見てみたい。

「んんんんんんんんんんんなわけあるか。は、話しかけるんじゃねぇよ暴力女」

　冗談で「はい」と言った方が冗談らしくすむのだが、そこまでどぎまぎして返事をされると、少し怖いぞ川原。

　その川原は俺に助けを求めるように情けない視線を向けた。だが、縁は川原が視線を外すのを許さない。

「こっちみろ。ちゃんと人の目を見て話せ」

「うるせー。あーあー聞こえない」

　川原は耳を塞ふさいでしまった。

「……ますます怪しい……イライラする。なんか……すごい……むかつく……酒多さんは私を……私だけを頼ってくれればいいのに…………チッ」

　しまいには縁の敵意たっぷりな視線が俺にまで飛んできた。振り返れば酒多さんも俺を見つめている。俺はどこを向いていいのかわからず、天てん井じようを見上げていた。

　料理部でもだめなら、酒多さんに向いている部活はこの学校にあるんだろうか？

　あと残っているめぼしい部活といえば、演劇部や文芸部に漫画研究部といったところだ。それ以外は体育会系になってしまう。

　新入生歓迎期間内に酒多さんにぴったりな部活を見つけられるかどうか、俺は少し心配になってきた。
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　料理部の見学をした翌朝、一つ気づいたことがあった。教室の俺おれの席の二つ前にいて、いつも前まえ屈かがみになっていた男子の正体が判明したのだ。

　どこかで見たことがある。初はつ遭そう遇ぐう時じにそんな印象を俺が抱いたのも納得だ。俺とこいつはすでに出会っていたのだ。

　二つ前の席の男子は川かわ原はらだった。酒さか多たさんや縁ゆかりだけでは飽あきたらず、偶然がもう一枚重なった。こうも続くと運命とか必然とか……人間は起こった出来事に意味を付加したがる生き物だ。まあ、俺はそんなものは信じないが。

　おかげで放課後だけでなく、四六時中俺たちはいっしょにいるようになっていた。休み時間になると川原は俺の席までやってくる。

「で、今日はどうすんだ？」

「俺じゃなくて酒多さんがリーダーだから、お伺うかがいを立てる相手を間違えてるぞ」

「あぁん、テメェがリーダーだろ」

　俺が困って酒多さんに視線を向けると、彼女はにっこり微笑ほほえみ返した。

「そうですよ。しっかりしてください朗あきらくん」

　おいおい。いつからそうなったんだ。

「つうわけだから、ちゃんと見学する部活を決めておけよ。できるだけ女の子が多い部にしろ」

　上から目線で面倒を押しつけてくる川原に、俺は溜ため息いきしか出なかった。ちらりと縁の方を見ると、こっちをじっと見ていたのだが俺が振り返ったとたんに縁はぷいっとそっぽを向いてしまう。

「縁さんは何かリクエストはないか？」

「…………チッ」

　会話が成り立たなかった。そっぽを向いてからの縁は俺に一切視線を向けない。こいつの望みはいったいなんなんだ。

「じゃあ酒多さんはあるか？　といっても、残っているめぼしい部活といったら演劇部に文芸部に漫画研究部あたりなんだが」

　今朝、昇降口でざっと各部活の勧誘ポスターをチェックしてきたのだが、文化系の部活は思った以上に少なかった。

「全部です！　見学できるところは全部行きましょう！」

　全部ですかそうですかそうですね。

　縁の意見はゼロしかなくて酒多さんの意見は一〇〇しかない。なんで正反対なこの二人が仲良しなのか、端はたから見ていて時々俺にはわからなくなる。

「じゃあ、今週中に回れるだけ回るとして、問題は順番だな。演劇部は明日、新入生歓迎公演があるらしいから今日はパスしよう。で、残るは文芸部と漫画研究部だが……文芸部って本でも読んでるんだろうか？」

　川原が腕組みすると頷うなずいた。

「本を読むなら読書部とか図書部って名前だろ」

「まあ確かにそうだな。じゃあ小説を書いてるのか？　ほかに文芸っていうと、短歌とか川せん柳りゆうとか俳句とか詩とかだな」

　全員がノートなり作文用紙なり、ノートパソコンなりを持ち込んで書いているんだろうか。ああ、やろうと思えばケータイでもいけるか。ともかく小説なんて書くのは難しそうだし、よくやるなと思う。

　詩くらいなら……と、一瞬脳のう裏りによぎったのだが俺は首を小さく左右させた。恥ずかしすぎる。俺には無理そうだ。

「文芸部なんか見学してておもしろいとは思えねぇよ。それにどうせ読むなら漫画がいい！」

　漫画研究部に入っても漫画が読めるとは限らんだろ川原。というか、絵を描くなら美術部なんかもあったな。

「じゃあ今日は漫画研究部さんの見学ですね！」

　酒多さんが嬉うれしそうにまとめると、次の授業のチャイムが教室に鳴り響いた。




　こんな調子で放課後は部活見学というパターンがいつの間にかできあがっていた。収穫というほどのことでもないのだが、意外なことに川原は女の子さえ意識しなければ、比較的まともに受け答えができる奴だった。最初の印象が無茶苦茶すぎたせいで、普通のことをしているのに見直されて株が上がる。俗ぞくに言う「雨の中、捨すてられた子犬を拾ひろって帰る不良を目撃」状態だ。川原が俺に対してそういった印象操作をしていたなら、やはり策さく士しだ。まあ、ともかく縁よりはとりつく島があるので助かった。

　漫画研究部の卒業生でプロになった先輩の生原稿がシュレッダーにかけられそうになったり、文芸部で大作を仕上げたばかりの先輩のパソコンがクラッシュしかけたり、美術部のデッサン用石せつ膏こう像ぞうが砕くだけちりそうになったり、演劇部の公演中にブレーカーが飛んで照明が真まっ暗くらになりかけたり……。

　それらのトラブルは未然に防がれた。そしてそんなことが起ころうとしていたのを知っているのは、おそらく世界中で俺一人だけだ。

　ただ、一つだけ気がかりというか、気になることがあった。俺が酒多さんをフォローするたびに縁が猛烈な視線を俺に浴あびせてくるのだ。

　酒多さんが転びそうになる→俺が事前に察さつ知ちして助ける→縁が俺と酒多さんをにらみつける。このパターンが日に三回はあった。もちろん俺がもつ異能のことは話していないのだが、確実に縁は俺の行動を不ふ審しんがっているだろう。

　いくら不審がっても俺が口を割らない限り、証拠は上がらないのだ。俺が酒多さんのピンチに先回りできるのは、監視カメラや盗聴といった物的証拠が残らない超常的な異能のおかげなのだから。

　こうして一週間があっという間に吹き飛んだ。これまでの人生のなかで一番早く感じたかもしれない。

　酒多さんはどこに行っても見ている俺をはらはらさせる。

　他人のことを考えて、その人のことばかり頭に浮かんで……こんな体験はこれまでになかった。正直しんどかった。

　でも最後にはいつも「ありがとうございます！」と素直に、かつ感激しながら感謝してくれる。そんな酒多さんの笑顔が俺にはどうにもこそばゆい。

　金曜日に演劇部を見学し終えて見学期間は終了だ。

　結局のところ、ぴったりと言える部活は見つからなかった。部活を見つけてあげたい。応援したいといつの間にか思うようになっていただけに、少し申し訳ない気持ちになった。そして少し寂さみしくなった。なんだか酒多さんと一緒にいる理由がなくなってしまったように思えた。




　土曜日の午後。一人暮らしの狭せまいアパートに俺は独りだった。

　月曜日からの真っ白になった予定のない放課後をどうつぶすか考えていると、不意に電話が鳴った。

　酒多さんからだった。

　気づいたら俺は出かける準備を手早く済ませて、最寄りのバス停でバスに乗りいつの間にやら稲いな波ば駅前にやってきていた。バス停から降りて待ち合わせの「いないなイナホちゃん像」という銅像を探す。それは駅構内にあってわりとすぐに見つかった。

　人通りもまばらな駅構内で俺は彼女が気づくよりも先に彼女の姿を見つけた。

　酒多さんの私服姿を見るのはこれが初めてになる。ワンピースだが落ち着いていて、ふんわりとした雰ふん囲い気きのコーディネイトだ。派手さはないものの品が良くてとても女性らしい可か愛わいさがあった。ただ、ちょっぴりスカートの丈が短いような気がしなくもない。

　そんな酒多さんをモデルにするように川原がカメラを構えている。

「あの、立ってるだけでいいんですか？　ポーズとかはいらないんですか？」

「そんなもんいらねぇ。つうか、別にオレが撮ってるのはあれだし。背景っつうか風景つうか。駅撮ってるんだよ駅！」

「そ、そうなんですか」

「だいたいオレを呼び出して何しようっていうんだ？　ちょ、ちょっと困こん惑わくすんだろうが！」

　俺はお前がカメラを構えて酒多さんを中心にぐるぐる回ってることに困惑してるぞ、川原。明らかに駅じゃないだろそのローアングル狙ねらいは。

　声をかけようか迷ったところに、酒多さんがふと俺に気づいて手を振ってきた。

「あ！　来てくれたんですね朗くん！　よかった。来てくれて」

　なんだか妙な感じだ。俺が来ないことを心配していたような素そ振ぶりの酒多さんがちょっとだけ気になった。

「な、なんだそうかやっぱりテメェも呼ばれてたか。そうだよなぁ。つうかホッとしたぜ」

　嬉しそうに瞳ひとみを細める酒多さんと、カメラのファインダーからようやく目を離して俺を見ながら胸をなで下ろす川原。別に俺だって酒多さんと二人きりになるのを期待していたわけじゃないし、なったらなったで緊張していたかもしれん。川原は酒多さんと二人で軽くテンパっていたようだ。

　挙きよ動どう不審気味な川原のおかげで逆に冷静になってしまう。俺は夢から覚めた気がした。

「で、もう一人はどうしたんだ酒多さん？」

「縁ちゃんはここには来ませんよ？」

　さらりと当然のように酒多さんは俺に告つげた。ちょっとどころか、これはかなり意外……いや、予想外だ。喧けん嘩かでもしたんだろうか？

　考えてみれば縁は料理部の見学の時から様子がおかしかったし、部活見学の最終日までは妙みようにおとなしいというかよそよそしいというか……ともかく、二人の関係に俺の知らないところでヒビが入っていたのかもしれない。

　それにしたって酒多さんが縁を呼ばないなんて考えられんし、そうなるとやっぱり縁の方から酒多さんを無視したのかもしれない。

　今日、こうして俺や川原が呼ばれた理由はきっと縁の件なんだろう。

「なんだ、あいついないのか？　呼んでないのか？　喧嘩したのか？」

　川原が空気も読まずに核心を突いた。なんか、すごいなこいつ。悪い意味で。

「…………ふぇ？　喧嘩はしてません」

「じゃあブスジマンがキレて勝手にこなかったってだけか！　静かでいいな。そうだろ面めん堂どう朗？」

　俺に同意を求めるな。それはそれとして、縁の目の前でそのあだ名を口にした日が、川原の命日になるような気がする。

　川原は勝ち誇ほこったように笑っていた。どうやら本当に縁はこないらしい。

「あの、酒多さん今日はどこでなにをするんだ？」

「とりあえず、わたしについてきてください！」

　酒多さんが胸を張る。と、ゆっさたゆんぷるるんと大きな果実が二つゆれた。駅の構内からバスロータリーを経由して稲波商店街方面への道を歩き出す。

　俺はなんだかわからないまま、とりあえず酒多さんのあとについていった。




　古い商店街の一角にその店は門を構えていた。おしゃれなカフェという雰囲気ではなく、俺が生まれる前の年号の雰囲気とたたずまいだ。その看板には「純喫茶ポイズン」と書かれていた。

　まず目を疑うのがそのネーミングセンスだ。まさか本当に毒を飲ませる喫茶店じゃない……よな。ともかくネーミングセンス的にかなり入りづらいわけだが、俺は店の前でその怪あやしげな紫色の看板をじっと見つめてはたと気づいた。ある可能性が俺の脳裏をかすめる。

「お邪魔します～～！」

　酒多さんがまるで友達の家にでもあがりこむように、ぺこりと会え釈しやくして純喫茶ポイズンの店内に入った。カランカラン！　とドアにつけられたベルが鳴る。

　店内に入るとレジがあり、その奥にはカウンター席が六席あった。カウンターの中で縁そっくりの若い女性がグラスを磨いている。背は縁より少し高くて、髪はやや短いながらも縁と同じ綺き麗れいな黒だった。

「あら、いらっしゃい♪」

　問題はその服装だ。縁そっくりの女店主はメイド服姿なのだ。レトロ風ではなく、ガチでレトロなたたずまいの店内に、秋葉原などでみられる装飾のされたメイド服はミスマッチもいいところだった。

　黒を基調に白をあしらいスーツ系で首もとはタイでキュッとしぼってある、かっこいい系のメイドさんは俺たちににっこりと微笑みかけてきた。

「酒多さん、もしかしてここって？」

「縁ちゃんのおうちです。さっき下見を済ませておきました！」

　唖あ然ぜんとする俺とは対照的に、川原はマイペースを貫いていた。純喫茶の看板が珍しいのか外でカシャカシャとせわしなくシャッターを切る。

　協調性というものは生まれ持つのではなく、身につけるスキルの一種なのだ。と、こういうのをみていて思う。

　俺は川原の腕を摑つかむと、とりあえずポイズンの店内に引っ張り込もうとした。

　だが、かたくなに抵抗される。川原は足を踏ん張っていた。

「なにしやがるテメェ！　手ぶれるだろうが！」

「写真なんていつでも撮れるだろうに」

「オレは今撮りたいんだ」

「じゃあ外で独りで撮ってろ」

「ひ、独りはいや……じゃねぇよ余裕余裕。だけどテメェがそこまで泣いてすがって歯は茎ぐきを剝むきだしで頼むんなら、いっしょに入店してやらんこともないぞ」

　めんどくせぇ。時々まともになるんだったら、常にまともでいてくれ川原。なんとか川原を店内に引き込むと、酒多さんが席にも着かずに俺たちをフロアで待っていた。

「今日は、この一週間のお礼をしたくて……」

　酒多さんがじっと俺を見つめてくる。

「え？　あ、ああ」

　縁のことで何か相談があるのかとも思っていたのだが、どうやらそれは俺の取り越し苦労だったようだ。

「別に礼なんてされるほどのことはしてないんだが」

「そんなことありません！　朗くんが最後まで部活見学に付き合ってくれたのに、それなのにちゃんと入りたい部活をきめられなかったから、わたしも申し訳なくて」

「酒多さんが気にやむことじゃないだろ」

　実は俺の方こそきちんと部活を見つけてあげられなくて、申し訳ない気持ちがあったりもしたわけだが、ここで俺が謝っても酒多さんは余計に自じ責せきの念にかられるかもしれない。なんでもいいから話題を変えよう。

「放課後は部活をするばかりじゃないだろ？　部活にこだわることもないんじゃないか？　どうしてもっていうなら……そうだ。入りたい部がなければいっそ作るっていう手もあるし」

　川原は俺に腕を摑まれたまま、振り払うでもなくうんうん頷いた。

「部活なんぞに縛しばられない自由な生き方……こいつはそれを教えてくれる」

　川原はカメラを掲かかげた。こいつが何を言わんとしているのかいまいちよくわからない。仮に写真部が活動中だったとしても、川原の場合何かやらかして退部になっていそうな気がした。

　入り口で立ち話をしていると、カウンターから縁に似たメイドさんがぴょこんと飛び出してきた。お姉さんだろうか？　縁とは違って愛あい想そがいい。

「奥の席へどうぞ、ご主人様にお嬢様」

　背筋がブルッとした。なんというか、こういうのはやばい。聞いているこっちが恥ずかしくなる。

　酒多さんが俺の手をとった。そのまま手を引いて奥の席につかせる。通りに面した窓際の明るい席だ。

　土曜の昼過ぎだが他に客の姿がない。店内にはメイドさんが一人だけだ。少し寂しい。というか、これでお店がやっていけているんだろうか？

　席に着くとテーブルをはさんだ対面に酒多さんがかけて、川原は俺の隣となりに座った。

「あの、今日はぱ……パフェをごちそうしたくて。あの、だめですか朗くん？　パフェよりもミートソーススパゲティの方がいいですか？　ボリューム満点みたいです！　男の子はやっぱり、こういうときはがっつり系なんでしょうか!?」

　酒多さんはテーブルに少しだけ身を乗り出した。

「いや、俺は甘い物も好きだぞ」

「よかったぁ」

　心底ほっとしたような顔をする酒多さんに、俺は苦笑いで返す。とりあえずメニューに手を伸ばすと、俺の指は空を切った。タッチの差で川原がメニューを手にして開く。古びたビニールの匂においがして、開く時にペリペリとビニールがはがれる音がした。

「オレは女におごってもらうなんて性に合わねぇんだ。テメェがオレにおごれよ朗」

「なんでそうなるんだ？」

「じゃあオレはオレの金で食う！　文句はないだろう」

　文句はないが、とりあえず少し黙っていてほしいとは思った。川原はあえて空気を読まないのか、空気がまったく読めないやつなのか少し判断しづらい。

「信人くんもご、ごちそうしますよ？」

「くどいんだよ。ウゼェな」

「そんな言い方はないだろう。酒多さんがせっかく感謝したいと言ってくれてるんだから、その気持ちだけでも受け取る姿勢はみせるべきだ」

「な、なななななんでオレが怒られるんだよ？」

　ああ、こいつはやっぱり天然だ。というか、もうこいつが策士なのか天然なのか考えることに脳みそのリソースをさくのは止めよう。こいつは天然キャラ。それでたぶん問題ない。

「ともかく川原。今後は酒多さんをちゃんと酒多さんと呼ぶように。女の子にテメェとか言ってるうちは、きっとモテ期はこないと思うぞ」

　川原は眉み間けんにしわを寄せていた。

「むぐぐぐぐ……わ、わかった。酒多さん。これでいいな？」

「よろしい」

　ふと酒多さんをみると、俺と川原のやりとりに目を細めていた。

「男の子同士の友情かぁ……言いたいことをずばっと言い合える仲っていいですよね」

　受け止め方がポジティブすぎて脱だつ帽ぼうしますよ酒多さん。

「おう！　わかってるな酒多さん！　オレとコイツはそういうアレだ」

　どういうアレだ。こうして見ていると女の子にモテたいっていう雰囲気ではなくて、川原は単に友達がほしいだけなんじゃないかと思うことがある。

　こんなに不安定な性格じゃ、なかなか友達もできんだろうしな。いや、独りになりたい俺が言えたことでもないんだが。

　ともかく友達がいなくてひねくれたのか、ひねくれたから友達がいないのか。

　そんな川原も今はこうして俺や酒多さんと同じテーブルについている。

　そして、もう一人はというとカウンター奥のドアからこちらの様子をちらちらとうかがっていた。縁だ。

　店の手伝いはお姉さんに全部任せきりなんだろうか。美人のお姉さん一人に全部押しつけるとは……。まあ、縁ならそうしかねない気もするわけだが。

　それにしてもご両親は不在なんだろうか。確かに今の店の空席っぷりなら一人で切り盛りできるだろう。いやまてそもそも喫茶店の混雑のピークっていつなんだ？　夕飯時ということもないだろうに。

　頭の中を思考がぐるぐる回っていた。そんな俺の顔を心配そうに酒多さんがのぞき込む。

「どうしたんですか朗くん？」

「お姉さんに全部任せきりで店の手伝いもしないなんて、縁も困ったやつだと思ってな」

　俺がカウンター奥のドアに視線を向けると、酒多さんもそれにつられた。ドアがバタンと閉じられる。

「縁ちゃんいるんですか？　今日は用事で外出してて家にはいないってさっき電話で言ってたのに」

「いるんじゃないか？　豪ごう快かいかつわかりやすい居留守っぷりだ」

「とりあえずなんか頼もうぜ！」

　川原がメニューをテーブルに開いて載せた。そうそう、こういう風に普通にしてればお前は別にダメなやつじゃない。普通だ。

　俺がメニューに視線を落とす。

　ポイズンという名前だが、至いたって普通のメニューだった。ホットサンドやスパゲティといった軽食に、パフェ系の甘味とコーヒーが数種類。それに紅茶なんかもあって、ラインナップはしっかりしていた……のだが、そのほとんどに×印のシールが張られている。現在お取とり扱あつかいしておりません。と、注意書きまでついていた。

　期間限定メニューならまだしも、×シールのほとんどは喫茶店の定番メニューだ。

　選べるのはコーヒーとパフェとミートソーススパゲティだけだった。俺が荒こう廃はいしきったメニューに唖然としていると、オーダーをとりにメイドさんがやってくる。

　まだ何を頼むか決めていない……とはいえ、コーヒーとパフェとスパゲティしかないのだし、この中で選ぶなら……コーヒーをごちそうになろう。

　それにしても、このメイド服姿のウェイトレスさんは本当に縁によく似ている。

「あの、出し抜けな質問ですいませんが、縁さんのお姉さんですか？」

　メイドさんは俺の手をひしっと摑んだ。俺はおもわずぎょっとして肩をびくつかせる。

「お姉さんだなんてお上手ね！　きみ、気に入ったわ！」

　普通のしゃべり方だった。さっきのご主人様だのお嬢様だのと言われるよりはよっぽど安心できるのだが、問題は俺の手を包むように両手でお姉さんが握っているということだ。すべすべで柔らかい。

「あの、えっと……」

「でもお姉さんじゃないのよ。あたしは碧みどり。毒ぶす島じま碧よ。よろしくね……えーと」

「面堂朗です。縁さんとはクラスメートになるっていうかなんつうか」

「朗くんね！　縁のことよろしくね。あの子、ちょっと人付き合いが苦手で不器用だから、仲良くしてあげてちょうだい」

「お姉さんじゃないって……どういうことですか？　親しん戚せきかなにかとか」

　碧さんは首を左右させた。

「そうじゃなくてお母さんよお・か・あ・さ・ん♪」

　俺は耳を疑った。いつも警けい鐘しようを鳴らす右耳だが、今回は未来の脅きよう威いがうんぬんは関係ない。あまりの不意打ちに異能はまったく役に立たなかった。

「お母さん……って」

　どうみても二十代前半で通る若々しさだ。碧さんは無邪気に笑い、俺は握られた手をふりほどくのも失礼な気がしてそのまま固まってしまった。なぜか酒多さんがほっぺたを膨ふくらませている。

「あ、あの！　オーダーいいですか？」

「え、あ！　はい！　お嬢様♪」

　縁の母親の表情からすぐさま碧さんはメイドさんの顔になった。

「スペシャルパフェを二つおねがいします！」

　俺はコーヒーでよかったんだが……頼まれてしまったのだから仕方ない。

「かしこまりましたお嬢様♪　朗くんにはいっぱいサービスしてあげるわね！」

　気に入られてしまったらしい。それにしても愛想がよくて明るくて元気で人当たりの良い人だ。なんで碧さんのＤＮＡからあの凶暴残ざん虐ぎやく小動物――縁が誕生したのか理解に苦しむ。

　縁の性格はお父さん譲りなんだろうか。あまり他人の家族のことを邪じや推すいしても仕方ないのだが、毒島家のことが少しだけ気になった。

「オレは自分の金でミートスパだ！」

「かしこまりましたご主人様♪」

　だからなんでそこで「自分の金で」とか言うんだ川原。ともあれ、碧さんはオーダーをとるとカウンター側にまわって調理を始めた。その間に他のお客さんがきたらどうするんだろうか。やっぱり一人でやるにはいささかお店が広すぎるような気がする。

　しかし、他の客が来る気配もなく、貸し切り状態が続いた。先にパフェが二つやってくる。

「縁さんは手伝わないんですか？」

「あの子は勉強は得意だけど、接客や料理はすんごく苦手なの。表にも張り紙をしてるんだけど、純喫茶ポイズンは絶賛アルバイト募集中よ♪」

　酒多さんが東京の新しい電波塔チックな背の高いパフェに瞳を輝かせてから、ふと碧さんを見つめた。

「あ、あの、アルバイトってそんな感じの可愛いお洋服が着られるんですか？」

　酒多さんまさか……。

「もしかして酒多さんメイドさんに興味ありなの？　捨てる神あれば拾う神ってやつね！　あたしがバイトの制服を変えるって言ったら、前にバイトしてくれてた大学生の子たちがみんな蜘く蛛もの子を散らすように逃げちゃって……制服を変えるだけじゃなくて、もっと接客もメイド喫茶っぽくできそうね！　酒多さんみたいな可愛い女の子がメイドさんチックに接客してくれれば百人力だわ♪」

　碧さんは嬉き々きとして鼻歌交じりだ。放っておいたらこの場で踊り出しそうなテンションだった。

　そういえば、碧さんも酒多さんを名前じゃなくて名字で呼ぶ。あまり気にしたことはなかったが、酒多さんはそういう風に呼ばれる星のもとに生まれたのかもしれない。

　で、コスプレの話を振られた酒多さんはというと、うんうんと力強く頷いていた。

「もちろんです！　メイドさんの服を着るなら心もメイドさんになりきらないと！」

「もう面接なしで採用しちゃうわ！　早速スリーサイズとか測はかっちゃいましょ！」













　いや、ちゃんと面接はした方がいいと思います。というか、酒多さんに接客業がきちんとこなせるんだろうか。性格の穏やかさや人当たりの良さはぴったりだが、何もないところで転ぶという欠点は致ち命めい的てきに思えた。

　それを知らない碧さんは満足そうに笑う。

「これでフロアが一人増えたし、厨ちゆう房ぼうにも一人欲しいわね」

「それならぴったりの人がいます碧店長！」

　酒多さんはすっかりアルバイトをする気満々なようだ。ん？　なんで俺をそんなに熱い視線で見てるんですか酒多さん？

「料理部の女の子たちも一目置く料理が得意な男の子がいるんです！」

「それは是非、新戦力として獲得したいわ！　紹介して酒多さん！」

「はい！　ここにいる面堂朗くんです！」

「採用！　採用よ！　純喫茶ポイズンの未来はあなたに託たくしちゃうわ♪」

「ちょっと待ってください！　俺はアルバイトなんて……酒多さんも勝手に推すい薦せんしないでくださいってば」

「朗くん！」

　改まった表情で酒多さんは俺をじっと見つめた。思わず俺は息をのむ。

「な、なんでしょうか」

「部活もアルバイトもいっしょです。むしろ、アルバイトをすれば時給がでます！」

　当然のことをさも重要っぽく酒多さんは熱弁した。

　だいたい今日はバイトの面接を受けに来たわけじゃないぞ。酒多さんに呼ばれて……も、もしかして俺はハメられたのか？　最初から酒多さんは碧さんと結けつ託たくしていて、俺を店員にスカウトするために今日こうして呼び出した……なんてことは、流石さすがに俺の考えすぎか。

　バイトをするなら、極力他人と接点をもたないバイトでないと……色んな人がお客さんとしてやってくる喫茶店のアルバイトなんて、俺にとっては危険きわまりない仕事だろうに。と、言っても酒多さんは俺の異能のことは知らないわけだし、それを理由に「ダメです。出来ません。辞じ退たいします」とも言えんし。

　どうする俺。どうやって断る。やんわりかつ角が立たないようにしなければならない。考えろ。考えるんだ！

　隣の席のやつに肩をポンと叩たたかれた。川原が口元をゆるませている。

「じゃあオレも働いてやる。どうだ？　それならテメェも文句ないだろう」

「お前がいっしょにやるなら俺も……と言うとでも思ったか！」

「ナイスノリツッコミ！　なんだか最近、オレらって息が合ってきたんじゃないか？」

　これ以上余計なことを言うなッ!!　川原空気読めよ。

　文句しか出ないぞまったく。そもそもお前は縁と同じ系統だ。その不安定な対人スキルじゃ接客は無理だろう常識的に考えて。ま、皿洗いくらいならできそうだが。

「女の子一人に男の子二人かぁ……あと女の子が一人くらいいると良いバランスになりそうね！」

　碧さんはハイテンションですっかり俺たちを確保した気でいるようだ。俺が返答に詰まっていると、バタンッ！　と、奥の扉が開いた。

「お母さん……落ち着け！」

　縁が腹の底から振り絞ったような声で抗こう議ぎする。

「落ち着いてるわよ？」

　さらりと余裕で受け流す碧さんに、縁は鋭い視線の矛ほこ先さきを変えた。

「酒多さんも考え直してくださりやがってください」

　焦あせりで「ください」を二回繰り返したようだ。端から見ていてテンパっているのが手に取るようにわかる。両肩をわなわなと震えさせ、口もなめらかに動かない。呼吸も荒らげて視線があちこちに飛んでいる。心細そうに震える姿はチワワのようだ。

　諭さとすように酒多さんがゆったりした口ぶりで聞いた。

「縁ちゃんは反対なんですか？」

「ドジっこにつとまるほどウェイトレスの仕事は甘くないです」

　縁が厳しい表情でびしっと酒多さんを指さすと、碧さんが首を小さく左右させながらにんまり目を細める。

「そんなことないわよぉ。昔は縁だってコスプレしてお手伝いしてくれたじゃない？　あっ！　みんな写真見る？　超可愛いんだから」

「うわあああああああああああああああああああああああああああああッ!!」

「見たいです！　縁ちゃんのコスプレ写真！」

　なんだか気になる。いや、コスプレ姿が目当てなんじゃなくて、縁がどんな仏ぶつ頂ちよう面づらで接客をしていたのかが少しだけ気になった。

「お母さんやめて！　死ぬ！　恥ずか死ぬ！」

「もう、昔はこんなに照れ屋さんじゃなかったのに。お母さんの作る服が一番大好きだよって言ってくれてたじゃない？　小学生の頃まではうちの看板娘だったのよ♪」

「ばかばかばかばかばかばかばか！」

　縁は涙目になっていた。ああ、なるほどこれが縁が家の手伝いをしたがらない理由か。

　小学生くらいなら、自分が着ている服についてなんの疑問ももたなかったのかもしれないな。それが恥ずかしいものだってわかった時の反動で、縁の性格がこうなったのかも……と、邪推してしまった。

「縁ちゃんもいっしょにアルバイトしましょう！　二人でやればきっとすごく楽しいと思うんです！」

「は、恥ずかしい格好したくないです！」

「恥ずかしくないよ可愛いですよ。碧店長のメイド服はとっても似合ってます。きっと縁ちゃんも似合います。わたしが保証します」

　えっへんと酒多さんが胸を張った。たゆんぷるんゆっさ♪　思わず俺の視線が宙を泳ぐ。碧さんはほっぺたを両手でおさえた。

「あらん♪　集客力がありそうな胸ね。じゃあえーと面堂くんにそれと」

「川原信のぶ人とだ！」

　川原は眼鏡めがねを中指でクイッとあげて不ふ敵てきな笑みを浮かべた。なんのアピールだそれは。

「川原くんね。二人には執しつ事じさんのコスプレをしてもらおっかしら。ルックスもなかなかだし、川原くんは眼鏡キャラを押し出して行きたいわ！　ああ、夢が広がるわねぇ」

　碧さんはうっとり恍こう惚こつの表情だ。俺はやるともなんとも言っていないのだが、すっかり頭数に入れられていた。

「いや、俺は……」

　危なっかしい酒多さんを放ってはおけないという気持ちはある。結局、一緒に部活見学をしたのに彼女にぴったりの部活を見つけられなかった。責任を感じる……とは、言い過ぎだが、酒多さんの力になれなかったことに少しだけ後悔していた。

　その一方で、俺はなんで独り、この街にやってきたのか？　と、自分に問いかけた。

　他人になにかを求めないためだ。期待も希望も抱かないためだ。理解も信頼も得ないためだ。俺はここにいて、ここにいない。そういう存在になるはずだった。

　酒多さんはじっと俺を見つめていた。

「あの、朗くん迷惑でしたか？　一人暮らしだし、勉強だけじゃなくてお掃除とかお洗せん濯たくとか、家のことも全部自分でやらなきゃいけないし、本当は部活とかアルバイトをする余裕はなかったんじゃ……」

　酒多さんが責任を感じているのがわかった。少しだけ思い詰めた、憂うれうような瞳だ。普段から元気で明るい酒多さんだが、時折こういった陰かげのある表情をする。それが俺にはなんとなく、気がかりで気になっていた。

　ここで断るのは簡単だ。でも、時間なら自分で工夫して捻ねん出しゆつできる。それに部活と違ってアルバイトならお金にもなる。

　悩む俺に碧さんが目を丸くさせてから、人差し指をぴん！　と立てて提案した。

「あら、一人暮らしなんて大変じゃない。じゃあこうしましょう！　うちにバイトに入ってくれる日は、夕飯をうちでたべていきなさい」

　一気に外そと堀ぼりを埋うめられた気がした。縁は殺意の波動を俺に向けて放出している。川原はといえば、じっと俺の返事を待っていた。

　酒多さんはおどおどしている。不安げな表情よりも、笑顔の方が酒多さんには似合うと思う。自然と口が開いた。

「俺は構いませんよ」

　碧さん、川原、酒多さんの表情がぱぁ～～ッ！　と明るくなった。縁の顔は怒りで真まっ赤かだ。憤ふん死しするんじゃないかという形ぎよう相そうだった。怒りや敵意を他人に向けなければ美少女なのにもったいないぞ縁。

　どうやら縁は母親の碧さんには弱いらしく、ここで目立った反論や「○○死ね」という台詞セリフはとんでこなかった。怒りをため込んで顔が普段の三割増しで真っ赤っかだ。

　後が怖い。

　怖いが受けてしまったものはしょうがない。独り暮らしをするにあたり家からの仕送りはギリギリだ。アルバイトは自立に向けての第一歩。別に酒多さんと一緒にいたいからとか、そういう理由だけではなくて、いや違うんだ。本当にアルバイトはそのうちしなきゃいけない気がしていて、たまたま偶然こうして良いアルバイト先が見つかっただけなんだ！

　碧さんが微笑んで続けた。まるで小躍りするように……あ、目の前でくるっとターンした。もしかしたら縁よりも子供っぽいかもしれない。

「それじゃあさっそく衣装の準備にかからないと！　腕が鳴るわぁ。衣装……じゃない制服は前のバイトの子たちに合わせて用意しておいたの。執事さん方はちょっと手直しすればちょいちょいっとできるから、あとでスリーサイズ測らせてちょうだいね♪　ワンポイントでカラーも入れられるけど、面堂くんと川原くんは好きな色とかあるかしら？」

「俺は厨房担当なんだから普通の格好でいいんじゃないですか？」

　川原が俺の顔をビシッと指さした。

「バカかテメェは。厨房つってもカウンターの中だろ。上半身が客から丸見えの丸出しになるんだよ！」

「いや、服なんてエプロンで隠れるから、なんでもいいんじゃないか？　碧さんの手間も省はぶけるし」

「わかってねぇ。テメェ執事をなんだとおもってやがるんだ？　執事服の青年がエプロンしてんのが萌もえるんだろうが。本当に大丈夫なのかテメェの美的感覚は。オレがいてやらんとそういうところが心配すぎるんだよ」

　なにを力説し始めたんだこいつは。

「だいたいな、統一感がなくなんだろ。店内にメイドと執事と一般人じゃしっくりこない。牛丼屋でサンドイッチを頼むような場違いっぷりだ。せっかくメイド＆執事カフェをするっていうなら、そのコンセプト無視しちゃいかん。つうかやれよ！　絶対やれよ！　オレ一人、執事服で恥ずかしい思いをさせようなんてどんだけドＳだ？　テメェやっぱりＳッ気あんのか？　やんのかコラァ！」

　縁といいこいつといい、俺に対して無駄に喧嘩腰なやつが多いのは気のせいだろうか。それに川原の沸ふつ点てんが俺にはまったくもって理解できない。

「お前、本当は執事の格好したいのか？　恥ずかしくないのか？」

「ご、ごごごご郷に入っては郷に従えともいうからな」

　どうしてこうも誰だれの役にもたたないところでだけ柔じゆう軟なんなんだ。あきれ気味な俺に酒多さんがスポットライトのような眩まぶしい笑みを向けてきた。俺の手から溢あふれてこぼれ落ちそうなくらいの幸せオーラを発している。

「朗くんとこれからは、ずっと一緒に放課後はアルバイトできるんですね？　よかった。嬉しいです♪　とってもとっても楽しみです！　わたし、中学の時から不器用で、いつもみんなに気を遣ってもらってばっかりで……大事なところでつまずくことが多くて……でも、朗くんと一緒にいると不思議となんでも出来ちゃうんです♪　それに、朗くんはぶっきらぼうさんだけどとっても優しい人だし、縁ちゃんは極度の恥ずかしがり屋さんなだけでとってもとっても可愛いし、信人くんはわたしが失敗しても気遣いしてくれないところがいいんです」

　どうやら酒多さんは遠慮や気遣いをされることに、少し敏感なようだ。なんとなくその気持ちはわからなくもない。応援されればされるほど、失敗した時に応援してくれた人に対して申し訳ない気持ちになる。そして、酒多さんはそういうときほど失敗してしまうんだろう。上げられたハードルというのは飛び越えられなければ苦痛でしかない。失敗した時のフォローも、やり方を間違えれば傷口に塩を塗り込むことになる。

「あ、ああ……なんつうか、気遣いしないところを褒ほめられるってすごいな川原」

「まかせろ。オレは空気が読めないんじゃない。読まないだけだ！」

　誇らしげに言うことかそれは。

　ともあれ、成り行きでこうなってしまったのだが……本当に良かったんだろうか？　と、思っていたら縁の視線が俺に突き刺さった。俺が酒多さんのそばにいるのが気に入らないようだ。いつもにらまれっぱなしはしゃくなので、にらみ返してみた。

「あ、あれ？　二人ともどうしてそんなに見つめ合っちゃってるんですか？」

　酒多さんこれは見つめ合ってるんじゃなくてガンの飛ばしあいですよ。酒多さんが首をかしげると縁は俺から視線をそらした。よし、勝った！

　目をそらしたのは勝負に負けたからではない！　と、言わんばかりに縁が酒多さんの方を向いて訂正する。

「酒多さん違います今のはガンの飛ばしあいです」

「なんですかそれ？」

「し、知らないなら知らなくていいことです！」

　ピュアな酒多さんらしい返しに縁はたじたじだ。だが、酒多さんは珍しく「むぅ」と口をとがらせてしまった。

「二人だけの秘密なんてずるいです」

　いや、何も秘密にはしていないんだが。

「縁ちゃんは朗くんと仲良しで、ちょっと羨うらやましいです」

　俺は仲良くなった覚えなど欠片かけらもないのだが、酒多さんからはそう見えるんだろうか。

「もしかして縁ちゃんは朗くんを……はッ!?　な、なんでもないです。今のは聞かなかったことにしてください。あわわわわ」

　酒多さんは泡を食ったように動揺する。「今のは聞かなかったことに」という言い訳はどんな場合においても一〇〇パーセント手遅れだと思うのだが、まあそれはそれとして、酒多さんはいったい何に気づいたんだろうか。

　縁が俺をどうしたいのかと考えれば、自然と「抹まつ殺さつしたい」とか「亡き者にしたい」と続くだろう。

「そっかぁ。縁ちゃんそうなんですね」

　今度は困ったような嬉しそうな憂うような……なんとも複雑な表情で酒多さんは縁を見つめた。

「そうってなにがですか酒多さん？　そうじき……正直に白はく状じようしやがってください！」

　縁は酒多さんに見つめられてたじたじになったあげく台詞まで嚙かんだ。

「べつになんでもないです！　なんでもないですから！　早くアルバイトのことを両親に相談しないと。たぶんうちのお父さんもお母さんも、そこらへんは『社会経験』ということで認めてくれると思います！　お先に失礼します碧店長！」

　ぺこりとお辞じ儀ぎをして、酒多さんは大おお慌あわてで純喫茶ポイズンを飛び出していった。彼女の残り香のようにカランカラランとドアベルが鳴る。あ……支払いが……ここは立て替えておこう。たぶん酒多さんは天然でうっかり忘れていったんだろう。忘れるくらいに今の酒多さんはアルバイトのことで頭がいっぱいなようだ。

　この慌て方はちょっと気になるレベルだな。そういえば一緒にいるのに俺は酒多さんのことをあまり知らなかった。どこらへんに住んでいるのかとか、好きな食べ物や嫌いな食べ物。好きな色。好きな匂い。

　これじゃあストーカーだ。俺も最近、なんだか自分で自分がおかしくなってきたと思う。

　ともかく、この日はこれで解散になった。




　アルバイトが決まってから、毒島家の家庭の事情についていくつか碧さんから聞くことができた。縁のお父さんはこのお店――純喫茶「ポイズン」を残して、縁が幼い頃に他界してしまったらしい。碧さんはその筋では有名な服飾デザイナーで、むしろ喫茶店は副業なのだそうだ。ポイズンの二階は住居になっていて、そこには専用の裁縫室もあるらしい。

　縁が高校生になったら、喫茶店と本業を一つにした夢のメイド＆執事カフェをやろうとしていたんだとか。とりあえず大学生のアルバイトを雇やとっていたそうだが、メイドカフェの話を出したとたん全員に逃げられるとは流石に思っていなかったらしい。

　そこに縁の友人である俺たちがやってきたのは、碧さんには渡りに船だったようだ。なんとなく「縁が高校生になるまで待った」というところに、保険やら打算やらの匂いがしなくもない。

　俺たちがアルバイトをするにあたり、残ったままだった問題もあっさりと解決した。

「酒多さん一人にあんな格好させたら不ふ憫びんすぎです」

　結局、一緒にバイトをするという形で縁が折れたのだ。碧さんが裏で説得したのだろうか？　いやたぶん、縁は酒多さんのことが心配だったんだろう。彼女がメイドさんコスプレを了承したのは苦く渋じゆうの選択というやつだ。うーん、どんなメイド服姿になるんだろう。酒多さんは良い感じになりそうだが、縁の場合は想像がつかない。子供店長みたいな感じだろうか？

　そんなこんなで土日を挟はさんだ週明けには、もうコスプレ衣装ができあがっていた。別に疑っていたわけでもないのだが、毒島家に裁縫室があるというのは本当なようだ。こうしてできあがったメイド服＆執事スーツは、サイズを測ったとはいえ……袖そでを通してみると実にぴったりしっくりくる。見た目は窮きゆう屈くつそうなスーツだが、通気性も良くて動きやすい。これでもう少しデザインが普通なら、着て帰りたいくらいに快適だ。

　俺の着心地に関する感想はともかく。

　酒多さんのメイド服姿は、俺が想像していた以上に、とてもとても似合っていた。

　タキシードのようなジャケットタイプでキリッ！　としていてパッと見はかっこいい系だ。そこはかとなく執事のスーツとデザインが揃そろっている。ベースカラーは黒だった。パステルチックな漫画やアニメに出てくるデザインよりも、いわゆるゴスロリなテイストが入っている。スカートにはチェック柄があしらわれ、ニーソックスは黒だった。スカートの下とニーソックスの上の微妙な空間が、なんとも言えず魅力的である。

　それだけでも見ていてドキドキしてくるのに、酒多さんのメイド服はさらにアレンジがされていた。服飾デザイナーの匠たくみの技が光るのはその胸元だ。縁のそれは上まできちっとしまっていてタイをしているのだが、酒多さんは胸元が開くタイプだった。谷間……見えてますよ良いんですかそれで本当に良いんですか酒多さん。

　正直、まじまじと見ていると悪いことをしているような気持ちになってくる。だから、俺はできるだけ酒多さんと話す時は、彼女の顔を見るようにしていた。

　従業員用制服もそろい、その間に俺はメニューについて碧さんと話し合った。もともとコーヒーの味にはこだわっていたものの、「純喫茶ポイズン」において軽食はおまけ的なものだったとか。

　せっかくやるなら味にもこだわりたかったので、俺は厨房の担当者として店長に少しだけわがままを言わせてもらった。

　フロア担当の酒多さんと川原は碧さんに接客の講習を受けていた。碧さんはご丁寧に「接客マニュアル」まで用意している。周しゆう到とうだ。このメイド＆執事カフェは碧さんの思いつきではなく、遠大な計画の果ての最終到達点なのだろう。

　川原は川原のくせに「やるならパーフェクトだろうが！」と、マニュアルを持って帰って復習までしていた。凝こり性しようなのかこいつは。

　諸もろ々もろ、一週間ほどの準備期間を経て放課後のアルバイトが始まった。

　基本的に俺の仕事はカウンターの中で、お客さんとの接点は少なめだ。主に調理を担当するため、執事スーツだが黒のシックでシンプルなデザインのエプロンに、黒のバンダナで髪をまとめた。

　エプロンも三さん角かく巾きん代わりのバンダナも白が普通だと思うんだが、そこは執事キャラなので黒なのだとか。

　碧さんがネットで告知した効果もあって客の入りは上々だった。リニューアルオープンのお祝いの花が店内に飾られている。衣服に無む頓とん着ちやくな俺ですら知っている高級服飾ブランドの社長から、直々に花が届いていた。いったい何者なんだ碧さんって。

　豪華なフラワーアレンジメントから視線を戻し、再び俺は店内を見渡した。

　客層は男性客が中心だが女性客のグループもちらほら見られる。

　右耳がうずく。俺の視線は自然と酒多さんの方を向いていた。酒多さんはオーダーを取っている真っ最中だ。

　俺はボールに卵を割ってかき混ぜ始める。フライパンを火にかけた。

「オムライスですね！　かしこまりましたご主人様♪」

　酒多さんはオーダーを復唱した。この声は、七秒前に俺の右耳に届いている。俺は自分の異能を積極的に活用するようにしていた。鈍どん化かさせていただけで、解放して使おうと意識すればこんな風にも使えてしまう。

　俺は炊すい飯はんジャーに作り置きしておいたバジル風味のチキンライスを一人前、ラグビーボール型にしてお皿に盛った。熱されたフライパンにバターを落とし、半熟のオムレツをつくる。外は焦こがさないように黄色く、中身はとろとろの半熟に仕上げるのは腕の見せ所だ。

　綺麗に焼き上がったオムレツをチキンライスの上に乗っけた。彩いろどりのパセリを添そえて「新・ポイズン特製オムライス」の完成だ。

　俺がレシピに口出しさせてもらったメニューその一である。

　酒多さんができあがったオムライスをカウンターまで受け取りにくる。俺は手早く冷やしておいたガラスの器にサラダを盛りつけ、チキンの骨で取ったスープを添えてオムライスセットを完成させた。

「もう出来ちゃったんですか？　朗くんは仕事がてきぱきで早いです！」

「まあ……その……なんつうかな」

　オムライス用のケチャップのボトルにナイフとスプーンを一緒に添えた。酒多さんはオムライスセットをトレーに乗せてお客さんのもとに料理を運んでいく。

　今のところ、彼女が転ぶ気配はない。

「お待たせしましたご主人様♪」

　大学生くらいの男性客は、酒多さんの笑顔にのぼせ上がったように赤くなっていた。酒多さんがオムライスの皿をお客さんの前に置くと、ナイフを手にする。

　チキンライスの上で寝そべった黄色いオムレツにナイフをすーっと静かに入れた。花びらが開くように半熟卵のオムレツがチキンライスの上に広がり、バターの香りをまとった美お味いしい湯ゆ気げを漂ただよわせる。

「それではケチャップをおかけしますね！　リクエストはございますかご主人様♪」

　お客さんの要望を訊きいて酒多さんがハートを描いた……のだが、ちょっと崩れていびつな形になっていた。それでもお客さんは嬉しそうだ。

　ああ、そうか。酒多さんに接客業ってぴったりなんだな。一言二言しか言葉を交かわさなくても伝わってくる人柄がある。酒多さんのそれは誰にでも分わけ隔へだてがなくて、優しくて可愛らしい。

「おいテメェ！　こっちのオーダー聞けってんだよ。クラブハウスサンドだ！」

　女性客は川原の担当だった。執事服に合わせたのか、普段のノンフレームではなく黒縁のちょっとレトロな感じの眼鏡をしていた。

　こんな口調で大丈夫なのかと心配になるのだが、碧さんの接客マニュアルを熟読した成果は抜群で、川原の接客は完かん璧ぺきだった。お客さん相手にはしごくまともな言葉遣いで接するのだ。

　やればできるのに、なんで俺たちにそれができんのだ。と、心の中で愚ぐ痴ちりたくなるほどきちんと仕事をするため、川原に対してお客さんからのクレームは一切出なかった。

　俺は手を動かした。酒多さんの注文には七秒ほど先回りできるのだが、川原には普通の対応になってしまう。

　調理に集中する。川原は俺にオーダーを通すと素早くレジに入った。お客さんを待たせないその働きぶりは正直、戦力として心強い。

　そういえば川原は料理部の時もそうだったのだが、やたらと機動力が高かったっけな。

「いってらっしゃいませお嬢様」

　女性のお客さんを入り口のあたりまでお見送りして、川原はうやうやしく礼をした。本当に執事になりきっているようだ。その間に俺はクラブハウスサンドを作り終えた。

　ドリンク系のオーダーは店長の碧さんが担当している。同時に碧さんは接客もこなし俺が料理を一手に引き受けているのだが、半熟のオムライスやクラブハウスサンドなどなど、手間のかかるメニューを追加してしまって忙しいのは俺の自業自得だった。

　川原がカウンターでクラブハウスサンドを受け取ると、ピンッと背筋を伸ばして優ゆう雅がな足取りでお客さんの元に届けに行く。それが終わると、たった今見送ったお客さんが帰ったばかりのテーブルを綺麗に片付けて、すぐにカウンターに入り皿洗いまで始めた。

　信じられないことだが、たぶんこの店内で一番働いているのはこいつだ。

「お前、どこかで執事でもやってたのか？」

「そんなわけねぇだろ。どうしてそんな台詞が出るんだよ？　俺はちゃんとマニュアル通りにしてるだけだって」

「いや、ずいぶんと堂に入っていたもんだからな。変な言い方かもしれんが、見直した。すごい特技だと思う」

「お世せ辞じなんて珍しい。明日は地球が滅ぶな。まあ俺が本気を出せばこれくらい余裕余裕」

　川原はお皿を水でさっと流しながらそっぽを向いた。なんだかこいつ、妙にそわそわしてるな。

「褒められて恥ずかしいのか？」

「う、ウッセぇ！　テメェはテメェの仕事に集中しろよ。金もらっている以上はガキでもプロなんだよ」

　お前だって同じ一六歳前後のガキだろうに。

　それからも川原は皿の汚れと一緒にブーブーと文句を垂れ流していたのだが、俺はそれを聞き流すことにした。やかましいが川原は手だけはきっちり動かし続けている。皿を洗って乾燥機にかけると、あっという間にフロアに戻った。無駄口は多いが動きには一切無駄がない。

　総合して見るに、心配していた二人――酒多さんと川原は接客業を見事にこなしていた。物もの怖おじせずになんでもやってみる！　的なチャレンジャー気質（？）の酒多さんは、接客でも度ど胸きようが据わっていてチャレンジャーな部分が良い感じに発はつ揮きされていた。川原は素の状態だったらこうはいかなかっただろうが、マニュアルという聖典があればその通りにこなせるようだ。だれか常識人のマニュアルを作ってくれないだろうか。そうすればきっと川原は終しゆう生せいまともになるはずだ。

　一方、この店の看板娘はというと、むくれたまま水の入ったグラスを銀のトレーに乗せて運んでいた。酒多さんは今、手が空すいているのによりにもよってそのお客さん方は縁を指名したのだ。指名されて余計に縁はキレ気味だった。

　ダンッ！　と、グラスが割れるんじゃないか心配になるような音を立ててテーブルに置く。接客を受けた二人組の男性客は……あれ？　怯おびえてるかと思いきや、ニヤニヤしている。どういうことだいったい？

　縁は客とは目線を一切合わさずに伏ふし目めがちにぼそりと呟つぶやいた。

「…………用もないのに呼んだらころ…………チッ……なんでもない」

　そこは「おきまりになりましたらお呼びください」とかあるだろう。常識的に考えて。

　男性客の一人が手を挙あげて「温かい紅茶を二つお願いします！」と、ハキハキとした口調で縁に告げた。

「……うちはコーヒーの店なのにな……まあいい」

　高圧的な態度でオーダーを伝票に書き込んで縁はフンと鼻を鳴らした。その一挙手一投足に二人組のお客さんは「萌えぇ～～」とか「かぁうぁいぃうぃ～～」とか、奇妙な歓声を上げている。

　俺がカウンターでグラスを拭ふきながら縁を観察していると、視線に気づいたのか縁は威い嚇かくするようにこちらをにらみ返してきた。俺が心配するだけ無駄なようだ。

　ふぅと息を吐く。料理のオーダーが途切れたので、俺はキッチン回りの整せい頓とんをすることにした。先ほどの二人組の男性客は料理を頼まず紅茶だけだ。ポイズン自慢の磁器製ティーセットを碧さんが手早く用意する。俺はカウンターを通り抜けてドリンクを作るコーナーまで行くと、碧さんにそっと訊いてみた。

「縁さんの接客はアレで大丈夫なんですか？」

「大丈夫よ♪　縁っていじめられるのが好きな大人の男性客には人気があるのよねぇ♪」

　沸ふつ騰とうしたお湯を温めておいたポットに注そそいで紅茶の茶葉を一気に開かせながら、碧さんは自信たっぷりに言い切った。たしかに二人組の男性客は縁の後ろ姿ばかり視線で追いかけているし、終始笑顔が絶えなかった。

　紅茶の準備が整ったところに縁が銀のトレーをもって、ドリンクコーナーまでやってくる。

「はい、それじゃあがんばって接客してね」

「お母さんがんばらなくてもこれくらいできるから……それとお前はお母さんに近づくな。ま、まままま万年発情期野郎！」

「あれ？　面堂くんは万年発情期なの？　あたし求められたら困っちゃうわぁ」

「や、やめてお母さんやめて！」

「冗談よ冗談♪　面堂くんも本気にしちゃいやよ♪」

「しませんからッ！」

　碧さんはいたずらっぽく笑った。小悪魔的な表情だ。一方、縁の方は小悪魔というより悪鬼の形相だった。

　まったく仲が良いのか悪いのか……なにをやってるんだこの親子は。

「じゃあ俺は自分の仕事に戻りますね」

　なんとなく気まずくて俺はくるりときびすを返した。自分の持ち場に戻り、再びキッチン回りの整頓を始める。実際にお客さんが来て料理をしてみないと、わからない使い勝手というものがあった。キッチンペーパーのホルダーの位置一つとっても、邪魔にならず、かといってきちんと手の届く範囲内においておきたい。

　キッチンの快適さは料理を完成させる速度に関かかわってくる。

　手を動かしつつぼんやり考えていた。まさかこうして接客関連のアルバイトをすることになるとは思わなかったが、やってみれば結構悪くもな……。

　思考がぴたりと止まった。

　ガシャン……と、嫌な音がした。慌てて俺は酒多さんに視線を向け直す。酒多さんは普通に女性客の四人組の席でオーダーを取っていた。「そのメイド服可愛いですね？」やら「通販で買えますか？」とか「サイズの調整ってできるんですか？」などなど、メイド服に興味をもったお客さんたちに酒多さんは質問攻めにされてたじたじだ。

　特に割れるようなものは見あたらない。

　俺が首をぐるりと反対側に向けると……縁がフロアに倒れていた。二人組のお客さんの席まであと一歩というところで、縁はフロアにつっぷしていた。なんというか、頭からどてん！　とヘッドスライディング気味に行く当たり、ちびっこのような転び方だ。本当にうっかりしていると小学生なんじゃないかと見間違いそうになる。全体的にコンパクトなんだよな。手も足も顔も……あと胸のあたりも。

　縁は全身をわなわなと震えさせていた。

　ティーポットがトレーから落ちて床に中身をぶちまけ転がった。ポットとおそろいのカップは二つとも割れてしまっている。

　危うくお客さんにお茶をぶっかける……そんな状況だ。わざとか？　いや、いくら縁が凶暴でも、意図的にそこまではしないだろう。

「…………ううッ」

　うめき声をあげて縁は立ち上がった。

　普段から凶暴な縁が、さらに強力な殺気を放っていた。どこか切れてはいけない血管が数本まとめてブチブチといってしまったような雰囲気だ。

「…………死ね！　みんなみんな……地球の自転が止まって慣性の法則で宇宙に向けて射出され死ね！」

　地球人類滅亡クラスの呪のろいの言葉を口走ると、縁はメイド服のままポイズンの玄関から外に飛び出していってしまった。ダイナミック職場放ほう棄きだ。

「ゆ、縁ちゃん！　待ってください！」

　酒多さんが慌ててそれを追いかける。俺は動けなかった。ふと脳裏に言葉が浮かぶ。もし、縁の七秒後の世界の音を聞けたなら、今の失敗はフォローできたかもしれない。

　いや、なんであんなやつのことをフォローしてやらねばならんのだ。

　俺が考え事をしている間に、何事もなかったように川原が割れたカップの破は片へんを片付け始めた。床を拭いて綺麗にする。代わりのティーセットを碧さんがお客さんにもっていって、サービスのケーキをつけてぺこぺこ謝った。

　お客さんはといえば「今のイベントすごかったな」やら「ああ、まじで殺されるかとおもった」とか「また来ような」などと、あんなことがあったのに次の来店予定を立てていた。二人とも満面の笑みなわけだが、なんでそうなるんだか俺にはさっぱり理解できない。

　碧さんがフロアから厨房方面に戻ってきた。

「あの、俺……」

　縁を追いかけていった酒多さんが心配だ。この言い方だと縁はどうでもいいのか？　と、言われかねないのだが、酒多さんが優しければ優しいほど、縁は自分の失敗を気に病むかもしれない。それで酒多さんに縁が嚙みつけば、二人とも不幸になる。

　碧さんは少し困ったように眉を八の字にさせつつ、苦笑した。

「あの子には……縁にはあたしからもあとでちゃんと言っておくから。ごめんなさいね、いつもみんなに迷惑かけて。あの子、キレちゃうと飛び出しちゃうのよ。しばらくそっとしておいた方がいいみたいで……冷れい却きやく期間をおかないでこっちから声をかけたりすると、余計に反発しちゃうのよね。不器用な子だけどこれからも仲良くしてあげてね」

　俺は無言で首を縦に振った。

　結局、営業時間中に縁と酒多さんが帰ってくることはなかった。俺もフロアを手伝ったのだが、川原がほぼ三人分のフロアの作業をこなすという、予想の斜ななめ上うえを行くハイスペックさをみせてなんとかその日の営業を乗り切るのだった。




　ポイズンの入り口にclosedの看板が掛けられてから酒多さんだけが帰ってきた。高校の制服に着替え終えた俺と川原、それにメイド服姿の碧さんが、肩で息をする酒多さんを店の前まで出迎える。

「ふぅ……はふぅ……あ、あの！　縁ちゃんもどってませんか？　ケータイにもでないんです！」

　酒多さんはメイド服であちこち探してまわったようだ。額ひたいに玉の汗を浮かべていた。

「いや、戻ってない」

「そ、そんな……どうしようケーサツ！　ケーサツに応援を頼みましょう！」

　心配しすぎておろおろする酒多さんに、碧さんが優しく微笑んだ。

「大丈夫よ。あの子はプチ家出の達人だもの。今まで家出して帰ってこられなかったことは無かったわ。探してくれてありがとうね。それとお店の宣伝もしてくれて感謝するわ♪」

「宣伝って……あッ!?　あわわわわ……」

　酒多さんはようやく自分の服装に気づいたようだ。ご愁しゆう傷しよう様さまです。

　メイド服でこの界かい隈わいを縁を探して回ったようだ。

「お店の中ならメイドさんでしたけど、外でこの格好……は、恥ずかしいです」

　酒多さんはぎゅっと両目をつぶって頰ほおを赤らめた。恥ずかしがる仕草もなんだか可愛い。縁の心配をしてやるべきところなのだが、不ふ謹きん慎しんにも酒多さんに見入ってしまった。

　それに、なんとなくだが碧さんの落ち着きようを見ていると、さほど深刻な事態とも思えなくなってくる。碧さんの悠ゆう然ぜんとした態度は、俺たちを落ち着かせるためのものなのかもしれないのだが……。

　妙な間ができてしまった。

　一瞬の沈黙を吹き飛ばすように、川原がいきなり俺に肩を組んでくる。

「おつかれぇい！　よし、仕事のあとの一杯いくか？」

「おっさんかお前は」

　組まれた肩を丁寧に外して俺はお断りした。

「んだよノリが悪いやつめ！　今日の仕事ぶりの反省会と次にその反省を活いかすためのミーティングを兼かねてる飲みニケーションという言葉を知らないのか？」

「そういう概念は知っているが、お前と二人きりというのが気に食わん」

「わがまま言うなよ！　俺たちと、とととと」

「友達とでも言いたいわけか？」

　言葉に詰まって川原は口を金魚のようにぱくぱくさせながら、首を縦に振った。こいつの態度は不安定すぎて、俺と喧嘩がしたいのか仲良くしたいのかわからない。

「ともかく今日でなくてもいいだろ。俺は疲れたんだ」

「じゃ、じゃあ今度な！　テメェに合わせてやるんだからオレに感謝しろよ」

　今日一番動いてたわりに、川原は疲れた表情一つみせない。化け物かこいつは。

　碧さんがふぅと小さく息を吐いた。

「ごめんね面堂くん。夕飯食べていきなさいって言ったけど、縁が帰ってきて顔を合わせるのもなんだか気まずいでしょ？　延期でいいかしら」

「そうですね。次の機会に」

「この埋め合わせはきちんとするから期待しててね♪」

　碧さんは茶目っ気たっぷりにウィンクしてみせた。縁より無邪気で子供っぽい仕草だ。

　それに言ってることはよくわかる。ここで縁を俺が待っていると、縁は帰って来づらいかもしれない。

「じゃあ俺はこれで。ほら、帰るぞ川原」

「オレんちはあっちだ！」

　俺のアパートとは逆方向を川原は指さした。

　ちょっとほっとした。こいつと二人で家路の途中まで……というのは、どう考えても間が持たない。

「あ、あのえっと……わたし、着替えるのに時間かかるから先に帰っててください！」

「え、あ……おう」

　そういえば、桜の大樹がある交差点までは酒多さんと同じ道だ。今日はこんな風にタイミングが合わなかったが、これからはバイト帰りにいっしょに交差点まで歩くのか。

　縁の家はここなわけだし、川原は逆方向……酒多さんとずっと二人。

　別にやましいことは考えていない。いないからな。

「そ、それじゃあ俺はこれで！　お疲れ様でした！」

　俺が挨あい拶さつをすると、どことなく恥ずかしそうに頰を赤らめて酒多さんが小声で「おつかれさまです」と呟いた。

「おつかれさま。ありがとうね面堂くん、川原くんも♪」

　碧さんに見送られて俺はアパートに向けて歩き始める。

　午後八時の商店街はすっかり静まり返っていて、人通りもまばらで閑かん散さんとしていた。開いているのは飲み屋さんやバーにカラオケ店とドラッグストアくらいだ。

　商店街を抜けたところでケータイが鳴る。

　着信の名前を確認したとたんオレの背筋に冷たい物が走った。まるでバイトの終わる時間を見越していたかのようなタイミングである。一応、連絡がつくようにと全員のケータイ番号とメールアドレスは交換しておいたのだが、正直、この名前が液えき晶しように表示されることはないと思っていた。

　――毒島縁。

　縁からの着信は通話ではなくメールで、こう書かれていた。




　稲いな妻づま大おお橋はしの下の稲波市側の河か川せん敷じきまで一人でこい。このことは他言無用だ。




　なんとも簡素で飾りっ気もなく殺さつ伐ばつとしていて、まるで果たし状のような一文だった。

　稲波市は隣接する吾あ妻づま市しと一本の川で分かたれていた。土と地ち勘かんはほとんどないのだが、引っ越しの時に通った道なので知っている。稲妻大橋は大きな橋でここからなら徒歩で十分ほどの距離だった。

　居場所と縁の無事を碧さんに教えるべきだろうか？　他言無用という一文が俺を縛った。河川敷に行けば行ったで何が飛び出してくるか予想もつかない。

　夜の河川敷という待ち合わせ場所も気にかかる。薄暗くて人通りは皆無だろう。縁は俺と一緒にいるところをよっぽど他の人間には見られたくないらしい。

「行かなきゃ明日、何を言われるかわかったもんじゃないよな」

　どのみちキレられるのなら、酒多さんがいない方がいい。そう思うと俺の足は自然と稲妻大橋に向いていた。




　ＲＰＧなどでは橋を一つ渡ると敵が急に強くなったりする。が、強敵は橋の向こうではなく橋の下にいた。堤てい防ぼうに作られたコンクリートの急な階段を下っていく。あたりは薄暗く足下をしっかり見ながら慎重に降りた。

　河川敷に降り立つ。首を足下からゆっくり上げると、川の向こう側に並び立つマンションの明かりが見えた。対たい岸がんの街明かりが静かにたゆたう稲妻川の水面みなもに反射してキラキラと光って綺麗だった。

　稲波市側の河原はミニサッカーコートや野球場になっていてだだっ広い。橋の下は暗く重い影で覆おおわれていた。コンクリートの巨大な柱の裏から、メイド服姿の少女がすうっと音も立てずに姿を現した。

　俺を目視するなり、ずんずんと早足に歩いてくる。縁だ。肩を怒らせているあたり、もう嫌な予感しかしない。

　やられる前にやるためにも、俺は先手を打った。

「こんな人気のないところに呼び出して……。まさか、愛の告白か？　それともタイマンか？　だいたいなんでいきなり店を飛び出したりしたんだ。失敗くらい誰だってするんだし、あれくらいで逆ギレなんて大人げないんじゃないか？」

　俺の目の前に仁に王おう立だちすると、ぐっと首を上げて縁は吠ほえた。考えてみれば小柄な縁は俺と話す時いつも下からのぞき込むような格好になる。物言いは上から目線なわけだが。

「うるさい黙れ。あれは逆ギレじゃない。ただキレただけだ」

　逆ギレもキレるのもお店の雰囲気を破壊するという点では一緒だろうに。

「わかった。もう訊かないから。本題に入ろう。まず俺を呼び出した理由を教えてもらおうか？」

「お前を尋問する」

「尋問って……穏やかじゃないな」

「黙って質問されたことにだけ答えろ。口答えは許さない」

　不条理かつ上から目線だった。縁は小さな胸を上下させて呼吸を整えてから続ける。ちなみに胸元はというと、酒多さんのような大震災は起こらず、縁の場合は震度ゼロで明めい鏡きよう止し水すいな状態だ。酒多さんと同学年とは思えない。

　俺の思考が脱線していると、急に縁は急所へ切り込んできた。

「なんでお前は酒多さんを助けられるんだ？」













　背筋がゾクリと寒くなった。やはり縁は俺の動きを見ていたようだ。ともかく会話しながら言い訳を探そう。

「助けられるって言い方は変じゃないか？」

「いや、変じゃない。明らかにおかしい。酒多さんを中学の頃からずっとウォッチしてる私にはわかる。お前は酒多さんが転ぶ前に、助ける動作に入っている」

　やばい。そこまで気づかれていたのか。

「ずっとって……仲良くなったのは高校に入ってからだって言ってたような気がするんだが」

「そ、それは酒多さんの言い分だ。私は中学二年生の時から酒多さんを……べ、別にそういうのじゃないぞ！　酒多さんは美人だから嫌でも目につくんだ」

　何を一人で混乱しているんだ縁のやつは。まぁ、確かに酒多さんがどこに出しても恥ずかしくない美少女なことは認めよう。

「もしかしてお前、酒多さんのストーカーだったのか？」

　ゴスッ！　と、俺のみぞおちに縁の拳こぶしが突き刺さった。まったくの不意打ちだったため、モロに入って一瞬呼吸が止まる。

　冗談っぽく言ったのに、冗談を冗談と見抜く余裕すらないのか。

「無駄口を叩くな」

　ストーカーは言い過ぎたな。どうやら縁は中学の時から酒多さんをずっと見ていたようだ。声を掛けるチャンスがなくて、なかなか友達になれなかった。そんなところだろう。高校入学を機に酒多さんと親しくなれたところに、俺がしゃしゃり出てきたというわけか。

「それで用件はなんだったっけか？」

「最近、酒多さんは転ばない。決まってそういうときはお前がそばにいる」

「偶然だろ？」

「偶然が重なりすぎてる」

　縁の鋭い猛もう禽きん類るいのような眼光ににらまれて、俺の背筋に再び冷たいものが走る。

「じゃあ、酒多さんが成長して転ばなくなったんだ」

　ツインテールを振り乱し縁はぶるんぶるんと首を左右させてから、ビシッと俺の顔を指さした。

「お前のせいで転ばないんだ！　それに酒多さんは無理してる。お前の前だと良いところを見せようとして……本当は酒多さんはお前が見ているよりも、思っているよりもポジティブじゃないんだ。もっと他人に怯えていて、世界を怖がってるか弱い女の子なんだ！　お前はそれに気づかない鈍感人間だ！　死ね！　アイスコーヒーと間違えて醬しよう油ゆ飲んで塩分の過か剰じよう摂せつ取しゆ死ししろ！」

「醬油は飲み物じゃないだろうに。それよりどういうことなんだ？　酒多さんが他人に怯えてるって。酒多さんは誰にだって親切じゃないか」

「ああしないといけなかったんだ。酒多さんはいつも笑顔だけど、あれは嫌われたくないからしてる笑顔だ。中学の時からずっと、ずっと酒多さんはあの顔だった」

　確かに酒多さんはいつも元気で笑顔な印象だが、それは本心ではなかったというのだろうか。

「本当に……酒多さんが他人に嫌われるのを怖がってるっていうのか？」

　縁は小さく頷いた。真剣なまなざしは言葉よりも説得力がある。縁は本気でそう推すい測そくしているようだ。中学時代の酒多さんを知らない俺に、縁の仮説をそれ以上否定する材料はない。

「酒多さんは特に重要な場面でこそ失敗するんだ。リレーのアンカーをやらせたらゴール直前で転ぶ。そんな人だ。だから、やらせない。何もさせない。周囲の奴らは酒多さんを腫はれ物もの扱あつかいだ。誰もそのことを本人の前ではいわないけど、酒多さんも自分が疎うとまれていることくらい空気で察してわかってる。なのにあいつらは……」

　縁の怒りの矛先は俺ではなく、過去の酒多さんを取り巻く環境に向けられていた。

「それと俺と何が関係してるんだ？」

「高校でもそうなるはずだった。だから私が酒多さんにつきっきりで、そういう奴らから酒多さんを守ってあげるって……なのに、お前が……お前が酒多さんを……そうやって酒多さんに優しくして、つけいるつもりなんだろう？」

「そんなつもりはない。確かに助けたこともあったが全部偶然だ」

「噓だ。偶然なはずない」

　どう言えばこいつは納得してくれるんだろうか。それに、今後俺にどうしてほしいんだろうか。

「なんでお前にはわかるんだ？　酒多さんがピンチになるのを事前に知ってなくちゃ、酒多さんをあんなにたくさん、たくさん、たくさんッ！　助けられないッ!!」

「酒多さんに降りかかりそうになる不幸を俺がプロデュースしていて、さらにそれから俺が酒多さんを救ってるとでも言うのか？　俺は神様か？　違うだろうに」

「違わない！　ペテン師！　自作自演は新興宗教の教祖が使う手だろ？　入信させたい相手の下調べを事前に部下にさせておいて、初対面なのにさも心の中を見透かしているかのように言い当てるような感じで、酒多さんや私を騙だましてるんだ！」

「一高校生の俺にはそんな部下も調べる手段もないからな。それくらいわかるだろう常識的に考えて」

「研究者にバールのようなもので殴られ死ね！」

「なんなんだその『ようなもの』っていう曖あい昧まいさを含んだわけのわからないたとえは」

「うるさいうるさいうるしあ……うるさい！」

　嚙んだ。まるでキーボードのタイプミスみたいな嚙み方だ。台詞を嚙むと癖くせなのか縁はぺろっと舌を出す。毛け繕づくろいをしている猫が舌をしまい忘れて、口が閉じているのにベロがでちゃっているような顔だ。ちょっとおもしろい。

　縁は舌をしまって言い直した。

「同じ高校に通うようになって、同じクラスになって、酒多さんは私のことを一番頼りにしてたんだ……私が一番……一番だったんだ！」

　雲に隠れていた月が顔を出した。月明かりが差し込むと、縁の表情がより鮮明になる。強い口調とは裏腹に彼女はうっすらと涙目で、今にもため込んだ涙の粒つぶがこぼれ落ちそうだった。

　俺が縁の居場所を奪うと本気で思っていたようだ。縁は酒多さんのことが大好きで、酒多さんの一番でいたかったんだろうな。

　だからその座を脅おびやかす俺はこんなにまで目の敵かたきにされたわけだ。俺を敵視しているうちに、異能を看かん破ぱするまでには至らないものの、俺の不自然な動きには気づいてしまったらしい。

「金こん輪りん際ざい、酒多さんを助けるな！　でないと……」

「でないと……なんだ？」

「死ね！　死ね！　今からこの川の流れの速い真ん中当たりまで歩いて入水しろッ!!　下流まで流されて海の藻も屑くずとなれ！　分子レベルで分解されろ！　遺伝子の痕こん跡せきすら残すな！」

「無茶言うなよ」

「もうこれ以上酒多さんを助けるな！　私が酒多さんの一番なんだ。私は言いたいことは言った。反論は認めない。じゃあ帰るからな！」

　再び雲が月を覆ってしまった。辺り一面、まんべんなく薄暗くなる。

「送ってやろうか？」

「…………チッ」

　縁は俺に背を向けた。

「おいちょっと待ってくれ。俺にだって言い分はあるんだ」

「ついてくるなストーカー！　通報するぞ！　揚げたてほやほやの春巻きの中身が熱すぎて死ね！　ついでにパリパリの春巻きの皮が上あごに刺され。もしくは歯と歯の間に挟まってとれなくなれ」

　とりつく島もない。わらでもいいから摑みたい気分だが、縁からは「さわるな危険」というオーラが、壊れた蛇じや口ぐちよろしくだだ漏れになっている。手をさしのべたら猫に「フシャー！」と威嚇されて引っかかれる。そんな雰囲気だ。

　まだ縁はぶつぶつと恨み言を呟いている。

「……だいたい私をつかまえてストーカーとは失礼な」

　さっき俺がストーカー扱いしたことを根に持ったままなようだ。他人に対して口が悪いくせに、自分が言われるのには慣れていないのか、縁は煽あおり耐性が思ったよりも低そうだな。

「……帰る」

　ぼそりと呟いて縁は堤防の階段をのぼっていった。

　薄暗くて分からなかったのだが、階段を上がるたびスカートがふわっとひらいて、見えそうで見えないでも見たい……いや、見たいわけじゃないぞ俺は。ともかく暗かったので見えなくてよかったですね縁さんや。

　しかし、夜の街をメイド服姿で歩いていたら、警官に職務質問されるんじゃなかろうか？　心配してやる義理もないのだが、縁がトラブルを起こして困るのは碧さんだ。

　凶暴なやつだが生物として分類すれば一応は女の子である。この街の治安のことはわからないが、放ってもおけんだろう。

　俺も急ぎ足で階段を昇る。ふと見上げると、雲のきれ間に星がきらりと輝いて見えた。




　純喫茶ポイズンの入り口前まで俺は縁についていった。送るというよりこれでは俺がストーカーだ。しかしながら幸運にも大きなトラブルには見舞われず、縁を無事、店まで送り届けることができた。

　縁がポイズンの入り口前に立つ。ドアにはclosedの看板がかけられ、可愛らしいピンクの封筒がドアの隙すき間まに挟み込まれていた。ちらりとだが、やわらかいタッチの丸文字で「縁へ」と封筒の表に書いてあるのが見えた。それで誰の書き置きかは察しがつく。

　縁は手に取ると手紙を開いた。じっと文面に視線を落とすと、手紙を封筒にしまって溜息をつく。

「それ、碧さんの書き置きなんじゃないか？」

「結局うちまでついてきたお前はストーカーだな。ストーカーに話すことなどない」

「途中で警察の人に止められて俺が『演劇部の練習が遅くなっちゃって』とうまい言い訳をしなかったら、今頃補導されてたかもしれんのだぞ」

「別に悪いことはしてないし補導もされない」

　縁は俺をムッとにらみつける。

「書き置きにはなんて書いてあったんだ？」

「お母さん、私を探しに出てる」

「ならすぐにケータイで無事を知らせて戻ってきてもらえって！」

「言われなくてもそうするつもりだ」

　縁はケータイをパタンと開いてメールを打ち始めた。

「ただいま……ごめんなさい……と」

　メールを打つのに口に出すのか。たぶん縁の場合、可愛い自分アピールではなく素でやっているんだろうな。そういうアピールができるやつが、こんなにも凶暴に振る舞うわけがない。

　縁がメールを送信すると、すぐに碧さんから返信があった。

「自転車で探してるうちに吾妻市の方まで行ったらしい。帰るのに一時間はかかる」

「親不孝者め。じゃあ俺はもう帰るぞ」

　とりあえず一段落ついたと、俺はホッと胸をなで下ろしつつ縁に背を向けた。瞬間、地の底から響いたかのような轟ごう音おんが純喫茶ポイズンの軒のき先さきに響く。

　慌てて俺が振り返ると、縁がムッとした表情のまま自分のお腹のあたりに手を当てていた。

「待て。お……オムライスを作れ。あれは美味しそうだからずっと気になってた。作ったら帰っていいぞ」

　俺が再び前を向いて歩きだそうとすると、制服の袖口をぎゅっと摑まれた。まったく、こういう時だけ俺を利用しやがって。

「わかった。キッチンはここのを使っていいのか？」

　縁は無言で頷いてドアの鍵を開けた。俺の袖を再び摑んで引っ張り込む。

　店内は薄暗い。俺は戸棚にしまっておいたエプロンを付けるとキッチン側の照明だけつけてカウンターに入る。カウンター前の席に縁がちょこんと座った。跳ねるように椅い子すに座る仕草は、なんだか子供っぽい。

「ここで食べるのか？」

　てっきり奥の住居スペースで食べるのかと思っていたのだが、縁は真顔のまま首を上下させる。

「オーナーの娘の特権だ。貸し切りだしな」

　じっと縁の視線が俺の手元を監視している。多少緊張しつつも俺はオムライスに取りかかった。タッパーに入れて冷凍したまかない用のチキンライスを電子レンジで温めつつ、フライパンを二つコンロに乗せて卵をボールに溶いていく。ついでに俺もここで夕飯を済ませていこう。作ったら帰っていいとか言われた気がするが、聞かなかったことにした。

「さっきの質問の続きだ」

　俺の手元を見ながら縁がぽつりと呟いた。

「さっきのって……なんだ？」

「酒多さんを助けるのになにかコツがあるのか？　酒多さんのどこを見てたら転ぶってわかる？」

「ぐ、偶然だって何度言えばわかってくれるんだ」

「そんなわけあるか」

　詰問する縁の口調は静かで落ち着いていた。逆に嵐の前の静けさ的な怖さがある。

「教えろ」

　七秒後の世界の音を聞ける……なんて言っても理解してくれるわけがない。できることならこんな力くれてやりたい。が、それはどだい無理な話だ。

　レンジでほどよく温まったチキンライスをタッパーから出し、お皿を二枚用意してそれぞれに盛りつける。熱しておいたフライパンにバターを落とした。溶き卵を流し込むとジュワー！　という音とともにバターの香りが立ち上った。菜さい箸ばしで卵を攪かく拌はんするとすぐに卵は固まりだす。火を弱めフライパンをゆすってフライパンのカーブにあわせるようにまとめて半熟のオムレツを仕上げた。縁の分のチキンライスの上にさっと載せる。面倒なのですぐに包丁でオムレツの花を開かせた。

「特製オムライスお待たせ」

　自分の分のオムレツはフライパンの余熱で若じやつ干かん火が通りすぎてしまったのだが、ともあれ二皿のオムライスができあがった。冷蔵庫から俺はケチャップを取り出す。

「あとでお母さんの分もつくってくれるなら、ここで食べる権利をやる」

　縁は「帰れ」とは言わなかった。それくらいの条件ならおやすいご用だ。俺は黙って頷いた。

「ご苦労だったな。褒ほう美びに文字を書いてやる」

　縁がケチャップを手にとって、俺のオムライスに漢字を描いた。

　黄色いキャンバスに描かれた血のような「死」の一文字。

「こりゃどうも。なあ縁さんや。なんでそんなに攻撃的なんだ？」

　つい気がゆるんで俺は本音を口に出してしまった。

「攻撃的でなにがわるい」

　ここまで言ってしまったのだから、俺も観念して続ける。なんだかもう、こいつに対して俺も自分を制御したり偽いつわったり隠したりするのに疲れてきた。なにをやっても嫌われるのなら、ふてぶてしく居直ってしまおうか。縁は俺に対して遠慮がないんだから、それくらい許される気がした。とりあえず手始めに言いたいことでも言ってやろう。

「もっとみんなと仲良くしたらどうなんだ」

「みんな死ねばいい」

「なんでそこまでひねくれてるんだ。せっかく可愛いんだから、性格だって可愛くなればいいんじゃないか？」

「う、うるさいうるさいうるさい！」

　耳の先まで真っ赤にさせて、縁は女の子らしくないガツガツっとした食べ方でオムライスを口に運んだ。俺も「死」の一文字をスプーンの背中で伸ばして消すとオムライスを口に運ぶ。自分でつくっておいていうのもなんだが、うまい。オムレツはやや固めの仕上がりだがバターの香りが芳ほう醇じゆんだ。トマトの酸味を生かしつつバジルの風味を効きかせて、鶏のスープで炊いたチキンライスとよくマッチしていた。

「なあ縁さん。俺のことを嫌うのはいい。もう諦めた。だけど、他の人と接する時はもうちょっとだけ……本当に少しでいいからソフトになれんもんですか？　川原みたいに豹ひよう変へんしろとは言わないから」

「なら交換条件にお前の秘密を教えろ」

　右のほっぺたにチキンライスの米粒をつけて縁はじっと俺の返事を待った。

　俺に対する好感度はゼロどころか出会った時からずっとマイナスの値だ。日に日にマイナスが累るい計けいしつつある気がする。

　ここまで好感度の負債が増えると、もはや縁に嫌われようが疎まれようが関係ない。

　そう思った瞬間、俺の中にふと奇妙な考えがよぎった。




　――縁にすべてを打ち明けたらどうなるんだろうか？




　これ以上さらに嫌われたって、どんな目で見られたって今より酷ひどくなることもないだろう。

　それに縁が俺の異能のことを他人に言いふらすとも思えなかった。教室で「面堂朗が異能をもっている」と言いふらしても、奇異の目でみられるのは縁の方だ。

　俺が昔そうだったように、きっとそうなる。縁でなくともそれくらいのことはわかるだろう。昔の俺はわからなかったから、言いふらして気味悪がられたんだ。俺には特別な力がある。お前らとは違うんだ！　なんて、本当にバカだな。我ながら。

　俺は縁に秘密をぶちまけたいのか？　縁がどう思おうが、ずっとずっと腹の中にため込んでいるよりは、いくらかすっきりしそうだ。

　いや、まて。縁が言いふらすことはないにしても、それじゃあなんのために俺は稲波市に独りでやってきたんだ。誰とも接点を持たないためにこの街に来たんじゃなかったのか？

　思い出せ。異能のことを他人に言ってよかった試しなど一度もなかったじゃないか。

　けど……。

　どうでも……いいか。相手は縁なのだから。だいたいこいつが俺のことを大っ嫌いなのは明白だ。だったら言ってすっきりしちまうのは手かもしれない。むしろ縁がどんな拒絶反応や「○○して死ね」と言うのか、ちょっと楽しみになってきた。俺もポジティブになったものだと我ながら思う。

　心の中で自じ嘲ちよう気味に苦笑いすると、俺は小さく呼吸を整えてからじっと縁を見つめた。こうして他人に異能のことを話す日が再びやってくるなんて思わなかった。俺の不必要に長めな沈黙に、縁は耐えきれず今にも爆発しそうだ。

「な、なんだ！　黙るな！　なんとか言ったらどうなんだ！」

「わかった。じゃあ、交換条件だ。教えるからお前も明日からはもう少しだけ、酒多さん以外の人にも優しくなれ。俺は含まなくていいから」

　縁は不機嫌そうに「フンッ！」と鼻を鳴らした。早くも可燃性の油か火薬のような、危険なニオイがぷんぷんしてくる。

　きっと縁のことだから、俺の話を聞いたとたんにスプーンを投げつけてきたりはするかもしれない。ナイフやフォークじゃないだけマシだ。

　縁は黙り込むとスプーンをぎゅっと握る。なんだか向こうの方が緊張しているようだ。不思議と俺はリラックスしていた。

「俺の右耳には変わった力があって、簡単に言うと七秒後の世界の音が聞こえるんだ」

　カラン！　と、縁の手からスプーンがこぼれ落ちテーブルの上で音を立てて踊った。縁のこの目は、まずまちがいなく俺の話を信じていない。

「噓だ！　子供だましか？　ふざけるな！」

「噓じゃない。本当だ。信じろとは言わないがそれが事実なんだ」

　俺は冷静な口調で返した。噓ではなく本当のことを言ったのだから、逆にすがすがしい気分だ。ああ、やっぱりすっきりするじゃないか。縁には悪いが、俺のたまったものを綺麗さっぱりぶちまけさせてもらった。もう、縁が俺に何を言おうがどう疑おうが怖くない。

「なんなんだそれは。噓じゃ……ないのか？」

　意外にも縁からさらなる疑いのまなざしではなく、素直な反応が返ってきた。俺の方が拍子抜けだ。縁は俺の次の言葉を黙ってじっと待っている。

「俺が一人、稲波市に引っ越してきた理由がこの異能のせいなわけだ。前に住んでいた街でこの異能が……暴走した。いや暴走させたっていうか……ともかくいろいろあって、向こうにはいられなくなった」

「じゃあ、もしかしてその変なイヤフォンの付け方とか、授業中の片耳耳栓とかも関係してるのか？」

　イヤフォンは目立つからともかく、縁は耳栓のことも気づいていたのか。観察されてたんだな……俺。

　頷いてから説明を続けた。

「こうして右耳にイヤフォンをしておけば、異能の力を弱めることができる。お守りだな。この異能を使って酒多さんのピンチに先回りしてたってわけだ」

「なんで酒多さんを助けた？」

「元々助けるつもりなんて無かった。だけど、俺の右耳は波長の合う人間の声を……悲鳴なんかを拾っちまうんだ。耳栓しててもイヤフォンの音を大きくしてても、お守りが効かない相手がいる。それが酒多さんだった」

　我ながら突拍子もないことを淡々と説明しているなと思う。心の中の苦笑いが実際の表情にまでこぼれそうになるのを俺は我が慢まんした。薄暗い店内で縁はうつむくとその顔に影が落ちる。

「とりあえず……納得はした」

　しおらしさすら感じさせる口調で縁はぽつりと呟いた。俺は耳を疑う。背筋が震えた。なんで震えたのかは自分でもよくわからないのだが、驚きと……嬉しさがあった。異能の話をして家族以外の人間に理解されたのは初めてかもしれない。

「もしかして本当に、信じてくれたのか？」

「そうでもないと説明がつかないから、そういうことにしておいてやる」

　異能のことを一〇〇パーセント信じたというわけではなさそうだが、フッと縁から剝きだしの敵意が消えた。彼女は相変わらず口元にご飯粒をつけたまま俺に確認する。

「酒多さんが転びそうになった時も、料理部でコンロが爆発しそうになった時も、私が気づいていないところで、お前は何度も酒多さんを助けてたんだな？」

「いやまぁその……そうなるかな」

「それは練習すればできるようになるのか？」

「たぶん無理だと思う」

「私じゃお前の代わりはできないのか」

　縁は小さな肩をがっくりと落とした。

「交換条件で俺は話したから、今度は縁の番だな。今後は他の人には毒づかないように。約束は守れよ」

「なんでそんな条件なんだ。だいたい……お、お前には毒づいてもいいのか？」

「俺には何を言っても構わない。が、せめてバイトの時くらいはその剝きだしの刃を鞘さやに収めてくれ。お前の接客は端で見ている俺の方がドキドキするんだ。いつお客さんがキレてもおかしくないぞ」

「…………チッ」

　せっかく正直に話したのに、この調子だと縁は交換条件を守ってくれそうにないな。

「それで縁さんや。俺は今後、どうしたらいい？」

「なんで私に聞くんだ。自分で考えろ」

　まあそれもそうだな。

「考えに考え抜いてから、真夏にふかふかのアルパカに左右から挟まれて蒸し死ね」

「嫌な死に方だなそれは。ともかく俺は今後も酒多さんが致命的ななにかをやりそうになった時は、助けていこうかと思うんだ」

「お、お前は酒多さんがす、すすすすすすすすすすす好きなのか？」

　縁の言葉が俺の心臓にざっくりと刺さったような気がした。それはそのあのだからたぶんつまりえーとなんていうかそのあれがあれでいや……。

「ち、違う！」

「違うんだな？」

「ただのお節介と親切心だ」

「本当だな？」

「ああ。そうだ」

「本当に本当だな？　下心はないんだな？　もし、酒多さんに対して変な気を起こしたらお前を殺す！」

「お、おう」

　なんとなく流れで約束してしまったが、殺すっていったいどの程度のことをされるんだろうか。あまり考えたくないのだが、死ねじゃなくて殺すってあたり、縁が能動的なので余計に怖いのだけは確かだ。

「いいか面堂朗。不本意だけど、本当は嫌だけど……お前はこれからも酒多さんをフォローするんだ。酒多さんがやりたい！　って興味を持ったら、その邪魔をしない程度に助けろ。この半熟卵のオムライスみたいに、中はトロトロだけど外はしっかりかためるくらいのちょうど良さでな」

　つまりこれまで通り助けつつ、やりすぎるなってことか。加減の難しさは半熟卵と同じだな。

「わ、わかった。けど、もう今でも十分酒多さんはやりたいことにチャレンジできてるんじゃないか？」

「アルバイトだけで済むはずがない。中学の頃の鬱うつ憤ぷんもあるし、お前というアシストを得て酒多さんは好奇心のタガが外れてる。最近のテンションからして、いきなり何を言い出すかわからない。ともかく今日から私とお前は、酒多さんを守る会の会員だ！　私が会長でお前は平会員。わかったな同志よ？」

　いきなり同志にされてしまった。

　縁は宣言を終えると再びスプーンを手にしてオムライスをむしゃむしゃと食べ始めた。なにか吹っ切れたような食べっぷりだ。

「それと……むしゃむしゃ……私のことは……もぐもぐ……縁さんじゃなくて……むしゃむしゃ……縁でいいからな……もぐもぐ……さん付けなんて気持ち悪い」

　食べながら俺に許可する縁に、俺は心の中で嘆息した。俺としてはさん付けの方が呼びやすいのだが、今後はさん付けで呼ばないようにしよう。きっと縁は返事をしないに違いない。

　俺の心の中でもやもやとしたつっかえが一つ外れた気がした。

　縁に異能の秘密を話したこと。それを信じた……とまではいかないのだが、とりあえず納得してもらえたこと。

　今日から俺と縁は酒多さんを守る会の同志になった。

　なんとなく縁との距離が少しだけ、本当に少しだけ近づいたような気がした。
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　今日もつつがなく授業が続いている。相あい変かわらず俺おれは右耳に耳みみ栓せんをしていた。まるで両耳にでもしているように、授業の内容はさっぱり頭に入らない。

　とりとめもなく考えてばかりだった。今日までの出来事と、今日からどうするのかを。

　酒さか多たさんは危なっかしい。俺はそんな酒多さんの危険を事前に察さつ知ちすることができる。俺は目の前で起ころうとしている不幸を取とり除のぞいているに過ぎない。

　そして酒多さんに「ありがとうございます」と言われるたびに、俺は思う。酒多さんのためにやってるんじゃない。俺はその感謝の言葉が欲しくて、感謝されたくて自分のためにやってるんじゃないか？　と。

　昨日、縁ゆかりと同盟を結んでからずっとこの調子だった。本当に酒多さんのためを思うなら、助けない方がいい時だってあるのかもしれない。

　キーンコーンカーンコーン。

　不意にチャイムが鳴って俺の思考は中断された。英語の教師が「じゃあ今日のSentenceはしっかり復習しておくようにね」と、ステキな発音で告げて退室する。休み時間だ。三時間目も移動教室ではないので、俺は席に着いたままゆっくりと背伸びをした。

「朗あきらくん元気ないですね？」

　授業が終わるなり酒多さんがわざわざ俺の席にやってくる。

「元気がないように見えるのか？　俺はいつもこんな感じだと思うんだが」

　隣をちらりと見ると縁がじっと俺を監かん視ししていた。ちなみに俺の席の二つ前にいる川かわ原はらはといえば、授業中は顔を上げているのだが休み時間に入ると毎回、電でん池ちがきれたようにぺたんと机に突っ伏す。特にこちらに絡からんでくる気配はない。

「どっちかといえば、元気がないのは川原のほうなんじゃないかな？」

「信のぶ人とくんはいつも通りですよ？　休み時間はいっつもああやってお休みタイムみたいです」

「あいつテンションが無茶苦茶だもんな。昼間おとなしいのは充電してるからなんだろ？」

「そ、そうだったんですか？　川原くんはロボだったんですか？」

　酒多さんのボケだか天然だかわからない発言にも、つっぷした川原は動かなかった。

「ロボじゃないでしょうに酒多さん」

「わぁ♪　ツッコミです！　ありがとうございます！」

　なぜそこでお礼をッ!?

「嬉うれしいです。朗くんはちゃんとわたしのことを見てくれてるんですね」

「ちゃんともなにも……ふぅ。やれやれだな」

　俺は言葉を濁にごして飲み込んだ。酒多さんには中学時代のトラウマがある。他人に距離を置かれたり遠えん慮りよされたりしていたのなら、こういうツッコミは酒多さんにとって新鮮なものなのかもしれない。

　ともあれ酒多さん的には意図的なボケだったようだ。先日、吹すい奏そう楽がく部ぶでの「ボエーって大きな音が出るからオーボエなんですか？」というのも、もしかしてツッコミ待ちだったんだろうか。

「あきれることないじゃないですか！　ツッコミされて嬉しいんです！」

　酒多さんはお餅もちのようにぷうっとほっぺたを軽く膨ふくらませた。怒りながら喜ぶ人なんて珍しい。

　ふと思った。酒多さんは他人の動向をよく見ているようだ。俺のことも縁のことも川原のことも、いつもどこかでセンサーを働かせている。

　これは俺の勝手な推測だが、相手の表情や身振り手振りの細かな変化に酒多さんが気づくのは、やっぱり酒多さんの中学時代にあったという、遠回しでよそよそしい周囲の環境のせいなんじゃなかろうか。イジメというほどではないにせよ、しょっちゅう周囲の人間に神経を使われて腫はれ物もの扱あつかいされるのは、想像してみるとすごく居い心地ごこちが悪い。

　相手が自分を気遣っていないか気遣う。なんて変な言い回しになるのだが、酒多さんはそんな悩みを抱えているのかもしれない。

「あの、大丈夫ですか朗くん？　アルバイトと学校でやっぱりお疲つかれなんですか？」

　俺の右隣から発せられる殺気混じりの視線が痛い。ちらりと縁に視線を移すと目があった。妙な間まができる。酒多さんは俺と縁を交互にきょろきょろ見てから口元を手のひらで覆おおって目を見開いた。

「あ、あのえっとそっかそうですよね！　縁ちゃんも心配なんですね？」

「ち、違いやがります」

「だって、ずっと朗くんのことを見つめてるじゃないですか」

「そんなんじゃないです」

　縁はムスッと口をとがらせた。そのとがらせた口がくちばしになってキツツキのように刺さりそう……というのは俺の縁に対する勝手な妄想だ。もし本当に縁にくちばしがあったなら、今頃、俺の胸には七つほど銃弾で撃たれたような傷ができているだろう。ホゥワタァッ!!

「も、もしかして……ううん、やっぱり縁ちゃんって……」

　酒多さんがおどおどと視線を泳がせる。とたんに落ち着きがなくなった。

「やっぱりってなにがやっぱりなんでやがりますか酒多さん？　私は今日もいつもどおり不機嫌です。誰だれのせいでとは言いませんが、そいつは海草のひじきしか胃が受け付けない身体からだになって健康的に死ね」

　はいはい俺ですねわかります。しかし、その身体想いな殺し方はどうなんだ？　俺が溜ため息いきをつくと酒多さんが俺と縁の間に割って入った。

「ちょっとこっちに来てください縁ちゃん！　女の子会議緊きん急きゆう招しよう集しゆうです！」

　酒多さんは縁の腋わきの下に手を入れて抱き上げるように席から立たせる。

「く、くすぐったいからやめやがってください！　わわッ！　あひゃひゃ」

　縁はたまらず立ち上がった。表情が弛し緩かんしている。口元がちょっぴりだらしなくぽかんと開いた。どうやら相当くすぐったがりなようで、酒多さんの魔手から逃れようと縁は飛び跳ねるように立ち上がる。

　酒多さんは立たせた縁をぐいぐいと引っ張り始めた。縁は教室の後ろのスペースまで酒多さんに牽けん引いんされる。

　瞬間、俺の右耳がうずいた。




《バタン！　ドタドタッ！　きゃあああああああああああああッ！　うう、ごめんね縁ちゃん！　大丈夫ですか？》




　俺はいつも通り椅い子すから腰を浮かせて助けに入れるよう身構えてから……硬直した。

　今は本当に助けるべきタイミングなんだろうか？

「いきなりどうしちゃったんですか酒多さん？　急に引っ張ったりして！」

　縁は足を踏ん張って抵抗する。

「ともかくこっちに来てください！　とっても大事なお話があるんです！」

　大事な話と酒多さんが口にしたとたん、縁は抵抗をやめた。

　柔道の試合でも見ているようだった。酒多さんは縁をぐいぐい引っ張っていたわけだが、突然縁が抵抗をやめたため、引っ張る力が行き場を失い暴走した。

「きゃあああああああああああああッ！」

　酒多さんが悲鳴をあげる。縁が先に床に転んで前のめりに倒れた。その上に酒多さんが覆おおい被かぶさるようにのっかる。親亀子亀。下敷きになった縁の後頭部に、たゆんとした酒多さんの胸がのっかった。縁は頭の上からたゆんぷるんとした二つの充実果実に押しつぶされるような格好だ。

　それにしても、酒多さんの転びっぷりは見事としか言いようがない。きっとわざとではないのだろうが、倒れる瞬間、俺の方にお尻しりを向けてスカートがふわりと舞った。今日は薄ピンクだった。

「うう、ごめんね縁ちゃん！　大丈夫ですか？」

「ど、どいてください酒多さん！　お……おっぱいが重すぎですつぶれます。こんなのつけてるから重心が狂ってすぐ転ぶんです」

　うらやま……もとい下敷きにされたまま縁が吠ほえていた。顔が真まっ赤かだ。恥ずかしいなら言わなければいいのに、口ごもってまで言うあたりに縁の意地を感じた。

「大丈夫か二人とも？」

　席から立って俺は二人に近づくと酒多さんに手をさしのべた。酒多さんは俺の手を取るとゆっくり立ち上がる。なぜか、困ったように眉まゆを八の字にさせて俺から顔を背けていた。

「わたしからでいいんですか？」

「順番的に酒多さんを先にせんと下の人は助けられないでしょうに」

「それもそうですね。そうですけど」

　なんだか酒多さんは煮え切らない態度だ。伏ふし目めがちで俺と目を合わせてくれない。

「ともかく縁ちゃんを一刻も早く助けてください朗くん！」

　俺じゃなくて酒多さんが手をさしのべた方が縁も喜ぶんじゃなかろうか。ともあれ、俺は縁にぬっと無む造ぞう作さに腕をさしのべた。

「……………………チッ」

　縁は俺の手をスルーして立ち上がり、置き土産みやげよろしく舌打ちだけを残した。想定の範囲内とはいえ、ちょっと傷つく。

「縁ちゃん怪け我がはないですか？」

「他人の心配より自分の心配をしやがってください。肘ひじを打ってるじゃないですか？」

　不機嫌そうに縁は口をとがらせる。

　見れば酒多さんの制服の肘が汚れていた。

　酒多さんは肘を床に立てるようにして転んだのかもしれない。縁に体重がかからないよう上手く転んだというか、転び慣れているというべきか。ただ、肘や膝ひざといった関節を強打するのは大けがになるかもしれないので、やっぱり酒多さんは危なっかしい。

「保健室いきますか酒多さん？」

「これくらいへっちゃらですよ♪　わたしはプロの転び屋ですから」

　キリッとした表情で、さもプロの殺し屋とでも言わんばかりな酒多さん。いくら決め顔をしてみせても、いやむしろ決め顔だからこそその発言は余計に残念すぎる。

「自慢になりませんから。ともかく気をつけてください酒多さん。ただでさえお、おっぱいのせいで前のめりになるわけだし、慣性の法則で質量が大きなものほど急制動がきかないわけですから」

　確かに縁の軽自動車級と酒多さんの一〇トントラックでは、急ブレーキを踏んだ時のぷるん具合、もとい停止距離も違うようなそうでもないような。

　自然と俺の視線は酒多さんの胸元に誘導されていた。すると俺のほっぺたに縁が手を伸ばしつねり上げる。

「いででででででッ！」

　ぶんッ！　と、縁は腕を振るった。俺の頰ほおがつきたてのお餅もちだったらちぎれ飛んでいたところだ。自分が「己の顔を分け与えて食べさせる子供たちのヒーロー」じゃなくてよかった……と安あん堵どしつつ俺は吠えた。

「な、なにしやがる！」

「どこを見ているんだどこを？」

「いやべつにどこというわけじゃなくまんべんなく」

「まんべんなく酒多さんをいやらしい目でみていたんだな」

「ち、違う！　俺を変へん態たい扱いするな！」

　誤解していないか心配になって酒多さんに視線を向けると、酒多さんは俺が顔を向けてからワンテンポ遅れてそっぽを向いた。

「あ、あの酒多さん誤解だから。俺はそんなつもりはさらさらなくてだな……」

「え？　あの、すいませんちょっとお外の風景に気を取られていて見てませんでした。聞いてませんでした。わたしなにも知りませんでした」

　ここまでごまかすのが下手な人をみるのは初めてだ。しかし、さっきから酒多さんの様子がおかしすぎる。会議と称して縁に何を話すつもりだったんだろうか。

「あの、酒多さんは縁さん……じゃない、縁に何を話すつもりだったんですか？」

　縁のことはさん付けで呼ばないと昨晩約束したばかりだった。思い出して訂正すると縁は「フンッ」と鼻を鳴らす。酒多さんがぽつりと呟つぶやいた。

「今、朗くん縁ちゃんを……な、なんでもないです気にしないでください！　えーと、その……そうです！　今度一緒に縁ちゃんとお買い物に行きたいっていう提案です！」

　酒多さんは額ひたいに汗まで浮かべていた。視線も先ほどから遠泳したまま帰ってこない。縁が小さく肩を落とした。

「そんな話ならいつでもオッケーです。大事な話とか会議とか言うから身構えちゃったじゃないですか」

　ぽんっと酒多さんは胸の前で小さく柏かしわ手でを打った。嬉しそうにぴょこんとジャンプすると、ゆっさぷるたゆんと果実が揺れる。

「じゃあ行きましょうお買い物！　吾あ妻づま市しまで遠えん征せいです！」

　酒多さんは笑顔なのだが、なんだかその表情が無理をしているように見えて俺はなんとなく落ち着かなかった。

　予鈴が鳴って教室の外に出ていた生徒たちが教室内に戻ってくる。酒多さんはそそくさと自分の席に着いた。俺はマイペースで席に戻る。俺が先に席につくと、縁が隣に立ってそっと小声で尋ねてきた。

「さっきの転倒はわざと助けなかったのか？」

「あ、ああ。致命的じゃないと判断した」

「よくやった。いや、よくやらなかったな。褒ほめてやる」

　完全に上から目線でお褒めの言葉を賜たまわりました。縁も自分の席につき、次の授業で使う教科書を机の上に並べ始めた。俺もそれに倣ならいつつ前を向く。予鈴に呼応するように川原がむっくりと身体を起こした。やっぱりこいつ充電式なのか？

　川原はともかく、さっきからおどおどしっぱなしの酒多さんが心配だ。とはいえ気遣いすぎるのも、酒多さんにはよくないのだが……。

　ふと見ると彼女は斜ななめ前の席で折りたたみ式のコンパクトミラーを出して前髪を直していた……ようだが、一瞬鏡の中の酒多さんの目と、俺は視線が合ったような気がした。酒多さんは慌あわててコンパクトをパタンと閉じる。

　もう一度チャイムが鳴って、次の授業の担任教師が教室に姿を現すのだった。




　今日も放課後はポイズンでアルバイトだ。

　碧みどりさん曰いわく「自分の趣味と旦那さんの夢の両立が目標！」だそうだが、それは酒多さんという接客のエースを得て実現しつつあった。

　ここ数日でお客さんは確実に増えている。俺も料理という形で売り上げに貢こう献けんできて……いればいいなと思う。

　この街に来て自分の存在を消そうと思っていたのに、俺は居場所を見つけてしまった。碧さんからもすっかり厨ちゆう房ぼうの全権を任されている。頼りにされているのだろうか。プレッシャーにも感じるが、嬉しくもあった。

　ともあれ、カウンター内の厨房を使いやすいようにカスタマイズしてきたが、これからもさらなる効率化をしていかねばなるまい。

　メイド服姿の縁がカウンター前にやってきて伝票をパタンと置いた。

「……パンケーキ」

「了解した」

　短いやりとりだが、縁ともようやく意い思し疎そ通つうができるようになってきた気がする。

　縁はセットのドリンクオーダーを碧さんに通しに行った。俺は念のため縁がもってきた伝票を確認する。お客さんは窓際真ん中のテーブル席の二人組で、注文したのはパンケーキセットとミルクレープセットだった。

　俺はパンケーキ用のフライパンをコンロで温あたためてから、濡ぬれた布ふ巾きんで鍋底を冷やす。ジュッ！　と布巾から湯気が上がった。パンケーキは一枚目が失敗しやすいのだが、こうすることで一枚目から綺き麗れいな焼き色になるのだ。

　さっそくパンケーキを焼きにかかる。このパンケーキの一番の特徴は生き地じの配合だった。ふんだんにヨーグルトをつかっている。外はサクリとクリスピーな食感で、中は粉っぽさ皆かい無むでしっとりふんわり柔らかい。

　俺がパンケーキにかかっている間に、縁が透明のガラスケースからミルクレープを取り出した。冷えたお皿にミルクレープをのせてホイップクリームでデコレーションする。

　料理を嫌っていた縁だが、ホイップクリームのデコレーションは……ぶびゅっと強く絞しぼり器きを押しすぎてクリームが飛び散ってしまっていた。なんで絞り口を上にして絞るんだお前は。上向きに飛んだクリームが縁のほっぺたにくっついてしまっている。本人はデコレーションに集中していて気づいていなかった。

「完成だ」

　縁は満足げな表情でミルクレープのデコレーションを終えた。ホイップクリームのかけ過ぎでミルクレープが雪崩なだれにあったようにクリームの下した敷じきになっている。

　アレをお客さんに出すのか……と、唖あ然ぜんとしたのだが、二人組のお客さんは先日も来ていた縁のファンだった。たぶん、アレで正解なんだろう。

　わかっていても見ていて肝きもが冷える。

　学校では酒多さんのことが心配なのだが、ポイズンでは縁の方から目が離せない。

　縁は碧さんが用意したアイスコーヒー二つと、自信作（？）のミルクレープをトレーに乗せてお客さんが待つテーブルへと運んでいった。

「……アイスコーヒーとミルクレープ。パンケーキは焼いてる」

　むすっとしながら縁は適当にアイスコーヒーとミルクレープをテーブルの真ん中においた。

「あ！　ミルクレープは俺ね！」

　お客さんの方が気を遣って、自分でミルクレープを確保したぞ。そこは「ミルクレープのお客様は？」とか、確認取るところだろうに縁さんや。

　傍ぼう若じやく無ぶ人じんな縁にお客さんの方が恐きよう縮しゆくムードだ。パンケーキを頼んだ方のお客さんがさっと手をあげた。

「あ、あのすいませんメイドさん！　写真一枚いいですか？」

　お客さんがデジカメを取り出した。俺はパンケーキをひっくり返しつつ、縁が何も起こさないことを祈った。

　ちなみに、写真撮影に関しては特にお店の方で禁止していない。忙しい時間帯はお断りさせていただくこともございます、程度のお約束だ。

　酒多さんはこの数日の勤務で一緒に記念撮影やらモデルのようにポーズを頼まれたりと、写真を撮られることが多かった。最初は戸と惑まどっていた酒多さんだが、段々とモデルが様になってきている。

　お客さんの希望で酒多さんと一緒に記念撮影をする時には、決まって川原がいつの間にかやってきてカメラマンを担当していた。どんな種類のカメラだろうと持ち主から使い方を説明されてもいないのに、川原はきちんと使いこなす。

　学校ではダメ人間だがポイズンではやたらとハイスペックだな川原。

　ともあれ、この写真サービスもポイズンの魅力の一つになりつつあるようなのだが、縁の写真を撮ろうというチャレンジャーがとうとう現れてしまった。

　お願いされた縁はというと。

「…………チッ」

　いきなり舌打ちから入るあたり、縁の嫌がり方は露ろ骨こつすぎる。が、そこにトテトテと早足で女神がやってきた。酒多さんだ。最近の酒多さんはお客さんがカメラを持ち出すとすーっとそちらに移動するまでに成長していた。

「ほらほら縁ちゃんスマイルですよ♪　せっかく可か愛わいいんだから縁ちゃんの魅力たっぷりの一枚にしましょう！」

　縁に後ろから抱きつくと酒多さんは仏ぶつ頂ちよう面づらのほっぺたに手を伸ばしてぷにぷにと動かした。顔のマッサージでもするように縁の頰をほぐすと、トドメに口角をぐっと指でおしあげて縁を強制的に笑顔にする。

　引きつった笑顔だった。口は笑っているのに縁の瞳は「これから人を殺します」的な殺意を発していて、非常にアンバランスな表情だ。

　カシャリ！　と、シャッターが切られる。

「や、やめろ撮るな！」

「恥ずかしがってたら立派なメイドさんになれないですよ？」

　酒多さんが縁のほっぺたに頰ずりした。ぷにぷにほわんと、柔らかい擬音が聞こえてきそうな女の子同士の触ふれ合あう姿だ。酒多さんはとびきりの笑顔で、縁は困って伏し目がちになりながら、うつむき気味で眉を八の字にさせていた。

　写真を撮られるのは嫌だけど酒多さんとの密着状態は嬉しい。そんな感じだ。

　俺は焼き上がったパンケーキを皿に並べてメープルシロップとバターを添そえてから、呼び鈴を鳴らした。チ――ン！　と、甲かん高だかい音がフロアに響く。

「離しやがってください酒多さん。でないとこいつらに料理を運んでやれません。運ぶのとか不本意ですけど」

「縁ちゃんそんな言い方いけません。お客様はご主人様ですよ？」

「…………」

　酒多さんがぺこりとお客さんにお辞儀をした。

「申し訳ございませんご主人様」

「え、いや、いいんで！　そんな謝らないで！　不本意でけっこうですから！　むしろ我々の業界ではご褒美です！」

　二人組のお客さんたちの方があたふたしていた。

　相変わらずトラブルにならなかったのが不思議なくらい、縁の接客は見ていてあぶなっかしい。酒多さんの愛情たっぷりな拘こう束そくから解放された縁は、肩を怒らせ口をとがらせ瞳を怒りでぎらつかせながら厨房前のカウンターまでやってきた。

　今し方できあがったばかりのパンケーキが甘く温かい湯気をあげている。

「もっていくぞ」

「お客さんたち、お前のことを心待ちにしてるようだから早くいってやれよ」

「……う、うるさい！　何が心待ちだ！　おでんをおかずにご飯を食べ死ね」

　食べ死ぬってどういう死に方かはわからんのだが、おでんはおかずにはならんだろう。まず間違い無く。

　ああ、まったく……酒多さんレベルとまで贅ぜい沢たくは言わんから、縁の接客はどうにかならんものか。

「猫かぶってわざとらしく可愛いキャラ作れ……とまでは言わんが、もう少しだけ丁寧に接客した方がいいと思うぞ。酒多さんにも負けないくらいお前は可愛いんだし」

「は、恥ずかしいことを言うなッ!!　褒ほめるなッ!!　気持ち悪いッ!!」

　口ごもると縁の顔が熟した苺いちごのように赤らんだ。が、可愛いのはここまでだ。ぶんと腕を振り上げたかと思うと、俺の頰めがけてビンタが飛んできた。

　バチンッ!!　という破裂音とともに俺の顔に紅葉もみじができあがる。自分の七秒後の運命を知る能力があれば、こうもむざむざやられはせんのだが……。

　このやりとりを目撃してしまった酒多さんの目は満月のように丸くなり、やられた俺はきょとんとしたまま棒立ちで、ビンタを放った縁はといえば……顔を真っ赤に染めたまま肩をふるふる震えさせていた。

「お、お前が悪いんだからな！　そんな見みえ透すいた噓うそ言うな！」

「噓を言ったつもりはないんだが」

「なんでそんな上から目線なんだ。私の方が上だぞ平会員」

「二人しかいないだろ守る会のメンバーは。上下関係つくってもむなしくならないか？」

「ううぅぅうううぅぅうううぅぅうううぅぅうううぅぅうううぅぅうううぅぅ」

　獣のように縁はうなり始めた。

　もしかして恥ずかしがっているのか？　俺も縁も棒立ちでぴたりと視線が合う。縁は俺をにらみつけながらうーうーとうなりっぱなしだ。

　すいません。どうしていいのかわかりません。誰かこの状況を打だ破はできないですか？　お客様の中に弁護士か牧ぼく師しか平和の使者的な仲裁が得意な方はいらっしゃらないものでしょうか？

　俺が恐る恐る縁から視線を外してフロアに目を向けると、うわぁ……お客さんたちがこっちを見てるよ。特に先ほど縁に写真を頼んだお客さんたちが、俺に熱視線を浴びせてくる。くそう、公衆の面前でビンタを食らって注目の的になるなんて恥ずかしすぎるぞ。

　縁は相変わらず俺をにらみつけている。酒多さんが心配そうにこちらをちらちら見ていた。

　時間が凍り付いたような沈黙が訪れる。が、そんな微妙で繊せん細さいな空気を一ミリたりとも読まない男が約一名、フロアを横断してまっすぐカウンターまでやってきた。

　パンケーキをスッとトレーに載せて、縁目当てな二人組のお客さんのテーブルまで運んでいく。

「お待たせいたしましたご主人様。特製パンケーキでございます」

　うやうやしく礼をして、コトリとも音を立てず静かに皿をおく……川原。一流のホテルマンかギャルソンといった雰ふん囲い気きすら醸かもし出だしていた。やっぱりこいつは無駄にハイスペックだ。素の性格がアレなおかげで非常に残念なことになっている。なんだかもったいないぞ川原。普通の対人スキルさえあればきっと女の子にモテただろうに。

　縁が目当ての二人組は「あ、えっと……はい、すいませんすいませんごめんなさい」と恐縮しすぎて川原に謝っていた。川原はニコリと微笑を浮かべる。

「そちらのカメラ、最新のものでございますねご主人様。明るくコンパクトなパンケーキタイプのもの……このレンズはとても評判がよろしいとうかがっております」

　奇き妙みような空気が充満しつつある店内で、川原の方からお客さんに話しかけていった。パンケーキを頼んだお客さんのカメラのレンズがパンケーキ？　俺にはさっぱり意味がわからないのだが、川原とお客さんはすっかり意い気き投とう合ごうしていた。

「あれ？　詳くわしいんですか？　小さくても写りがいいんですよこのパンケーキ！」

「以前から興味がありまして」

　あっという間に二人組のお客さんは川原とカメラ談義に花を咲かせ始めた。それにつられて他のお客さんたちも、俺と縁に集めていた視線を元に戻す。

　潮しおが引いたように店内はまたいつもの穏おだやかな雰囲気になっていた。

　もしかして川原に助けられたのか？　あのまま縁に視線が集まっていたら、また縁は店から飛び出していったかもしれない。

　ともあれ俺が不条理な痛い目にあっただけでこの場は収おさまったわけだが、さて、困ったことに目の前には相変わらず縁が仁に王おう立だちしている。

　酒多さんがカウンターにやってきた。

「あ、あの朗くんと縁ちゃん、どうしたんですかさっきから？」

「……いやそのこれは」

　俺も含めて、最近みんな様子がおかしくなっていると思う。マイペースなのは川原くらいだ。縁が首をぶんぶん左右させた。

「どうもしません。私は今、こいつと話をつけなきゃならないんです！」

　縁はまるで因縁の対決の決着でもつけようかという口ぶりで、その瞳には気迫の炎が燃え上がっていた。俺が嫌いというだけでそこまで燃えないでください。マジで。

「あの、大事なお話なんですか？」

　酒多さんがじっと縁を見つめた。真剣なまなざしだ。眉を八の字にして心配そうにしている。普段よりも八の字の角度が鋭角だ。不安……なんだろうか？　俺の身を案じてくれているのなら心配無用ですから酒多さん。ただ、骨だけ拾ってもらえれば……って、戦う前から負けを意識してどうするよ俺。

　酒多さんの心細そうな憂うれうような表情を見ていると、なんだか自分が悪いことをしたんじゃないかと思えてくる。酒多さんは俺にとって二足歩行するプチ懺ざん悔げ室しつ……なのかもしれない。縁は酒多さんに強気で返した。

「すごく大事なことです！　けど酒多さんには関係ないことです！」

　関係ないと言い切ってから縁はハッとする。酒多さんを仲間外れにするような口ぶりだ。まぁ、酒多さんを守る会の存在について縁が秘密にしたがるのも当然だが、関係ないという言い方には少々難ありだと思う。

「そうなんですね。縁ちゃん……やっぱりやっぱり、そうだったんだね」

「なにを一人で納得してやがるんですか酒多さん」

「納得……したくないけどわかりました。女の子から勇気を持って言ったんだから、朗くんはちゃんと応こたえないといけませんよ？」

　酒多さんは俺を見るなり悲しそうに瞳を涙で潤うるませた。俺は無意識のうちになにか悪いことをしてしまったのだろうか。

「あ、あの酒多さん大丈夫か？」

　焦あせって気の利きいた台詞セリフの一つもでない。なにがどう大丈夫？　なんだよ俺。けど、他に言葉が思い浮かばなかった。

「いいんです私のことは気にしないで！　お仕事お仕事！　さぁがんばりますよ！」

　泣き顔から一転して、酒多さんは吹っ切れたような笑顔を見せる。

　酒多さんの様子は明らかに変だ。なのに俺はそれ以上聞けないでいた。

　酒多さんはくるっとターンする。が、普段の元気がない。スカートの浮き上がり方も控ひかえめだ。

　酒多さんがフロアに戻ったのを確認して、縁が再び俺を見み据すえた。

「お前、酒多さんになにをした!?　なんで酒多さんがあんな表情をする？」

　俺が聞きたいくらいです。と、言っても縁は許してくれなさそうだ。

　縁が厨房側まで入ってくると、俺の袖そで口ぐちをぎゅっと握って引き寄せた。ＲＰＧのボス戦並の逃げられ無さ感が漂う。ぐッ！　こいつ、厨房の中に入って足下が見えなくなったのをいいことに、かかとで俺の足の甲こうを踏んで来やがった。

　どうしていいのかわからない。と、そこに川原がオーダーをもってやってきた。縁が俺の足の甲にめり込ませていたかかとをすっと引っ込める。

「オムライスのオーダー入ったぞ。それと雪崩式ミルクレープに追加オーダーだ」

　縁の失敗ミルクレープは今日から新メニューに加わったらしい。

　ぶっきらぼうに告げる川原だが、俺が縁に拘束されてるのを見るなり厨房に入ってきて腕を振り上げた。

「執しつ事じチョップ！」

　ガッ！　と、川原の軽めの手刀が俺の袖口にヒットした。驚いて縁は俺の手を解放しつつ、川原に抗議する。

「な、なななな何するこのへ、変態二重人格マニュアルバカ！　死ね！　普通に死ね！」

「死ぬかよ。ほらとっとと作れよ調理係。縁もフロアに戻った戻った。碧さんがドリンクとフロア掛け持ちになって、てんてこダンシングだろ？」

　てんてこダンシング？　ああ、てんてこ舞いか。いきなり言うからすんなり理解できなかったぞ川原。

　くだらないフレーズを交えながらも、もっともなことを言う川原は縁に有無を言わさずカウンターから引っ張り出した。

　俺をもう一度だけねめつけてから縁は不満げにフロアに戻っていく。

　また助けられた。俺はカウンター内に戻って手をさっと洗う。そんな俺を川原はじっと見据えてきた。

「んで、なにやったんだ？」

「別になにもしてないんだが」

「そうかぁ？　にしてもアレだな。テメェと縁ってなんつうか喧けん嘩かするほど仲がいいっつうか羨うらやましいぞ」

「ハァ？　なんでそうなる」

「端はたから見てるとしょっちゅう見つめ合ってるように見えるんだけどな」

「そんなバカな。あり得んだろう。縁のあの目は獲え物ものを狩る獣の目だ」

「バカはどこのドイツ人なんだかな」

　肩をすくめてから川原はフロアに戻っていく。くだらなすぎるだじゃれはともかく、妙に引っかかる物言いだ。こいつは基本的には変人だと思うんだが、時々たまにごくまれにしれっとまともなことを言うような気がする。

　今の一件で疲労が一気に蓄ちく積せきした。まだ営業終了時間まで一時間以上ある。今日のバイトはなんだか時間の進みがひどくゆっくりに思えた。




　この街にやってきてから四回目の土曜日を迎えた。俺は今、稲いな波ば駅から三駅ほど先にある吾あ妻づま駅の駅前に立っている。のんびりとした稲波駅とは対照的な、都会的かつ近代的な大きな駅だ。毎日たくさんの人々を呼吸するように吸ってははき出す吾妻駅はこの周辺のターミナル駅だった。

　もちろん俺一人ではない。酒多さんに縁に川原もいっしょだった。正直なところ、川原がいなければ両手に華……いやいや、川原がいてくれてよかったと思う。あまり頼りたくもないのだが、川原の空気ブレイカーのおかげで何度か助けられたのは事実だ。

　今日、こうして俺たちが集まったのは、先日酒多さんが発案した「お買い物に行きたい」というイベントをこなすためだった。

　吾妻駅前の総合ショッピングセンター「ラピータ吾妻」には一〇スクリーン完備のシネコンと一二三の専門店。それに大手家電チェーンが出店していた。和食、洋食、中華にイタリアンやインド料理などなどのレストラン街も充実のラインナップだ。

　手軽に利用できるフードコートの方が懐ふところにも優しいし、なにより限られたスペースの厨房で作っているところに俺は惹ひかれるものがあった。フードコートには焼きそば、讃さぬ岐きうどん、ハンバーガーやドーナツのチェーン店などが一堂に会している。中でも俺が注目しているのはオムライス専門店だ。メニューはオムライスのみと潔いさぎよいのだが、ソースをカレー、ドミグラス、トマトベース、ホワイトソースと四種類から選ぶことができた。ポイズンのオムライスはケチャップで文字を書くサービスが好評なので、ソースの導入は見送っていたわけだが……やっぱりいいなと思ってしまう。

　フードコートをさらっと下見しつつ、俺は酒多さんに連れられてファッションの専門店街にやってきた。

「これなんて似合うと思います！　うさみみスカーフです！」

　ヘアバンドやシュシュの陳ちん列れつされているアクセサリーコーナーで、酒多さんは黒いスカーフを手にしていた。頭に巻くように装着すると、ワイヤーの入った先端部分がうさぎの耳のよろしくぴょこんと立つ。自分でつけるのかと思いきや、酒多さんは縁の頭にくるんと巻き付けた。

「やめてください恥ずかしいです。死ぬ」

　本気で拒絶するでもなく、縁はうつむいてほっぺたを赤くさせていた。













「恥ずかしくないですよ。とってもとっても似合ってます♪　そうですよね朗くん？」

　ここで俺に振りますか酒多さん。どんだけキラーパスだ。俺は酒多さんのパスをスルーしようと振り返った。

「どう思うよ川原……って、いねぇし」

　アクセサリーコーナーにくるまでは確かに後ろについてきていた川原だが、いつの間にか姿を消していた。

「ほらほら朗くん！　観念して縁ちゃんを可愛いと認めなさい！」

　酒多さんは口をとがらせていた。俺が縁に視線を向けると縁はとたんに不機嫌な顔つきになる。

「マヨネーズを右の鼻の穴に注ちゆう入にゆうされて、左の穴から垂たれ流ながしになって死ね」

　ですよね。酒多さんには恥じらう縁だが俺に対しては相変わらず辛しん辣らつだ。川原のやつ……逃げやがったな。きっと今頃、家電店のカメラコーナーで店員さんとカメラ談義でもしてるんだろう。役立たずのポンコツ空気ブレイカーめ。

　とりあえず縁を褒めておくべきなんだろうか。いや、縁にキレられるのは明白だ。そこで俺は標的を変更した。

「酒多さんもつけてみたらどうだ？」

「え？　ええッ？　わたしがですか？」

「可愛いんじゃないか？」

「は、はい。つけてみます！　やってみます！　何事もチャレンジです！」

　酒多さんはおどおどしつつも、白いうさみみスカーフに手を伸ばした。それを頭につけて俺の方を向く。ああ、なんだろうこの感じは。可愛い。どこかの誰かさんのように威嚇するでもなく、うさみみがついた可愛さにプラスして恥じらうような表情を見せる酒多さんは乙女おとめだと思った。

「ど、どどどどどどどうですか朗くん？　似合ってますか？」

「お、おう。似合ってるし可愛いぞ」

「はうぅぅ。ありがとうございます！」

　酒多さんが顔を真っ赤にさせる。と、黒いうさみみスカーフをつけたまま縁が俺の前に立った。縁の靴のかかとが俺のスニーカーの足の甲に突き刺さる。

「痛ッ！　踏むな！」

　縁は踏みつけてからぐりぐりとかかとをさらにめり込ませた。酒多さんが白いうさみみスカーフをすぐさま外す。

「はわわわわごめんなさいごめんなさい！　縁ちゃんを差し置いて朗くんに褒められて、嬉しくなっちゃってごめんなさい。男の子にアクセサリーが似合うとか可愛いって言われたの初めてだったんです。テンションが上がってしまったんです」

　酒多さんは焦って言い訳を始めた。すぐにうさみみを外してしまって、なんだかもったいない。

　縁は俺の足を踏むのをやめて酒多さんの元に戻っていった。

「酒多さんうさみみ可愛いです。つけてもいいと思います」

　酒多さんは極度に自重気味になってしまった。その原因を作ったと自覚したようで、縁までいっしょにそわそわしていた。

「い、いいんですか？　縁ちゃんは朗くんが他の女の子を可愛いって言っても……いいんですか？」

「酒多さんが可愛いのは事実だから仕方ないです。それに……」

　縁は一度深呼吸をしてから、酒多さんをじっと見み据すえた。

「私はこいつのことなんて、本当になんとも思ってないです。きっと酒多さんの勘違いです」

　酒多さんの顔が耳の先まで真っ赤になる。

「え、ええええッ!?　でも……でもでもでも」

　悲鳴をあげるほど意外だったのか酒多さん。俺と縁はしょっちゅう喧嘩をしているわけだが……いや、対等な立場での喧嘩ではなく俺が一方的に虐ぎやく待たいされているのに「てっきり二人はそういう関係なのかと思っていました！」と、喧嘩するほど仲が良い的な肯定的なとらえ方をしてしまうなんて。酒多さん、ポジティブすぎます。

「喧嘩するほど仲が良いって言いますし」

　想像通りの台詞が酒多さんの口をついて出たので、俺は心の中で苦笑いだ。縁がまとめた。

「こいつと私はほぼ赤の他人です。だから酒多さんがうさみみスカーフをつけても誰も文句は言わないし、私も酒多さんにうさみみはむしろ似合うと思うし……」

「あ、ありがとうございます縁ちゃん。縁ちゃんもとってもとっても似合ってます」

　縁の顔がまた赤くなった。俺はつい、ぽろりと本音をこぼす。

「色違いでおそろいのを買ったらいいんじゃないか？」

「はい！　そうしましょう縁ちゃん」

「うるさい死……おそろい万ばん歳ざい」

　縁が途中で意見を華麗に翻ひるがえした。本当に縁は酒多さんが大好きなんだな。

　ともあれ、これで酒多さんの誤解は解けたと思いたい。いつの間にそんな風におもっていたんだかわからないのだが、ここ数日の酒多さんの奇妙な行動もこれで終息に向かってくれるだろう。

「じゃあ次はうさみみときたらふわふわ尻尾しつぽですね！　もふもふです」

「酒多さん尻尾なんてどこに売ってやがりますか？　ハロウィンの仮装をするにはまだだいぶ早いです。今日はうさみみスカーフだけで我慢です酒多さん」

　もう一度酒多さんは白いうさみみスカーフをつけて見せた。

「あ、あの、朗くんに……な、なついちゃってもいいですか？」

　いきなり何を言い出すんですか酒多さん。これは即答すると危ない気がした。縁の監視の目が俺に突き刺さっている。

「酒多さん、なつくって言い方はなんだか変じゃないか？」

「そ、そそそそそうですよね朗くん！」

　そういえばメイド服の時もそうだったけど、酒多さんってコスプレが好き？　なんだな。変身願望の持ち主なのかもしれない。別に無理に他の何かに変身しなくても、酒多さんは普段通りでいいと思うんだが。

「じゃ、じゃあ買って来ますね！」

　酒多さんは縁の背中を押して二人一緒にレジに並びにいった。

「なつかれてるのか面堂朗？」

　いきなり背後から声を掛けられて俺は盛大に肩をびくつかせる。振り返るといつの間にやら川原が戻ってきていた。

「み、見てたのかお前！　ふらっと居なくなったかと思えば、いったいどこに行ってたんだよ」

「トイレだ。テメェにオレの生理現象を止める権利はないぜ」

　はいはいそうですね。

「それで、お前は酒多さんをどう思ってるんだ？」

「どうって……どういう意味だ？」

「言わせんなよ恥ずかしい！」

　あぁ……疲れる。ポイズン以外でこいつと話すとなぜか俺の体力ゲージがみるみる赤くなっていく気がする。

「逆に聞くが、お前はどっちが目当てなんだ？　まさか縁ってことはないよな？」

　川原が俺をダシにして加入した時の印象だと、やっぱり酒多さん狙ねらいっぽかったわけだが、今のところ川原が酒多さんにちょっかいを出している雰囲気は皆かい無むだ。

「オレの話はどうでもいいんだ。オレはテメェがどうなのかって聞いてるんだよ面堂朗」

　どうして俺のことを気にするんだ。別に心配せんでも俺は酒多さんにも縁にも中立な立場だというのに。

「わかった。俺は酒多さんにも縁にも中立だ。どっちが好きとかそういうんじゃなくてだな……おい、恥ずかしいから二人には言うなよ。なんつうか、仲間というか家族というか、一緒にいるだけでいいっていう感じなんだ」

　我ながらむずがゆいことを口走ったと思う。一ヶ月前の自分からは想像もつかない変化だ。

「お、おおぅ。そうか！　ならチャンスはあるな」

　川原は小さくガッツポーズを作った。ああ、やっぱりこいつは酒多さん目当てか。

　そうこうしているうちに酒多さんと縁が買い物を終えて戻ってくるのだった。




　それから吾妻市で遊び倒した。遊び疲れてへとへとになるのは、小学校低学年の頃以来かもしれない。俺も小二くらいまでは普通に友達と楽しく過ごせていたんだと、なんとなく思い出した。

　気づけば日も暮れかけていた。俺たちは帰りの電車に揺られている。車内は席もがらんと空あいているのだが、三駅程度ならあっという間なので四人とも立っていた。

　正直、楽しかった。が、俺は楽しむために一緒に来たんじゃない。これは酒多さんを守る会の活動の一環だ。

「みんなでお出かけできて、すごく楽しかったです♪」

　酒多さんは人なつこい子犬のようにはしゃいでいた。今日はここまでノートラブルだ。電車は稲妻川にかかった大橋を渡っていく。川面かわもがキラキラと夕日を反射して、窓を背にした酒多さんに綺麗なオレンジ色のエフェクトをかけていた。二重の意味で眩まぶしい。と、俺が惚ほうけていると俺の足の甲に縁のかかとがぐさりと落ちる。

「痛ッ！　な、なにしやがる？」

　縁はじっと俺を見据えてきた。最近のこいつは一段とその威力を増しつつある。酒多さんが眉を八の字にさせて俺と縁を交互に見つめた。

「も、もしかして、やっぱり朗くんと縁ちゃんは二人の方がよかったですか？」

「さっきも言ったけど、そんなわけないでしょうに酒多さん」

「酒多さん意味がわからないです。なんでこんなアホと私を二人にするんですか？　こいつと二人になるくらいなら、私は殺人鬼のいるコテージを選びます」

「縁ちゃんそれだと死亡フラグが回避できてないですよ？」

「ともかくこいつとだけは絶対に嫌です！　死んだ方がマシです」

　それはこっちの台詞だ縁。

　酒多さんと二人ならまだしも、なんで俺がこんな凶暴な小動物と二人で行動しなけりゃならんのだ。しかしせっかく誤解が解けたと思ったのに、酒多さんの方からぶり返してくるなんて想定外だ。なんだか妙に気まずい空気になってしまった。電車の揺れる音が余計に大きく感じられる沈黙が訪れた。

　そろそろ空気を読まずにこっちに突撃してきてもいいだろ。と、俺が川原に視線を向けると、川原はずっとカメラをいじっていた。先ほど買ったばかりの新しいレンズをさっそく装着させている。

「何やってるんだお前は」

「レンズも新調したし撮影モード合わせてんだよ。夕日モードでオッケーっと」

「オッケーもなにも、だいたい何を撮影する気だ。もうすぐ稲波駅だぞ」

　先ほどのキラキラした酒多さんを撮っていたならデータをコピーしてほしい……と、思ったのだが口にはしなかった。おそらくこいつはカメラに夢中で酒多さんのキラキラ化には気づいていなかったろうし。

「撮影といったら街だよ街！　愛する我が街の表情を切り取るんだ」

　とりあえず盗撮で捕まらないことを祈るぞ川原。

　川原に話題を振ったことで気まずい空気がいくらか緩かん和わされた……と思いたい。

　車内に「次は稲波駅～～稲波駅～～」と、アナウンスが入る。アナウンスは引き続き乗り換え案内を始めた。もうまもなく駅に着くだろう。

　俺が小さく息を吐くと、酒多さんが一歩、俺に近づいてきた。

「あ、あの……朗くんごめんなさい。わたし変なこと言いましたよね……朗くんと縁ちゃんのことがなんだかすごくお似合いのカップルさんに見えて……」

　もちろんカップルでもお似合いでもないわけだが、俺が縁と時々連れん携けいしているところが酒多さんには仲良しに見えるんだろうか。

　俺がなんと答えればいいか迷っている間に……右耳がうずいた。




《キ――――――――――――ッ！　キャッ!?　はうぅ……ごめんなさい！　朗くん大丈夫ですか？　……ああああ！　恥ずかしいです！　はわわわわ》




　甲高い金属の摩擦音はきっとブレーキだ。酒多さんはまた転ぶんだろう。ただ、俺が心配されてるってどういうことだ？

　キ――――――――――――ッ！　と、ブレーキが悲鳴をあげて、車内が大きく揺れた。カメラで両手がふさがっていた川原は豪ごう快かいにスッ転ぶ。ざまぁ……ご愁傷様だ。

　縁はよろけながらも支し柱ちゆうに摑つかまったようだ。俺はつり革かわに手を伸ばしたのだが、その手は空を切る。何が起こるか予想がついていたのにワンテンポ遅れてしまった。

　酒多さんの悲鳴の中に俺の名前があったことに気を取られたせいだ。

「キャッ!?」

　酒多さんが俺に摑まってきた。俺は自分で自分を支えるだけでなく、酒多さんまで支えねばならない。にもかかわらず、つり革をキャッチできずにそのままバタンと後ろ向きに倒れた。俺の身体は酒多さんの下敷きになる。電車はガタンと再び大きく揺れてから、完全に停止した。

「はうぅ……ごめんなさい！　朗くん大丈夫ですか？　……ああああ！　恥ずかしいです！　はわわわわ」

　俺の顔は酒多さんの胸の下にあった。女の子特有の甘い匂においと、後頭部を軽くぶつけた痛みで頭がくらくらする。女の子に乗っかられて密着するなんて生まれてこの方初めての経験だ。心臓がばくばくと音を立てているのが自分でもわかる。頭がぼんやりしてきて俺は動けなかった。

「おい離れろ！　酒多さんから離れろ！」

　上から声が振ってくる。いや、酒多さんが退どいてくれないと動きようがないわけだが。

「いま退きますすぐ退きます！」

　大慌てで酒多さんは立ち上がった。が、俺はまだくらくらしっぱなしだ。

「立て！　早く立て！　お、おっぱいで窒息死なんてお前には贅沢すぎる死に様だぞ！　絶対に許さないからなッ!!」

　首をゆっくりあげると、縁のスカートの中のライム色がちらりと見えた。

「ライムグリーン……ぎゃ！」

　縁はご丁寧に靴くつを脱いでから俺の顔面をげしっ！　と踏みつける。

「土足でないだけありがたく思え！」

　足の指をぐにぐにさせて俺のまぶたの上から目をえぐろうとする縁。悪魔かこいつは。

　俺はぶっ倒れたまま車内アナウンスを聞いた。

「稲波駅のホームにて転落事故が発生し、緊急停車いたしました」

　なにやらアナウンスは続いているのだが、要約するとどうやら転落した人は無事助けられて、現在線路の安全確認中らしい。

「縁ちゃんストップです！　土足じゃなくてもそんなところ踏んだらいけません！　つぶれちゃったら大変です!!」

「……チッ。命拾いしたな」

　ようやく俺の顔面が靴下から解放された。俺はむっくりと起き上がる。縁に対して言いたいことはいろいろあるのだが、ともあれ酒多さんに怪我がなくてなによりだ。

「あの、ごめんなさい朗くん。下敷きにしちゃって。お、重くなかったですか？」

　恥ずかしそうに酒多さんはうつむいて顔を真っ赤にさせた。

「いや、怪我もないようでなによりだな」

「はい！　やっぱり朗くんはわたしにとって……」

　言いかけて酒多さんはちらりと縁を確認する。縁は俺をにらみつけていた。

「わたしにとって……最高のお友達です！」

「お、おう」

　俺が頷うなずいた瞬間、俺の頰がぐいっとつままれる。

「いでででででッ！　っと、地味に痛いだろうが！」

　縁はぶちんと俺の頰を引きちぎるようにしてから、じと目で確認してきた。

「…………今のはどうなんだ？」

　縁はそれ以上言わなかった。だが、何を言わんとしていたのかは俺にもわかる。酒多さんをきっちり支ささえてあげていれば、俺が胸に押しつぶされたり、ライムグリーンが垣かい間ま見えたり、足で踏まれたりもしなかっただろう。

　無言の縁と俺は見つめ合った。すると、酒多さんがあたふたと乗降口に向かう。

「あ、あの、降ります！　ここから歩いて帰ります！　その方がいいですよね？」

　酒多さんは開くはずもないドアに手をかけて開けようとしていた。いや、それ無理ですから。とりあえず止めよう。

「ちょっと待って酒多さん。いきなり何を言い出すんですか？」

「だって違うっていっても、やっぱり……やっぱり朗くんは縁ちゃんと……これ以上言わせないでください切なくなります」

　酒多さんは……涙ぐんでいた。

　酒多さん、だからそれは誤解ですよ。確かにこの数日、俺は縁に尋じん問もんされたり詰きつ問もんされたり面と向かって命のやりとり……もとい、交渉してきた。

　それを恋愛的に解かい釈しやくしてしまうあたり、酒多さんは乙女だと思う。が、今度こそここできっぱりはっきりとさせるしかない。

「そんなんじゃないですってば酒多さん」

「こんなやつとそんなわけありやがりません！　酒多さんの頭の中はお花畑ですか？」

　まるで示し合わせていたように、呼吸ぴったりで俺は縁とユニゾンしてしまった。

　まずい。これは非常にまずい気がする。打ち合わせもしていないのに呼吸ぴったりなんて最悪すぎる。

「か、隠さなくてもいいんですよ？　二人が仲良しさんなのはわかってるんですから！　もうはっきりと言ってください！」

　川原に助けを求めると、川原は大事なカメラに傷がついていないかチェックモードに入っていてまるでこちらを見ていない。やっぱりこいつはポイズンに居るときじゃないとダメ人間だ。

「わたしは縁ちゃんの恋を応援します！　人を好きになるのって、とってもとっても良いことだと思うんです」

　応援されても困りますから！　俺は心の中で叫んだのだが、縁は声を大にした。

「だから、酒多さんの誤解なんです。こいつのどこに女の子が惹ひかれる魅力があるんですか？　捨てるところしかない逆アンコウでやがります！」

　アンコウという魚は捨てるところがないというが、そのたとえは魚介類系食材の知識がないと伝わらないぞ縁さんや。というか俺もさんざんな言われようだな。だが、今は我慢するしかない。

　縁の言葉に酒多さんはぶんぶんと首を左右させた。

「そんなこと……そんなこと無いです！　朗くんは気がつく人だし、いつもわたしのことを助けてくれるとっても良い人ですよ。優しいしお料理も上手で、それからぐいぐい引っ張ってくれるリーダーシップもあるし、わたしが失敗しても無理に励はげますわけじゃなくて、すごく自然で……がんばれって言われるとわたし、苦しくなっちゃうんです。だけど朗くんのそばにいると、心がほっとしてとっても楽になって、ポイズンでアルバイトしてる時もそばに朗くんがいてくれるって思うと、すごくリラックスできるんです。朗くんがいてくれたから……わたし……わたしッ」

　酒多さんは自分の胸元に手を添えるように当てていた。声が切れ切れになっている。

　酒多さんが俺をそこまで信用していたことに驚いた。俺がしたことなんてせいぜい、異能に頼たよったフォローくらいだ。それも今後は減らしていく方向性なのに。

「酒多さんこいつを買いかぶりすぎです。こいつを褒めても図に乗るだけだからやめてくださいです」

「だ、大丈夫だよ縁ちゃん。わたしは朗くんのこと取ったりしないよ」

「心配なんてしてません！　本当にそんなことないんです誤解です酒多さんのダイナミック勘違いでやがります！」

　縁が熱弁する。俺も意を決して口を開いた。酒多さんにきちんとはっきりと言うために。

「だいたい、こんなに嫌われているのに縁が俺のことをそういう風に思うと思いますか酒多さん？」

「あれ？　やっぱりそうです。今、縁ちゃんのこと名前で呼び捨てにして……前にも呼び捨てにしてました。やっぱりそこまで打ち解けてたんですね」

　しまった。余計に誤解という名の溝みぞが深まった気がする。

「安心してください。クラスのみんなには秘密にしますから」

　涙ぐみながら酒多さんは笑った。だめだ完全に酒多さんは俺と縁をそういう関係だと思い込んでいる。

　俺がこれ以上何を言っていいのかわからなくなったところで、縁がいきなり腕を振り上げた。

　ビタンッ！　と、ビンタで俺の頰に紅葉ができる。これで通算二回目だ。今日は足で踏まれたりビンタされたりと厄やく日びすぎる。これで蹴けりまで食らったらリアル踏んだり蹴ったりだ。

「ど、どうですか酒多さん！　酒多さんがもし好きな人がいて、その人のことが大好きならこんなことしやがりますか？」

「し、しないですよ！　というかしちゃいけません縁ちゃん。好きな人にはもっと優しく甘々なくらいがいいんです。大丈夫ですか朗くん」

「ああ。俺は大丈夫だ」

　縁の暴行にはもう慣れた……と口にしかけた俺のお尻に縁がキックを放つ。

　バスンッ！　と、膝から下をしならせたムエタイ式のキックだった。ガチで痛い。酒多さんは「あわわわわ」と泡を食っている。

「というわけで、私とこいつは無関係でやがります。わかりましたか酒多さん？」

「本当に、本当ですか？」

「なんならもう一発やりましょうか」

「やめてください縁ちゃん！　朗くんが可か哀わい想そうです！　わかりました！　わかりましたからッ!!」

　ありがとう酒多さん。ムエタイキックをこれ以上食らったら、週明けからのポイズンのバイトに支し障しようを来すところでした。

　ガタンッ！　と、車両が揺れて電車が動き出した。駅での安全確認が終わったらしい。俺はどっと重たい息を吐く。

　いつの間にか俺の隣に川原が立っていた。

「なんとかカメラは無事だったぜ！　身を挺ていして守ったからな！」

「ああそうか、よかったな。偉い偉いがんばれお前ならできる絶対できるやれるやれるがんばれがんばれ」

　俺は投げやり気味に返事をするのでいっぱいいっぱいだ。しかし、川原はなんでこういうときに限って助けに入ってくれんのだ。

　橋を渡りきると都会から一気にのんびりした風景に車窓は様変わりした。ほどなくして電車は稲波駅のプラットフォームに到着するのだった。




　帰りの運行ダイヤに乱れはあったものの、ようやく俺たちは稲波駅には帰ってきた。

「今日はとってもとっても楽しかったです！　またみんなで遊びにいきましょう！」

　つきものが落ちたような笑顔で酒多さんは宣言した。今の表情は出会ったばかりのあの時の笑顔と重なって見える。

　ちょっとホッとした。

「酒多さん元気すぎです」

　縁がすっかりへろへろになっている。先ほどの誤解を解くという一件もあったのだが、このへばりぶりはそれだけではなさそうだ。今日はずっと酒多さんの「あれなんですか？」「これやってみたいです！」というリクエストに振り回され続けたのだ。ある意味、縁が一番の被害者だった。だが、酒多さんを守る会の会長として立派につとめを果たしたと思う。

　川原はさっそく買ったばかりのレンズを装着したカメラで、暮れゆく夕日と稲波駅の情景を撮影している。どうやら新レンズの威い力りよくは抜ばつ群ぐんなようで「スゲェ。パネェ」を連呼していた。

　そのうちポイズンのメニューに載せる料理の写真も頼みたいところだ。

　お疲れな模様の縁が酒多さんをじっと見つめた。

「他にも酒多さんがやりたいって思うことがあったら、付き合ってあげないこともないです。いつでも私に相談してください」

　酒多さんに頼られたい。素直じゃないところの方が圧倒的に多い縁だが、きっと縁にとって酒多さんは大事なかけがえのない友達なんだろう。

　すると、酒多さんは一度真剣な顔になった。

「あります。あと一つだけやってみたいこと」

「なんですか酒多さん？　それは今日できることですか？」

「うんと……今日からっていうか……私にはできないって思ってたし諦あきらめようって何度も何度も心の中で言い聞かせようとしてたんです。けど、諦めきれなくてずっと辛つらくて後悔して。だから、今日から変わりたいから……ううん、変わるんです」

　思い詰めたような表情のまま、酒多さんは縁ではなく俺に向き直った。

「わ、わわわわわわわたし！」

　声が震えて顔が耳まで真っ赤だ。夕日のせいだけじゃないだろう。酒多さんは俺をじっと見つめていた。熱っぽく潤んだ瞳で。

「恋が……したいんです！」

　目と耳と世界とすべてなにもかもを俺は疑った。幻げん聴ちようか？　次の瞬間、縁……ではなく、夕景を撮っていた川原が滑すべり込こむように俺の前に立ちふさがった。

「ふざけんなおいテメェどういうこった？」

「いや、ふざけてないが、俺もどうしてこうなったのか自分でもよくわからない。というか俺とは限らんだろう。お前だっているんだし」

　俺自身、何が何だかわからなくて混乱の渦の中をもがいていた。酒多さんは伏ふし目めがちに頰を赤らめている。

「どうみても今のタイミングと間合いと目線とその他もろもろでわかんだろそれくらい！　反対だ！　俺は絶対に反対だぞ！」

　いやわからん。わからんぞ。酒多さんは俺の名前を出して断言したわけじゃないんだし。というか、俺だとしたら困るんだ！　俺だって酒多さんのことを……。

「今すぐ酒多さんにごめんなさいしろテメェッ！」

　ごめんなさいしたらもったいないようなきがしなくもないようなそうでもないようなああああああああああああああああああああああああああああああああああッ!!

　思わず本音が俺の口からこぼれ落ちた。

「お前に言われる筋合いはないだろうに」

「カァ―――――――ッ！　出たよ。友情と愛情を天てん秤びんにかけたら愛情の方が重くなるってか？」

　愛情はともかく、天秤にかけるほどの重みがある友情を俺は川原と育はぐくんだ覚えはないんだが。

　俺はどうすればいいんだ？　本当に俺が酒多さんに告白されたのか？　喜んでいいのか？　いや、今のは酒多さんが「恋をしたい」と言っただけで、誰とは言っていないわけだし……。

　縁の方を恐る恐る見ると、案の定縁は俺を半眼視していた。だが縁も殺意の波動を発し切れていない。半眼視に迫力がなかった。

　酒多さんを守る会は酒多さんのやりたいことを応援する。

　会員の俺は酒多さんと一定の距離を保ち、節度ある関係を維持しなければならない。

　酒多さんは俺と「恋がしたい」と言った。

　矛む盾じゆんだ。酒多さんの恋を応援しつつ、節度ある関係を維い持じできるはずがない。秘密結社「酒多さんを守る会」の存在意義は、今や酒多さん本人の手で瓦が解かいしつつあった。

「だ、ダメですか？　わたしじゃダメですか？」

　俺に確認しないでください酒多さん！　ダメなわけがない。酒多さんみたいな美少女にそんなことを言われたら、どんな男だって快こころよく承しよう諾だくするだろう。

　俺に限ってはそうできない理由があった。

　縁が俺の背後に立ち蚊かの鳴くような声で呟く。

「……振れ」

　俺はもう、どうすることもできずに空を仰あおぐと……………………………………。

　逃げることにした。

　駅前のロータリーから逃げるように俺は走り去る。もうわけがわからない。ただただ、足が止まるまで俺は走った。夕闇の落ちた街を疾しつ走そうした。胸の中に奇妙な高揚感があって、俺は苦しいのに嬉しくて、でも酒多さんの目の前から逃げた自分が情けなかった。

　俺はバカだ。普段から他人と距離をとって、冷静な第三者を気取っていたのに……いざ、自分が主役になるかもしれないと思ったら、何も言えずに何も決められずにこうして逃げてしまった。でも、他にどうしたらいいのか……わからないんだ。誰か教えてくれッ！　俺には見当もつかんのだ。

　走って、走って、走り続けて……もう足が動かなくなったところでケータイが鳴った。息も切れ切れだ。周りを見ればいつの間にか駅前から住宅街を抜けて、畑と田んぼの真ん中に通った農道にいた。ゼェハァと草花の青臭い匂いを肺はいいっぱいにかっこみながらケータイを開く。

　酒多さんへの正式な回答は頭の中で真っ白なのだが……その着信は酒多さんからではなく縁からのメールだった。




　すっかり日が落ち薄暗くなった稲妻川の河か原わらに俺はやってきた。酒多さんを守る会の会合場所は大橋の袂たもとと決まったようだ。

　俺の方が先についたらしく場所を指定した縁の姿はない。川面に月が映りこんで、ゆらゆらと揺れている。ようやく俺は落ち着いてきた。もう一度、酒多さんの言葉を反はん芻すうしながら考える。




　恋がしたいんです！




　女の子に好きと言われたのは、生まれて初めてのことだった。もちろん俺の勘違いかもしれないが、そうでないかもしれない。状況からすれば限りなく後者だろう。

　正直、嬉しかった。ただ俺は逃げてしまった。こんな情けない俺を彼女はどう思っただろう。俺が丁てい重ちようにお断りするまでもなく、幻げん滅めつしたんじゃなかろうか。

　そうでなかったとしても……問題は二つある。一つは縁のことだが、もう一つは俺の中での問題だ。

　この問題がある以上、俺は酒多さんに対して正直にも素直にもなれなかった。今の距離感が幸せなんだ。酒多さんを時々、致ち命めい的てきなミスから助けて感謝してもらえれば俺は……幸せなんだ。一番怖いのは、酒多さんに拒きよ絶ぜつされることだった。

　ほどなくして縁が月の光に照らされながら河原に降りてくる。

「ちゃんと来たようだな」

「ああ」

「なんで逃げた？」

「わ、悪かったな。あのあと、酒多さんはどうしたんだ？」

「待ちますって言って……なかった。もうお前のことはどうでもいいらしい」

　ああ、待ちますって言ってくれたのか。幻滅はされなかったのか。俺は抑えていたつもりなのに、ほっぺたがあがってしまった。酒多さんが待ってくれたことが嬉しかった。

「な、なら、男として待たせるべきじゃないよな」

　俺は小さく息を吐つく。

「その通りだ。だからとっとと振れ！　酒多さんを傷つけるやつは許さないけど、今回だけは超大目に見逃してやる」

　縁もこの状況にいっぱいいっぱいなようだ。覇は気きがない。

「俺たちは酒多さんのやりたいと思うことを応援するんじゃなかったのか？」

「それはそうだけど違う！　なんで、なんで酒多さんはお前なんかを好きになったんだ！」

　それは俺だって疑問に思うところだ。

「ともかく酒多さんを振れ！　お前と酒多さんとじゃ釣つり合あわない！　熱々のアスファルトに埋まってロードローラーで整地され死ね！」

　縁に返す言葉が思い浮かばない。確かに釣り合わないと思う。酒多さんが俺の彼女に……だなんて、酒多さんの残念な部分を差し引いたってもったいなさ過ぎる。

　ビュウ……と、風が吹き抜けた。風は川面を大きく揺らして、水面に映していた月の分身が波打ちながらバラバラになる。

　俺に酒多さんはもったいない。そうだ、もったいないんだ。

　風が収おさまり月の姿が元に戻るのを待ってから、俺は縁をじっと見つめ返した。

「それなら恋愛……ごっこでいいんじゃないか？　今回の酒多さんのアレもきっと、いつもの『やってみたい』だと思うし、飽あきるのを待つっていうか」

「そんな中途半端な気遣いで酒多さんを傷つけるな……外げ道どう」

「傷つけるつもりなんてない！」

「もう傷つけてるだろう。お前は酒多さんに噓をついている」

「噓じゃない。異能のことはか、隠しているだけだ。言っていないだけだ。聞かれないから言わないだけで、噓じゃないんだ！　それに酒多さんを振るって言ったって、いったい何をどう切り出せば……」

　そこまで口にしてから俺はハッとした。何を切り出せばいいかなんて、わかりきってるじゃないか。

「異能のことをばらせばいい」

　縁に問答無用で突きつけられた。現実を。

　再び風が吹き抜けて月の分身は波間に溶けた。本格的に風が出始めていつの間にか雲が張り出し、月の本体も雲に隠れつつある。

　俺は震えるチワワのような弱気さで譲じよう歩ほを願い出た。

「……それだけはなんともなりませんか縁さんや」

　川面から完全に月が消えた。月は暗雲に飲み込まれ夜が一層暗くなる。

「私の口から異能のことを酒多さんに知られて嫌われるか、自分で全部白状するか好きな死に方を選べ」

「異能の話なんてして酒多さんが信じると思うのか？」

「酒多さんなら信じる」

　縁の判断は、悔くやしいがたぶん正しい。

　他の誰でもない、友達の縁が言えば酒多さんなら信じてしまうだろう。

　俺が今まで酒多さんをこっそり助けてきたことがバレてしまう。それだけならまだいい。問題は助けるのに使ったのが、意味不明な訳のわからない不気味でどうしようもない力だったということだ。俺の実力でも優しさでもなく、ただできるからしただけっていう、それだけのきっかけだということも……俺が感謝されたいから、酒多さんのためじゃなくて自分のためにしてきたのだということも……。

　酒多さんに知られてしまう。何もかも。何もかも。

　背筋に冷たいモノが走った。

「月曜日の放課後まで待つ。もし言わないなら私がバラす」

「待ってくれ！　俺は今のままがいいんだ！」

「無理だ。もう終わりだな。私だって……嫌いじゃなかった。たの……楽しい時もあった。お前と出会ってからの酒多さんはいつも嬉しそうで……だけど、お前が酒多さんを振ればきっとぎこちなくなる。もう一緒に何かすることもなくなる」

「じゃあ、俺が本気で酒多さんと付き合って、酒多さんを守って……」

「酒多さんに告白されて即座に逃げた人間が何を今更。それに私がゆるしゃな……許さない」

　言い残すと縁は河原から堤防の階段をあがっていった。もう一度堤防の上から俺を見据えると、何も言わずに自転車に乗ってすーっと夜の街並みに消える。彼女のことが今更ながら、俺専用の死神に見えた。

　月曜日が来るのがこんなに憂ゆう鬱うつになるなんて。

　もう、何もかも終わりな気がした。時間を戻して、あの日ダンプカーが水たまりを踏んだ瞬間をやり過ごし、酒多さんの悲ひ鳴めいに気づかないようにしたかった。そうすれば今頃、俺は酒多さんに気づかれず空気のような存在になれていたはず……だったんだ。




　月曜日がやってきた。

　朝からずっと俺はいつも通りを心がける。午前中の授業が終わり、昼休みを迎えて……タイムリミットは刻こく々こくと迫っていた。

　酒多さんも俺と視線を合わせるたびに、頰を赤らめ少し恥ずかしそうな表情をする。そんな仕し草ぐさが愛いとおしく思えた。酒多さんはまだ……俺の答えを待ってくれている。

　その一方で、川原と縁はじっと俺の動向を観察していた。二人が結けつ託たくしたように見える。俺と酒多さんがそういう関係になることを二人とも望まないらしい。

　お昼休みが過ぎて、放課後になった。

　帰りのホームルームが終わるなり川原と縁は示しめし合あわせたように、すぐに教室を出ていった。

　俺はそれを確認してから酒多さんの手を取った。酒多さんはおどおどしながら目を丸くさせる。

「あ、あの、朗くん……縁ちゃんたちが先に帰っちゃいましたよ？」

「ちょっと来てくれ酒多さん。話したいことがあるんだ」

「は、はい！　喜んでおともします！」

　ああ、なんて嬉しそうな笑顔なんだ。俺は罪悪感にさいなまれた。この笑顔をずっとずっと欺あざむいてきたという罪の深さを再確認させられた。アルバイトの辞表が俺の鞄かばんには入っている。これから酒多さんに……全部打ち明けるんだ。アルバイトも辞やめる。嫌われる。不気味がられる。拒きよ絶ぜつされる。

　それでいい。それでいいじゃないか。何もない日常に戻って、耳を塞ふさいで生きていこう。それが俺の望みだったじゃないか。

　自分に言い聞かせるようにしながら、俺は酒多さんの手をとって学校の屋上に向かった。酒多さんは手を離さないようにぎゅっと握り返してくる。柔やわらかくて温あたたかくて、それでいて少し、酒多さんの手も汗ばんでいた。緊張しているのは一緒みたいだ。ほんの少しの間だけど、共通の感覚をもてたことが嬉しかった。

　俺は一度振り返った。酒多さんが瞳を輝かせている。その後方一〇メートルほど離れたところに尾び行こうがついていた。縁と川原だ。帰ったと見せかけて酒多さんに尾行を気づかせないようにするとは、狡こう猾かつな連中め。なにやら二人はひそひそ話をしている。連中なりになんらかの連れん携けいを取ろうというのだろう。同盟でも酒多さんと俺の仲を破壊する会でも、なんでも設立すればいい。

　もう、何を企たくらまれようが関係ない。

　俺と酒多さんは小走りに階段を昇って昇って……昇りきって校舎の屋上までやってきた。

　グラウンドでは野球部がバッティングの練習中だ。カキーン！　という甲高い金属バットの打球音が響き渡った。屋上には他に誰もいない。

　吸い込まれるような高い青空のもとで俺は酒多さんに向き直る。

「あの、酒多さん」

「な、なんですか朗くん？」

「これから言うことは、信じてもらえないかもしれないけど、ちゃんと最後まで聞いてほしいんだ」

　言いたくない。言いたくない。けど……これ以上酒多さんを騙し続けるのも嫌だ。どちらも俺の本心だった。

「は、はい」

　酒多さんはスッとまじめな顔になった。次の瞬間、俺の右耳がうずく。




《カキーン！　ドスッ！　……あっ》




　悲鳴じゃないのが逆に怖い。あっ……てなんだ？　俺はともかく酒多さんにのしかかった。

「わ、わあ！　いけません朗くんこんなとこでまだキスもしてないのにだめです！」

　俺に組くみ敷しかれて酒多さんは手足をじたばたさせる。が、抵抗がなんだかぬるい。女の子ってこんなに力がないものなのか。比較対象が縁なのでしょうがないのだが。

　カキーン！　と、金属音が響いた。野球の硬球が屋上のフェンスを越えて、先ほどまで酒多さんが立っていたあたりを通過し、屋上の奥のフェンスにぶつかって転がる。俺は立ち上がって酒多さんに手をさしのべた。

　口で説明するよりも簡単に済みそうだな。偶然とは恐ろしい。

　酒多さんは何が起こったのかもわからずにきょろきょろ周囲を見回して……屋上に続くタラップのところで川原に羽は交がい締じめにされている縁と酒多さんの目があった。縁の目には「お前（面堂朗）を殺す」と書いてある。

「なんで縁ちゃんが……もしかして、わたしのこと心配で見に来たんですか？　大丈夫です！　わたしがんばりますから！」

　屋上に続くタラップに向けて酒多さんは手を振った。いや、何をがんばるんですか酒多さんや。今、がんばらねばならないのは俺の方だ。

「酒多さん。今のどう思う？」

「どう……ですか？　また朗くんが助けてくれました。ちょっとびっくりしてドキドキしたけど、ありがとうございます」

　ぺこりと酒多さんはお辞儀をする。素直さの権ごん化げだ。だからこそ説明に困る。

「いや、変だと思わないか？　まるでボールが来るのがわかってたみたいだろ？」

「そうですか？　あ、言われてみればそうかもしれません」

　奇妙な手応えだった。酒多さんは本当に気づいていないようだ。

　俺は観念して……すべてを包み隠さず正直に話すことにした。

　短い間だったけど、リア充気分にさせてくれてありがとう。今日から俺は物言わぬ背景になります。さようなら……酒多さん。

「俺は超能力者なんだ」

　これで引かない相手はいないだろう。いないはずだ。言ってしまった。もう後戻りはできない。終わりだ。やっと……解放された。このどうしていいのかわからない、自分の手にもてあます日々から。寂さびしさなんて……感じない。俺はここにはいないんだ。消えるんだ。

「そ、そうだったんですね！　やっぱり！」

　？？？？？？？？？？？？？？？？？？？？？？？？？？？？？？？？？？？？？

「もしかしたらそうかもって思ってました！」

　信じたっていうのか？　し、信じられない。こんなにあっさりと肯定的に受け入れるなんて……。縁が言うならまだしも、俺が言ったんだぞ。あ、いやだから冗談と思ってるのか。ならどう言えばわかってもらえるんだ？

「朗くん優しいから、きっと黙って私のことを何度も助けてくれたんですよね？　ありがとうございます」

　ぺこりと酒多さんはお辞儀をした。頭を下げるまでは真剣で、顔を上げてからは笑顔だった。酒多さんは俺の言葉を冗談と受け取っている雰囲気ではない。

　こんな……こと……あるのか？　夢でもみているんじゃないか？

　異能のことを知って、それでも俺を嫌うどころか、感謝までしてくれるなんて。

　他人に受け入れられるのは無理だと思っていた。誰も俺の言葉なんて信じてくれない。俺を怖がったり気持ち悪がったりして、拒絶して……。




　酒多さんは、こんな俺でも受け入れてくれた。




　酒多さんが最高の笑顔のまま俺に一歩、歩み寄る。俺は焦った。口が滑すべりまくる。

「だ、だから！　俺が酒多さんを助けたのはその異能の力で、俺は優しくもなんともなくて、ただできるからってだけで……俺は最悪なんだ。能力のことも隠してたし、酒多さんに嫌われたくなくてずっとずっと言わないでいたんだ。不気味な奴とか変な奴だって思われたくなかったんだ」

「それでも、わたしのことを助けてくれたことには変わりありません」

　酒多さんはきっぱりと言い切った。

「いや、全部助けたわけじゃなくて、時々は見殺しっていうかわざと助けない時もあったりして……」

　酒多さんは首を左右させる。

「いいんです細かいことは！　どうやって助けてくれたか……じゃなくて、助けようと思ってくれた優しさが好きです。それに朗くんはとっても正直です。わたしのことを信じて打ち明けてくれたんですね？　話してくれてありがとうございます。あの……わたし、ずっとずっとみんなに距離を置かれて、内緒にされたりして……それに気づいた時すごく悲しかったんです。秘密にされるのはやっぱり今も苦手だけど……ううん、だからこうやって話してくれたことが、本当に、本当に嬉しいんです！　ますますわたしは朗くんのことが、大好きになっちゃいました」













　こんな……こと……あるのか？　現実か？　夢なんじゃないか？　引きちぎれない程度に誰か頰をつねってくれないか？

　酒多さんは大好きと言ってくれた。好きより大きな好意の言葉。

　正直に生きて、他人に受け入れられることなんてまずないと思っていたのに。

　なのに酒多さんは……。

　なんだか悩んでいた自分がちっぽけに思えた。

「朗くん。あの、お返事聞かせてください」

「へ、へへへへへへへへへ返事？」

「はい♪　これ以上女の子に言わせないでください恥ずかしいです」

　そうだった。俺は酒多さんに言われたのだ。恋がしたい……と。まだしたいという希望であってしてないわけだし、今後その気持ちが変わるかもしれない。

「お、俺は……酒多さんが……」

　好きだ。今なら言える。言っていいはずだ。大丈夫だ問題ない。よし言うぞ。動け俺の唇。震えろ声帯。この想いが燃え尽きる前に!!

　よし呼吸を整えよう。落ち着いて素数とか数えたりして。あ……そういえば一って素数に含まれるんだっけ？　わ、わからん。だがオッケー今の素そ朴ぼくな疑問でふっきれた！　さあ行くぞ……リア充の向こう側へ。

「酒多さんのことがッ!!　俺はッ!!　す……す……す……」

　言い切る寸前のところで、俺の視界の右隅ぎりぎりのところに何かが走り込んできた。それは水泳の高飛び込みのような綺麗なフォームだった。空中で地表と水平になって両足を揃そろえたまま、豪快に水色の布地を見せつつ俺めがけてミサイルのように飛び込んできやがった。

　縁だ。縁のドロップキックが酒多さんの前から俺を蹴り飛ばした。俺は青空を見上げるような格好で屋上の床に大の字になる。

　一瞬、ぼんやりとしてしまった。太陽が眩しかった。このまま太陽の光に燃やされて灰になって消えてしまいたい気分だ。

　流石さすがに太陽といえども一億五千万キロ先からでは俺を焼き殺すことはできないので、とりあえず立ち上がる……縁に抗議するために。

「な、なにしやがるッ!!」

「……………………チッ」

　みれば川原が校舎内から屋上へと続くタラップのあたりで、みぞおちを押さえてしゃがみ込んでいた。こっちを見ながら川原は「ロミオとジュリエットになる！　やめろ！　それ以上はまずい！」と、叫んでいる。どうやら川原は川原なりに考えがあって縁を止めようと試みたらしいのだが、縁の凶暴さの前に屈くつしたようだ。

　縁は目をつり上げながら、酒多さんの両肩を正面からがしっと摑んでシェイクした。

「酒多さん超能力なんてあるわけないじゃないですか！　この男は自分に超能力があるとかうそぶいてる厨二病患者でやがります。それでかっこいいとか思い込んでる痛いやつなんです!!」

「え？　ええ？　そうなんですか朗くん？」

　酒多さんが首を小さくかしげた。いや、待ってくれ。そんなフリをしてるんじゃなくて俺のは本物なんだ。それはお前も認めただろう縁！

「そうなんです厨二病でやがります！　だから酒多さんは関かかわっちゃいけませんです！　暗黒面に引きずり込まれます！　こいつの心の闇に触れても、いいことなんてこれっぽっちもないですから！」

　縁の説得は唐突で無茶苦茶だ。そんな縁に酒多さんは暖あたたかい春の日差しのような微笑みでやんわりと返す。

「じゃあ、わたしが朗くんの中の闇を払う光になってあげますね♪」

　惜しげもなく恥ずかしい台詞を酒多さんは口にした。むしろ厨二なのは酒多さんの方じゃないか!?　縁はあんぐりと口が開きっぱなしだ。木こ漏もれ日びのように眩しい笑顔を酒多さんは俺に向けてきた。

「だから朗くん。もう、自分からひとりぼっちになろうとしなくてもいいんですよ？　わたしのそばにいてください」

　酒多さんはそっと俺に手をさしのべた。

「そろそろアルバイトの時間です♪　早く行かないと碧店長が寂しがりますし」

　俺はその差し出された手を……とる。

　これで結局俺は、酒多さんとどうなったんだ？　まだ俺は返事をしていないじゃないか。

「だからお、俺は……酒多さんが」

　向こうのタラップでうずくまっていた川原が立ち上がりこちらに向かって走ってくる。

「はい、じゃあお前とお前はカップルね。おめでとう！」

　いきなり川原は俺と酒多さんを指さして認定してきた。

「か、カップルじゃないです！　えーと、まだ友達以上の域いきですけど、これからに期待してください！」

　酒多さんが川原に反論する。ああ、恋人ではないのか。俺はなんとなくホッとした。あれ、でも心の汗が今にもこぼれ落ちそうだ。しっかりしろ俺。男だろう。

　だいたい、なんで酒多さん目当ての川原が俺と酒多さんを恋人認定したんだ？

「えっと……み、みんな遅刻しちゃいますよ！　ポイズンまで競争です！」

　酒多さんは俺の手をぎゅっと握って校舎内に引っ張って行く。酒多さんは顔を真っ赤にしていた。

「あ！　待ってください酒多さん！　そいつじゃなくて引っ張るなら私です！　ここは私にしましょう！　そいつはダメです！」

「おい待てテメェ！　せっかくカップル認定してやったんだから、早くギクシャクしろ！　そして最終的には爆発しろ！」

　酒多さんは俺の手を握って離さない。

　俺もその手を自然と握り返していた。

　こんな日々がこれからも続くのだろうか？

　答えははっきりしていない。だが、酒多さんの楽しそうな笑顔をみていると、なんだか幸せな気持ちになってくる。

　異能の悩みなんて、本当にちっぽけで些さ細さいでつまらない、どうでもいいことだったのかもしれない。俺は異能を悪者にしてきた。それで心の安あん寧ねいを得ていたんだ。

　他人とのコミュニケーションが苦手なことは、全部異能のせいだった。

　どうやらそれは今日で終わりなようだ。足取りが軽くなる。段々とペースが上がっていく。酒多さんの笑顔が眩しくて、その笑顔を見るだけで嬉しくなって……。

　俺の中で、ずっと閉ざしていた重い扉が開いた気がした。
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　耳を塞ふさいで生きてきた……のは昨日までの話だ。

　世の中には相あい変かわらず聞きたくない音がたくさんある。それでも俺おれは聞き耳を立てた。いつ大切な人が危険に巻き込まれてもいいように。

　結局屋上での一件から、酒さか多たさんと俺との関係はなあなあになってしまった。でも、少しだけ近づけたような気がする。それにきっちりしていない曖あい昧まいな関係性の方が、今の俺には居い心地ごこちがよかった。はっきりさせることを怖がるなんて……俺は相変わらずダメ人間だ。

　純喫茶ポイズンの厨ちゆう房ぼうから見守るように視線を向ける。いや、見守るなんて言い訳だ。メイドコスチュームが似合う酒多さんの後ろ姿が好きで、ついつい視線が行ってしまうというのが正解だった。

　告白を受けてから俺は少しだけ自分に素直になったのだ。

　今のところ酒多さんの悲鳴は未来から聞こえてこない。安心して調理をしていると……俺の右耳がぞわぞわと奇妙な感覚に襲おそわれた。

　酒多さんの時とは違う。何か圧迫されるような奇妙な違い和わ感かんとともに俺の右耳に音が届いた。




《ブシャ……ザクッ……グシャァ……チッ》




　なんだかわからないが破は裂れつしたような音だ。最後に「……チッ」という、聞き覚えのある舌打ちがくっついていた。

　解げせない。ここは悲鳴とか相手への謝罪が入るはずなのに、なんでこんなにもふてぶてしいんだ？

　冷や汗が背中に浮かぶ。嫌な予感しかしない。俺の異能は……波長の合う相あい性しようの良い人間に対して発動してしまう。そして相性というのは絶対的なものではなくて、相対的で良くも悪くもなってしまうのだ。単純な好き嫌いではなく無意識レベルなので俺自身にコントロールすることはできなかった。

　できるなら今日までこんなに苦しむはずがない。

　俺はフロアをぐるっと見回す。縁ゆかりがミルクレープをトレーに載のせてお客さんの前に運んだところだった。相手が女性客なら縁も露ろ骨こつに嫌そうな態度はとらないのだが、残念ながら今日も常連の縁ファンな二人組のお客さんが席で縁を待っている。

　縁はミルクレープの載った皿を乱暴にテーブルに置くと、絞しぼり袋を手にした。普通なら脇わきにちょこんと添そえるだけなのだが、縁の考案した雪崩なだれ式しきミルクレープでは縁が怒りとともに絞り袋から憎ぞう悪おと生クリームを絞り出すのだ。それはもう、ミルクレープがクリームの雪崩に埋うまるほどに。

　俺はいてもたっても居られずにサンドイッチの調理をほっぽり出して厨房カウンターからフロアに出てしまった。右手には布ふ巾きんを持っている。自分でもなんでそうしたのかは分からないのだが、ともかく時間は七秒しかない。

　七秒後に何もなければ気のせいで済む。いや、済んでくれ。

　俺が出てきたことにフロアで接客中の酒多さんは気づいていない。川かわ原はらも団体さんの女性客から華麗にオーダーを取っていた。

　縁が絞り袋に手を添えてぎゅっと握りつぶす。袋に細い指がぎっちり食い込んだ。パンパンの袋はひしゃげて……先せん端たんの絞り口が縁のパワーに負けて弾だん丸がんのように発射された。クリームが飛び散り発射された絞り口がざくりとミルクレープに突き刺さる。縁の手はクリームにまみれてしまった。

「……チッ」

　自分の失敗なのに悪びれる様子もなく、不機嫌そうな顔で指についたクリームをぺろぺろなめながら縁は舌打ちする。お客さんはというと……なぜだかわからないが喜んでいた。とりあえず心の広いお客さんたちで毎回助かりますありがとうございます。

　イライラが限界の縁がぷいっとお客さんたちにお尻しりを向けてフロア側に振り返る。そこには胸をなで下ろしている俺がいて、俺の手には都合良くクリームを拭ふくのによさげな布巾があって、縁は……冷たい視線を向けていた。

「なんでお前がここにいるんだ？」

「あ、いやぁそのあの……なんつうか、ほら、手が汚れるかもと思って」

　言いながら俺は失言を悔くやんだ。

「お前……ま、まさかッ!?　そんな……バカな……噓うそでしょ……ありえない」

　俺は首をぶるんぶるんと左右させる。自分でも認めたくない。認めるのが怖い。

　縁の七秒後の音が聞こえるなんて、あり得ないだろ常識的に考えて。縁はグーを握るとクリームのついた手で俺の頭をポカポカと殴り始めた。地味に痛い。

「ふざけるな！　ふざけるな！　気持ち悪い！　お前に先を越されるなんて気持ち悪い！　死ね！　切せつ腹ぷくしろ！」

　慌あわてて酒多さんが縁を止めに入った。

「縁ちゃん落ち着いてください！　ど、どどどどどうしちゃったんですか！」

　縁は俺に起こってしまった異変を一発で見抜いた。そして酒多さんはまったく気づいていないようだ。縁のことが心配で酒多さんの頭の中はいっぱいなんだろう。

　そんな酒多さんを前にして、俺はなぜか……ホッとしていた。

　ああ、なんでホッとするんだよ俺。まるで浮気を隠しているような気持ちだ。本当にしたことなどないが、きっとこういう感じなのだろうと勝手に想像していた。

　俺の異能のことは酒多さんも知っている。知った上で俺のことを受け入れてくれた。

　そんな酒多さんはまだ、知らない。俺が縁と相性が良くなってしまったことを。もし、酒多さんがこのことを知ったらどう思うだろう。

　酒多さんオンリーだったから、酒多さんは俺を受け入れてくれたんじゃないか？　それが違うとわかったら……酒多さんにがっかりされるんじゃ……。

　俺の頭の中でぐるぐると思考が回る。

　縁は涙目になっていた。お客さんたちの視線が集まる中、ツインテールを連れん獅じ子しのように振り乱して吠ほえる。

「好きなアニメの最終話を録画失敗して悶もん死ししろ！　野球中継延長され死ね！」

　嫌な死し因いんすぎるだろうに。

　俺は心の中で頭を抱えて、海よりも深い溜ため息いきを吐つくのだった。

　苦悩の日々はこれからも続きそうだ。








７秒後の酒多さんと、俺。　了










　あとがき




　初めましての方は初めまして！　そして、また手にとってくださった方には今回もおつきあいいただきましてありがとうございますッ!!　淺あさ沼ぬまです。

　というわけで、新シリーズとなりました。今回は珍しく一人称。

　最初は戸と惑まどいながら書いていたのですが、終わってみれば良い感じになっていたんじゃないかと思います。

　ヒロインの二人はなんとも対照的。酒さか多たさんはほんわか癒いやし系で犬っぽいです。そして、縁ゆかりは小悪魔というかなんというか。うちの近所に住んでいる猫がモデルです。

　撫なでて欲しいと寄ってくるのに、撫でているうちになぜか突然「フシャーッ！」とキレて襲いかかってきます。へ、変な子！

　そんな二人の美少女に振り回される幸せ（？）な主人公の朗あきらですが、当初は聴覚系の異能者ではありませんでした。他人の考えていることが漫画の吹き出しのように見えてしまうという魔眼系だったりして。

　と、そんなプロットで進めていたら同時期に出版された本とネタがかぶってしまったらしく、急きゆう遽きよ変更となり今のカタチに落ち着きました。魔眼じゃなくて地獄耳。今では逆に魔眼バージョンがイメージできなくなるくらい「未来の音が聞こえる」能力がしっくり馴な染じんだように思います。

　もう一つこぼれ話。当初は一〇秒後の音が聞こえる力だったのですが、編集部のＫさんから「素数の方が不安定な感じがして良い」的なアドバイスがあって七秒になったとかそうでもないとか。

　ではではここらでスペシャルサンクス。

　飴あめ沢ざわ狛こまさま。女の子はもちろん可愛いのですが信のぶ人とがイケメンすぎてびっくり！

　担当Ｇさま。肉ばっかり食べないで野菜も食べよう！

　そして最後までおつきあいいただいたみなさまに感謝を。




　二〇一〇年　一二月吉日。


淺沼広こう太た　
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